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は
　

し

’
が
　

き

私
は
か
つ
て
、
国
連
大
学
の
『
技
術
の
移
転
・
変
容
・
開
発
１

日
本
の
経
験
』
と
い
う
研

究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し

て
、
『
日
本

石

炭
業

の
技
術
と
労
働

』
（

一
九

七
九
年
刊
）

と
題
し
、
日
本

の
石
炭
業

の
近
代

化
過

程

を

論
じ

た
こ

と
が

あ
る
。
こ

の
パ
ソ
フ

レ

″

卜
は
、

も
と
も
と
外
国
向
け
に
書

か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
あ
ま
り
問
題
を
専
門
的

に
論
じ

る
こ

と
が
出
来
ず
、
叙
述

も
簡

略
と
な
っ

た
。
従

っ
て
、
私
は
、

こ
の

パ
ソ
フ
レ

″
卜
で
は
論
じ
尽

せ
な
か
っ
た
論
点
を
い
つ
か
詳
述
し

た
い
と
思

っ
て

い
た
。

小

論
で

論
じ
よ
り
と
す

る
テ

ー
マ
は
、
こ
の

パ
ソ

フ
レ

″
卜
で

論

じ

尽

せ
な

か
っ
た
テ

ー
マ
の
一
つ
で
あ

る
「
在
来
石
炭
業

の
発

展
」

に
関
す

る
間

題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
徳
川

時
代
の
石
炭

業
と
い
う
と
、
人
は
奇
異
に
感
じ

る
か
も
知
れ
な

い
。
日
本
経
済
史

に
関

心
を
も
つ
人

で
さ
え
、

徳
川

時
代
の
日

本
に
石
炭

業
が
一
定
程
度
発
達
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
哲

し
な

い
人
が
少

な
く

な
い
か
ら

で

あ
る
。
さ
き
の
私
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

そ
う
し
た
見
解

に
反

省
を
も
と

め
る
だ
け
で
な
く
、
徳
川

期
の
在
来
石
炭
業

の
発
展

は
、

維

新
後

の
西

欧
的

な
近
代

的
石
炭
業

の
成
立
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
実
証
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。
し

か

し

さ
き

の
パ
ン
フ
レ

″
卜
で
は
、

在
来
石
炭

業
に
つ
い
て
の
論
述

が
、
二
〇
〇

字
づ

め
原
稿
用
紙
で
三
〇

枚
程
度

に
す

ぎ
な

か
っ
た
。

そ

の
た
め
私

の
意
図

は
あ
ま
り
十
分
説
得
的

に
果

た
さ
れ
な
か
っ
た
。

私

は
、
小

論
に
お
い
て
、

パ
ソ
フ
レ

″
卜
で
は
、
比

較
的

詳
し
く
論
じ
た
在
来
石
炭
業
の
採
炭
技
術

に
つ

い
て
更

に
詳
し
く
論

じ
た

だ
け
で

な
く
、
殆

ん
ど
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
在
来
石
炭
業

の
経
営
者
、

と
く
に
請
負
人

、
頭

領
の
問
題
と
炭
坑
労
働
者

の
問
題

に
つ

い

て

か
な
り
詳
し
く
論
じ

た
。

数
年
来
、
私

は
金
属
鉱
山

を
含

め
、

徳
川
期

の
鉱
山
労
働

に
関

心
を
も
ち
、
細

々
と
研

究
を
続
け
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
過
程
で
感

じ

た
こ
と

叺

従
来

の
研
究

が
あ

ま
り

に
も
徳
川
期

の
鉱
山
労
働
を
隷
属
的

な
も
の
と
描

き
過

ぎ
て
い
は
し
な
い

か
、
と
い
り

こ
と
で
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あ

る
。
し
か
も
従

来
の
研

究
で
は
、

鉱
山
労
働
に
関
す

る
資
料
を
著
し
く
欠

い
て

い
る
た
め
、

と
か
ぐ
出
来
為

い
の
歴
史
観

〇
日
本

の

封

建
社

会
に

お
け
る
賃

労
働

に
つ
い
て
の
隷
属
性
を
強
調
す

る
理
論
）

を
下

敷

に
、
実
態

を
理

論
的
に
切
り
過

ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
て
な
ら
な
い
。
小

論
は
、
徳
川
期

の
炭
坑
労
働

に
限

っ
て
、
モ
り

し

た
隷
属
性

を
強
調
す

る
理
論
に
対

す
る
私

な
り

の
批
判

で
も

あ

る
。

一

、

徳

川

期

に

お

け

る
在

来

石

炭

業

の

概

観

日
本
の
石
炭
業

は
、
一
七
世
紀
末

か
ら
成
立

し
、
明

治
維

新
後

に
西

欧
的
近
代

技
術
に
よ
っ
て
大
き
く
変
革
を
遂
げ
る
ま
で
、

在
来

の
石
炭
業
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
私
が
こ
こ
で
在
来
石
炭
業

と
呼
ぶ
の
は
、
西

欧
的

近
代

技
術
を
移
入
す
る
以

前
の
日
本
の
石
炭
業

の
こ
と
で
あ

る
。
日
本

の
在
来
石
炭
業

の
歴

史
は
、
西

欧
的

な
技

術
に
基
づ
く
近

代
的

日
本

石
炭
業
の
歴
史
か
ら
み
れ
ぱ
、
前
史
を
な

す

が
、
日
本
石
炭
業

の
ト
ー

タ
ル
な
歴

史
か
ら
み
れ
は
、
日

本
石
炭
業

の
成
立
期
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
明
治
維

新
後

の
近
代

的
石
炭
業

の
発

展
は
、

在
来
石
炭

業
の
発
展
を
基
礎
に
し
て
し

か
あ
り
え
な
か

っ
た

か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
明
治
維
新
後

の
石
炭
業

の
発
展
は
、
日
本
石
炭
業

の
ト
ー

タ
ル
な
歴

史
か
ら
み
る
と
、
日
本
石
炭
業

の
確
立
期
を
な
す
と

い
わ
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。

わ
が
国
で

は
、
明
治
維

新
後

の
西

欧
的
技
術
の
移
入
を
も
っ
て
日
本
の
近
代
化
の
閧
始

と
み

る
歴
史
観

が
支
配
的
で
あ

る
が
、
こ
れ

は

明
ら

か
に
不
当
で

あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
Ｏ
在
来
石

炭
業

は
、

一
五
世
紀

か
ら
起
り
産
業
革
命

の
直
前
で
あ

る
一
八
世
紀

の
中
葉

ま
で
三
五
〇

年

の
歴
史

を
も
。つ
て

い

る
。
イ

ギ
リ
ス
の
石

炭
業
に
お
け
る
産
業
革
命
が
、
在
来
石
炭
業

の
発
展

を
基
礎

に
展
開

さ
れ

た
こ

と
を
、
誰

れ
も
疑

わ
な
い
。
そ

し
て
イ

ギ
リ

ス
石
炭

業
の
近
代
化

は
、
産
業
革
命

に
先

だ
っ
て
発
展
し

た
炭
砿

ご

こ

フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
の
発

達
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
た

こ
と
を
誰
れ

も
否
定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
石
炭
業
史

の
研
究
家

ネ
フ
は
、
一

六
世
紀
中
葉

か
ら
一

七
世

紀
中
葉

ま
で
の
イ
ギ



４
　

リ
ス
石
炭
業

の
発
展

を
（

初
期
業

産
革
鮒

）
と
呼
ん
だ
・

こ

の
見

解
に

は
異
論

も
あ
る
が
ヽ

彼

の
意
図

が
産
業
革

命
前

の
イ
ギ
リ
ス
石

炭
業

の
近
代

化
の
水
準
を
強
調
し
よ
う

と
し

た
も

の
で

あ
る
こ

と
は
、

誰
れ

も
認

め
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

日
本

の
在

来
石

炭
業

も
ま

た
日
本
の
石
炭
業
に

お
け

る
産
業
革

命
に
よ
っ
て
駆

逐
さ
れ
つ

つ
も
、
日

本
の
石
炭

業
の
産
業

革
命
を
支

え

る
役

割
を
果
た
す
ほ

ど
に
、
一
定
の
近
代
化
を
達
成
し
て

い
た
の
で

あ
る
。
私

は
、

す
で
に
指
摘
し
た

パ
ソ
フ

レ

″
卜
で
そ
の
点
を

簡
単

に
論
じ

た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ

と
で
再
び
、
こ

う
し

紅
観
点

か
ら
日
本

の
在

来
石
炭
業

の
歴

史
を
再

検
討

し
、
そ
れ
が
到

達
し

た
発
展

水
準

を
更

に
詳
し
く
確
定
し
た

い
と
考
え

る
。

こ
こ

で
は
ま
ず
在
来
石
炭
業
の
歴
史
を
概
括
的

に
示

し
て

お
き

た
い
。
日
本

の
在
来
石
炭
業

の
歴

史
は
、

お
よ
そ
四
つ
の
段
階

に
区

分
す

る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
段
階

は
、
一
七
世
紀
末

か
ら
一
八
世
紀
末

ま
で
、
第
二

段
階
は
、

一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
中
頃
ま

で
、
第

三
段
階
は
、
一
九
世
紀
中
頃

か
ら
六
〇
年
代
末

ま
で
、

そ
し
て
第
四

段
階
は
、

明
治
維
新
後
か
ら
一
九
世
紀
末
ま
で
で
あ

る
。

在
来
石
炭
業
の
第
一
段
階

は
、
在
来
石
炭
業

の
生
成
期

で
あ
る
。
日

本
の
歴

史
文
献
は
、
一
七
世
紀
末
か
ら

す

で

に

福
岡
県

の
筑

前

、
豊
前
、
山

口
県

の
宇
部

の
地
方
で
、

か
な
り

広
範

に
石

炭
が
採
掘
さ
れ
、
薪

の
代
用
と
し
て
使
用

さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

例
え
ば
貝

原
益
軒

の
『
筑
前
続
風
土
記
』
（

一
七
〇

三
〔
元
禄
一
六
〕
年

に

脱
稿
）

は
、
石

炭
を
「
燧
石
」

と
呼

び
、
モ

れ
が
筑
前
の

遠
賀
、

鞍
手
、
嘉
麻
、
穂
波
、
宗
像
、
粕
屋

の
諸
郡

の
「

山
野
に
有
之
。
村
民
是
を
掘
り
取

り
て
、
薪

に
代
用
ゆ
…
…
烟
多
く
臭
悪
し

と
い
え
共
能
も
え
て
火
久
し
く
有
、
水
風
呂

の
か
ま
に
た
き
て
よ
し
。
民
用

に
便
有
。
薪
な
き
里
に
多
し
」
と
記

し

て

い

る
。
石
炭

は
、
当

初
石
炭
の
露
頭

し
て

い
る
地
方

で
、

薪
の
不
足

に
悩
む
村

民
が
薪
の
代
用

と
し
て
使
用
す

る
た

め
に
掘
ら
れ

た

早
く
か
ら
石

炭
の
使
用
を
示
す
記
録
が
残
さ

れ
て

い
る
の
は
、
こ
の
地
方
が
元

来
森
林

に
恵
ま
れ
ず
、
一
般

に
薪
不
足

こ
と
に
原
因

が
あ

る
。

。
筑
前
地
方
で

に
悩

今

甌

こ
の
石
炭
は
、
薪

の
代
用

と
し
て
何
時
頃

か
ら
商
品
化

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
資
料
に
よ
れ
ば
石

炭
は
、
一
七
世
紀
末

に
か
な
り
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毎

芦

１

広
範
に
商
品
化
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
小

倉
藩

の
豊
前
金
田
地
域

に
は
、

一
六

八
六
年

か
ら
九
四
年
（
貞

享
三

年
か
ら
元

禄
七
年
）

（
４
）
　
　丶
丶

の
間
に
、
四
坑
か
ら
一
四
坑
の
炭
坑
が
存
在
し
、
こ
れ
ら

の
炭
坑

は
、
藩

か
ら
「
札
」

を
受

け
て
一
定
額

の
「
銀
小

物
成
」

を
支
払
っ

て
い

る
こ
と
を
示
す
資
料
が
あ

る
。
こ

の
亊
実

は
、
炭

坑
が
単

に
採
炭

者
の
自
家

用
で
は
な
く
、
商
品
と
し
て
石

炭
を
採
掘
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い

る
。

筑
豊
地
方
で
石
炭
の
商
品
化
が

は
っ
き
り

確
認

さ
れ

る
の
は
、

一
八
世
紀
初
頭

か
ら
で
あ
る
。
一
七
二
五
年

〇
享
保
一
〇
年
）
の
宗

像
郡
の

勝
浦

塩
浜
文

書
に
よ
れ

ば
、
「
塩
燃
石
之

儀
数
十
歳
芦
屋

よ
り
積

直

二
参
来
り
絎

」
云
々
と
あ
り
、
一
七
世
紀
末
か
ら
遠
賀
川

流
域

の
産
炭
地

か
ら
石
炭
が
商
品

と
し
て
芦
屋

に
送
ら
れ
、
芦
屋
附
近

の
塩
浜
向
に
製
塩
燃
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か

る
。
ま

た
一
七
二
〇
年
（
搴

保
五
年
）

の
資
料

は
、
「
遠
賀
郡

の
焼
石
が
払
底

し
て
、
近

辺
前
村
の
漁
船

が

篝
火
な

ど
焚
く

の
に
難
儀

し
」
「
そ
れ
で
芦
屋

沖
の
平
太
船
持
主
か
ら
。
豊
前
赤
池

と
鞍
手
郡
赤
地
両
所
で
焼
石

を
買
い
求

め
」
、
塩
浜
を
奢
む
「
浦

々
へ
売
り
波

し
た

い
と
願

い
出

心
い

こ

と
を
示

し
て

い
る
。
尚

、
こ

の
「
″
″
貮
」
と
は
、
コ

ー
ク
ス
で
あ
り
、
す
で
に
石
炭
が

コ
ー
ク
ス
化

さ
れ
て

第１表 筑前蕕内の石炭市場

1788C天明８年)

需　 要　 先 消費jil t

勝浦，津屋崎両塩浜

和　 白　 浜

博多 焼物師

潸々の漁焚石

7800

390

600

300

計 9090

「直方市史」上巻, 601 ペ ージ注

市
販

さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

こ

の
二
つ

の
資
料

は
、
一

七
世

紀
末

か
ら

一
八
世
紀
初
頭

に
か
け

て
、
北

九
州
地
方

で
石

炭

が
製

塩
用
燃
料

や
漁
船
の
篝

火
用

な
ど
の
産
業
用

に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し

か

し
石
炭

の
用

途
は
そ
れ
に
限
ら
な
か
っ

た
。
当
時
石
炭
は
、
都
市
住
民
の
日
用
、
手
工
業
者

の

燃

料
と
し
て
も
販
売
さ
れ
、
使
用

さ
れ
て
い

た
の
で
あ

る
。
例

え

ば
、
『
博

多
津
要
録
』

は
、

一
七
三
七
年

〇
元
文
二
年
）
の
記
事
で
「
粕
屋
、
那
珂
、
席
田

よ
り
石
炭
持
出
し

売
候
百
姓

多

く
」
、

と
述
べ
、

福
岡
藩
は
、
田
作
り
に

支
障
が
あ

っ
て

は
い
け
な

い
と

博
多
市
内

で
の
石
炭

売
り

に
制
限

を
加

え
た
こ

と
斟

え
て
い
る
。
ま
た
『
石

城
誌
』

は
、

一
七
六
〇

年
代
の
後
半
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第 ２ 表 在 来 石 炭 業 の産 出 高( 推 定)

4～5 万t

12 ～15万t

30～40万 ｔ

４万ｔ

。２万t

12～18万t

3～5 万 ｔ

８万ｔ

第１期　18 世紀末

第２期　19 世紀20年代

第２期　19 世紀60年代

前

前

前

部

・高 島池

筑

豊

肥

宇

三

１

諸資料より作成注

頃

の
、
博
多
「

市
中

に
て
瓦
工

及
塩
硝
屋

等
、
此
石
を
買
求

め
て
用
」

い
た
と

記

し

て

い

る
。
因

に
一
七
八
八
年

の
一
資
料

に
よ
る
と
、

第
一
表
に
示

し
た
よ
う
に
筑
前
藩
内

で
消
費

さ
れ
た
石
炭

は
、
製

塩
用

に
約
八
二
〇
〇

ト
ソ
、

博
多
市
内
の
手
工
業
用

六
〇
〇

ト
ソ
、
胯

火
用
三
〇
〇

ト
ソ
で

あ
っ
た
。

以
上

の
よ
う

に
日
本

の
在
来
石
炭

業
は
、

一
七
世

紀
木
か
ら
石
炭

を
日
用
い

手
工

業
用

、

漁
業
用
、
製
塩
用

に
採
掘

し
、
薪

に
代

る
低
価

格
の
燃
料

と
し
て
販
売
し

て
い

た

の

で

あ

る
。
市
場

の
拡
大

は
、
石
炭
業

の
拡
大
を

も

た

ら

す
。
肥
後

の
三
池

で
も
、
一

七
一
二

年

（

享
保
六
年
）

に
柳
河

藩
の
家
老
小

野
若

狭
は
、
平

野
山
に

炭
坑
を

開
き
、
肥
前

の
高
島

で

も
、
一
七
八
六
年

〇
天
明
六
年
）

に
三
八
〇

〇

ト
ソ
の
出
ぬ
い
み
せ
、
唐
津
で

も
一

七
二
四

年
（

享
保
九
年

）
に
初

め
て
炭
坑
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
こ
り

し
て

在
来
石
炭
業

は
、
一

八
世
紀

の
前
半
に
は
、

筑
豊
地
域

か

ら

肥

前
、
肥
後

の
地
域
に
拡
大
し
て
い
・
つ
た
の
で
あ

る
。

こ

の
段
階
の
採
炭

方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
狸
掘
で
、
露

頭

か
ら
炭
層

に
向
っ
て
掘
り
進
み
、
湧

水
が
激
し
く
な

る
と
炭
坑
を
放
棄
し
、

新
た
に
坑
を
開

坑
す
る
と
い
う
原
始
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
石

炭
の
採
掘
も
当
初
は
農
民
が
農
業
の
余
暇

に
行
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
市

場
が
徐
々
に
拡

大
し
て
にい
く
に
従
っ
て
、
炭
坑
の
規
模
も
拡
大
し
、
採
炭

恚
集
団
的
に
行
な
わ
れ

る
よ
う

に
な
り
、
な

か
に

は
専
業

者
も
生
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
一
八
世
紀
末

に
な

る
と
確
認
さ
れ

る
。
一
八
世
紀
末

の

各
地

の
出
炭
高

は
、
筑
前

で
は
、
一

七
八
八
年
（
天

明
八
年
）

の
場
合
約
一
万

八
〇
〇
〇

卜
咽

宇
部
で

は
、
一
七
九
〇
年
（

竟
政
二

（
1
3）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
4）

年
）
頃

の
場
合

約
一
万

六
〇
〇
〇

ト
ソ
、
高
島
炭

坑
で
も
一
七
八
六
年

〇
天

明
六
年
）

に
三
八
〇
〇

卜
？
、
と
い
う
資
料

が

み

ら

れ

る
。
総
じ
て
一

八
世

紀
末

の
在

来
石
炭
業

の
出
炭
高

は
、
少

な
く
み

て
も
四
～
五
万

ト
ソ
位

で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
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卜

年
間
四
～
五
万

ト
ソ

の
出
炭
規
模

は
、
幕
末

の
大
炭

坑
で

あ
る
三
池
炭

坑
や
高

島
炭

坑
の
出
炭

向
に
相
当

す
る
が
、

し
か
し
在

来
石

炭
業
が
産
業

と
し
て
名
実
と

も
に
発
達

し
て

く
る
の
は
、

一
八
世

紀
末

か
ら
一
九

世
紀
初
頭
以
降

で
あ
る
。
在
来
石
炭
業

の
第
二

段
階

は
、
新

た
な
市
場

の
拡
大
を
媒
介

に
著

し
い
発
展
を
み

せ
た
。
こ
の
段
階
に
は
、

生
産
力
の
著
し
い
発
展
が
み
ら
れ
、

ま
た
藩
の
干
渉

を
受
け

な
が

ら
も
石
炭
業

は
産
業
と
し
て
成

立
し

て
い
っ
た
。

第
二

段
階

に
お
け

る
在
来
石
炭
業

の
発
展

を
も
た
ら
し
た
動
因

は
、

市
場
の
拡

大
で
あ
る
。
こ
の
市
場
の
拡
大
は
、
北
九
州
で
行
な

わ
れ
て

い
た
製
塩
に
お
け

る
石
炭
焚

が
、
製

塩
の
中
心
地
で
あ
る
中
国
四
国
地
方
に
伝
播
し
、
モ

こ
に
新
た
な
石
炭
市
場
を
形

成
し
た

こ

と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
。
い

わ
ゆ
る
茴

尸
内
の
十
州
塩
田

は
、
一
八
世
紀
末
に
至
り
、
製
塩

の
発
達

と
と
も
に
燃
料

の
松
葉
不

足

と
燃

料
高

に
悩
ん
で
い
た
。
製
塩
業
者
は
、
激
し
い
競
争

に
う

ち
克
つ
た

め
に
、
低
価
格
燃
料

の
石
炭

に
注
目
し

た
の
で
あ

る
。

製
塩
業
史
家
の
渡
辺
則
文
氏
に
よ
る
と
、
「

安
永
七
年
（

一
七
七
八
年
）

三
月

、
周
防
吉
敷
郡

青
江
浜
の
江
村
新
右
衛
門

が

松
葉
焚

に
か
わ

っ
て
石
炭
を
使
用

す

る
道
を
開
き
、
ま

た
東
須
賀
忠
右
衛
門

は
豊
前
曽
根
浜

か
ら
石
炭
使
用

の
釜

を
伝
習

し
て
帰
り
、
安
永
七

第３表 筑前地方の出炭高

年　　 次 出 炭 高

1788年（天明８年）

1804 C 享和元年）

1826 C 文政９年）

1837 C 天保８年）

1839 C 天保10年）

1867 C 慶応８年）

１万8000t

3 万3000 t

2 万8000 t

4 万〇〇〇〇 ｔ

３万8000 t

8 万6000 t

注　上段２年は『直方市史』上巻，

597, 607 ペ ージより算出。

文政以下は『福岡県史』第２

巻下, 260,  268, 356ペ ージより

算出。

第４表　宇部地方の出炭高

年　　　次 出 炭 高

1765年（明和２年）

1767 ( 明和４年）

1801 C 搴保元年）

1842 C 天保13年）

1857 C 安政４年）

1868 C 明治元年）

1869 ( 明治２年）

1875 ( 明治６年）

3240 t

1 万60001

1 万6200 t

1 万8000 t

2 万7000 t

5 万4000 t

6 万〇500 t

4 万8000 t

注 『山口炭田三百年史』8～29ペ

ージより作成。

年
九
月

は
じ

め
て
三
田
尻
大
浜
で

試
み
て
以
来
、
石
炭
焚

は
急

速
に

内

海
各
地
の
塩
田

に
伝

播
し
て
い

っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因

に
、
『
塩
浜
覚

書
』

と

い

う
一
八

二
五
年
（
文
政
八
年
）

の
資
料
に

よ

る
と
、
一
釜
五
斗

の
製
塩
焚
料

の
代
価

は
、
松
葉
焚
が
「
弐

匁
」
、



８
　

石
炭
焚
が
「
一
匁
三
浙
ご

で
あ
り
、
石
炭
焚

が
三
、
四
割

安
で

あ
っ
た
。

こ
う

し
て
石
炭

は
、
瀬
戸
内

の
製

塩
用

と
し
て
大

幅
に
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
『
山
口
炭

田
三
百
年

史
』

は
、
当
時
の
資
料

を

分
析

し
て
、
一
九
世
紀
二
〇
年
代

か
ら
三
〇
年
代
頃

の

十

州
塩
田
の
石
炭
消
費
量
を
、
年
間
約

匸

一
万

八
八
〇
〇

ト
ソ
と
推
計
し
て
い

る
。

製
塩
向
に
市
場
が
拡
大
し
た
こ
と
は
、
在
来
石
炭
業
の
著
し

い
発
展
を

も
た
ら
す
こ

と
に
な

っ
た
。
筑
前

の
出
炭

高
は
、
一
八
世
紀

末

の
一
万

八
〇
〇
〇

ト
ソ
か
ら
一
八
〇

四
年
（

享
和
元
年
）

の
三
万

三
〇
〇
〇

ト
ソ

ヘ
、
一
八
三
七
年
（
天

保
八
年
）

の
四
万

詣

）へ

と
増
大

し
た
。
も
っ
と
も
筑
前
地
方
の
出
炭

は
、

遠
賀
川

の
輸
送
能
力
が
狭
隘
な
た

め
に
伸
び
悩
ん
で
し
ま
う
。
他
方
豊
前
の
出
炭
高

は
、
明
確
な
資
料

を
欠

く
が
、
遠
賀
川

の
沢
Ｊ
呎
の
運
航
数

か
ら
ｔ
Ｈ

ぐ

る
と

旅
売
り

と
い
わ
れ
る

領
外
向
販
売
量
だ
け
で
、
一
八
四

○
年
（

天
保

一
三
年
）

に
約
一
万

八
〇
〇
〇

ト
ソ
、
一
八
四
二
年

〇
天

保
一
三
年
）

に
は
約
三
万

五
八
〇
〇

ト
ソ
近
く
な
る
。
こ
の
期

に
は
肥
前
地
方

は
製
塩

向
の
新
興
産
炭

地
と
し
て
発
達

し
て
く

る
。
肥

前
地
方
で
は
、

唐
津
を
中

心
に
一
八
二
〇

年
代
（

文
政
年
間
）

に
、
新

た
に
多
く

の
炭
坑
が
開
発

さ
れ
、
約
二
万

卜

謳

出
炭

を
み
た
。
高

島
炭

坑
や
三
池
炭

坑
は
、

こ
の
頃
大

き
く
伸
び
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

以

上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
中
葉
頃
の
出
炭
高

は
、
全
体
で
少
な
く
見
積

っ
て

も

匸
一
万

ト
ソ

か
ら
一
五
万

ト
ソ
位

に
な
っ
て

い
た

と
思

わ
れ
る
。
市

場
の
拡
大
は
、
生
産
力
を
高

め
、
炭
坑
の
経
営
形
態
や
採
炭
様
式

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
採
炭
様
式

に
つ
い

て

い
え

ば
後

に
詳

し
く
み
る
よ
う
に
、

在
来
石
炭
業

一
〇
〇

年
の
技
術
的
蓄
積
を
基
礎

に
、
ま
た
恐
ら
く
先
進
的

な
金
属
鉱

山
業

の
技

術
を
移
入
し
て
、
旧
来

の
原
始
的

な
狸

錮
的
採
炭
法

か
ら
脱

し
、
あ
る
程
度
意
識
的
な
採
炭
様
式
を
創
出
し
、
地
表
に
近

い
炭
層
を
掘

り
尽
し
、
幾
分

と
も
深
層

を
採

掘
す

る
採
炭
方
法

を
考
案

し
、
排

水
に
も
工

夫
を
こ
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

市
場
と
生
産
の
拡
大

は
、
炭
坑
経
営

に
も
大
き
な
影

響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
、
石
炭
業

の
利

益
に
目
を

付

け
た
藩
政
府

は
、
炭

坑
業

へ
の
統
制
を
強

め
、
一
般

に
各
藩

は
石
炭

の
流
通
を
統
制

し
て
莫
大

な
利
ｍ

）を

あ

げ

た
゜
福
岡
蕕
は
｀
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「
仕
組
法
」

を
制

定
し
て
、
石

炭
の
生
産
に
ま
で
介
入
し
、
産
炭
地
に
成
立
し
か
け
た
石
炭
業
者

の
資
本
主

義
的
発
展

を

抑
制
し
、
石

炭
業

者
を
事
実
上
、
蕕
営
企
業

の
請
負
業
者
的

な
地
位

に
押

し
と
ど
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
福
岡
藩
以

外

の
諸
藩
で

は
、
生

産
部
面
へ

の
統
制
は
弱
く
、
商
業
資
本
が
介
在
し
、
問
屋
制
的

な
資
本
主

義
的
炭

坑
経
営
も
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
い
ず
れ
に
し
ろ
モ

こ

に
、
炭
坑

の
採
炭
技
術

の
担
手
で
あ
り
、
労
働

の
組
織

者
で
あ
り
指
揮
者
で

あ
る
専
業

の
山
元

と
か
頭

領
と
か
呼
ば
れ
る
実
質
的
経
営

（
Ｓ
）

者
層
が
形

成

さ
れ

た
。

ま
た
彼

ら
の
下
で
働
く
炭
坑
労
働
者

た
ち
も
形

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
論
じ

る
こ
と
に
し
よ
う
。

在
来
石
炭
業

の
第
三
段
階

は
、
日
本

の
開
港

に
よ
っ
て
開
始

さ
れ
る
。
黒

船
の
来

日
、

そ
し
て
一
八
苙
四
年
（

安
政
元
年
）

の
神
奈

川

条
約
の
締
結

は
、
日
本

に
寄
港
す

る
外
国
蒸
汽
船

へ
の
石
炭

供
給

を
義
務
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
港
と
と
も

に
幕
府
及

び
西
南

諸
藩

は
自

か
ら
蒸
汽

船
を
所
有

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
数

は
次
第

に
増
加
し
て
い
っ
た
。
内

外
の
蒸
汽
船
の
石
炭
需
要

は
、
石
炭

の

市
場
を
新
ら

た
に
拡
大

さ
せ

る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
蒸
汽
船
の
石
炭

需
要

は
、
西
洋
の
産
業
革
命
の
成
果
で
あ
り
、
従

っ
て

日
本
の
在
来
石
炭
業

は
、
開
港

を
契
機

に
、
市
場

の
面

か
ら
産
業
革

命
の
影
響

を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
幕
末

の
石
炭
の
需
要

は
急
速

に
拡
大
し

た
。

一
八

五
八
年

〇
安
政

五
年
）

に
幕
府
が
北
九
州
の
諸
蕕
に
供
給
を
命
じ

た
長

崎
向
け
の
石
炭
量
は
、
年
間
六
万

卜
司
ｔ

あ

っ
た
。

ま
た
幕
藩

の
所
有
す

る
蒸

汽
船
の
数
は
、

一
八
六
一
年

〇
文
久
元
年
）

の
七
隻

か

ら
五
年
後

に
は
三
六
隻

に
な
り
、
一
八

六
八
年
（
明
治
元
年
）

に
は
六
三

隻
に
も
達
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
船

の
消
費
す

る
石
炭

の
量

は
、
隅
谷
三
喜
男
氏

の
推
計
で

は
、

慶
応

初
年

弖
（

万

卜
四
に
達
し
て
い
る
。
以

上
の
よ
う

に
、
開
港
以
来
、
輸
出
を
含

め
蒸
汽
船
用

の
石
炭
需
要

は
、
年
間
十
数
万

ト
ソ
に
達

し
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
製
塩
用

の
石
炭
需
要
も
、
石
炭
焚
の
普
及

と
と
も
に
増
大

し
、

隅

谷
氏

の
推
計
で

は
、
幕
末

に
年
間
約
二
七
万

咄

冷
に
達
す

る
と

゛
わ
れ
て

゛
る
・

こ

の
よ
う

に
幕
末

の
石
炭
需
要

は
、
年
間

約
四
〇
万

ト
ソ
近
く
な
る
が
、

こ
れ
に
は
地
売
と
呼
ば
れ

る
藩
内
消
費
量
や
抜
売
り

と
呼
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ば
れ
る
非
合
法

の
販
売
量

が
必

ず
し
も
含

め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
こ

れ
ら
を
含

め
る
と
、

在
来
石

炭
業
の
産
出
し
た
石
炭
高

は
、
も

っ
と
増
加
す

る
こ

と
が
予
想

さ
れ

る
。

こ
の
よ
う
な
市
場

の
拡
大

は
、
在
来
石
炭
業

の
従
来

の
構

造
に
大
き

な
変
化

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
。
第
一

に
、

そ
れ
は
、
長
崎
港

に
近
く
、

ま
だ
浅
層
採
炭

が
可
能
で

あ
っ
た
肥
前
、

と
く

に
唐

津
地
方

の
石
炭
業

を
著
し
く
盛
況
に
し
た
。
唐
津
地

方
の
出
炭
量

は
、
一
八
二
〇
年
代
二
万

ト
ソ
位
で

あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
一
八

五
〇
年
代

の
後

半
の
安
政
期
に
は
一
三
万

卜
Ｊ

ぐ
犯

伸
び
た
。
隅
谷
氏

は
、
肥
前

全
体
で
幕
末

に
は
一
八
万

卜

拶

と
推
計

さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
低

＝
ス
ト
の
唐
津
炭
の
存
在
は
、
す
で

に
一
九
世
紀
中
葉
以

来
浅
層
採
炭
を
終
え
て
生
産

の
停
滞
し
て

い
た
筑
豊

の
石
炭
業
を
更

に
停
滞
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
低
コ
ス
ト

の
唐
津
炭
の
存
在

は
、
従

っ
て
筑

豊
地
方

に
お
い
て
、
深
層
採
炭
そ
れ

ゆ
え
石
炭

の
コ
ス
ト
高

を
も
た
ら
す
多
額

Ｏ
投
資
に
よ
る
大
掛

な
採
炭
様
式
の
採
用
を
回
避

さ
せ

る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
こ

の
段
階
で

は
、

わ
が
国

の
在
来
石
炭
業

に
お
け
る
自
生

的
な
産
業

革
命
の
必
要

性
は
ま
だ
十
分

に
成
熟
し
て
い
な

か
っ
た
と
云
う
こ

と
が
で
き

る
。

市

場
の
拡
大
が
在
来
石
炭
業

の
構
造

に
与
え

た
第
二

の
変
化

は
、
炭
質
が

よ
く
そ

の
他

の
経
営

条
件

の
良
い
一

部
の
炭

坑
に
限
ら
れ

て
い
る
が
、
炭

坑
の
大
規
模
化
を
も

た
ら
し
た
こ
と
で
あ

る
。
高
島
炭
坑
、
三
池
炭
坑
な

ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ

の
点

は
後

に
詳

し
く

検
討

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
三
の
変
化
は
、
こ
れ
も
一
部

に
で

は
あ

る
が
、
在
来
石
炭
業

の
西
欧
的
技
術

に
よ
る
変
革

の
試

み
が
生

じ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
、
一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）

に
高
島
炭
坑
に

お
い
て
開
始

さ
れ

た
。
当
時

の
イ
ギ
リ

ス
外
交

官
オ
ー
ル
コ

″
ク
は
『
大
君
の
都
』

の
中
で
、
「
こ

の
大
名
（

佐
賀
藩
主

の
こ

と
Ｉ
引
用

者
）

か
あ

る
い
は

九
州

の

他

の
大
名

だ
っ
た
か
が
、

オ
ラ
ン

ダ
人
を
通
じ
て
、
炭
鉱
の
能
率
を
あ
げ
る
助
け
に
な

る
よ
う
に
と
蒸
気
機
械
を
発
注
に
均
一
」
と

指
摘

し

て

い

る
。
こ

の
指
摘

は
、

高
島
炭
坑
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
は
、
一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）

に
高
島
炭
坑

を
調
査
し

た
オ
ラ
ン
ダ
人

の
報

戸

よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
り
、
ま
た
高
島
炭
坑
に
関
す

る
当
時
の
文
書

に
、
機
械
購
入
代
金
Ｏ
２
‐皿
琵

あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
明

ら
か
で
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斷

Ｓ

濂

ｔ

あ

る
。
し

か
し
こ

の
試
み

は
失
敗
し

た
。

オ
ー
ル
コ

″
ク
は
、
大
名
が
「
機
械
を
つ
か
え
ぱ
労
働

者

の
口
か
ら

パ
ソ
を
奪
う
こ
と
に
な

る
と

い
っ
た
」
「
論
心『
一

を
主
張
し

た
の
で
、
機
械
化
が
進

ま
な
か
っ
た
か
の
如

く

指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
彼
の
憶
測

で
、
真

の
原
因

は
明

ら
か
で

は
な
い
。
私

は
、

む
し

ろ
機

械
化

を
指
導
す
る
技
術
者
を
欠
い
た
事
が
「
そ
こ
で
機
械

は
、
…
…
な

ん
の

役
に
屯
立

た
ず
台
な
し

に
な

っ
た
ま

ま
ほ
う
り
だ

さ
れ
て
い
一一一
丿

理
由
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
高
島
炭
坑

の
西
欧
的
技
術

に
よ

る
近
代
化

は
、
周
知

の
よ
う

に
そ

の
後
、

一
八
六
八
年
（

慶
応

四
年

）
か
ら

グ
ラ
バ

ー
の
協
力
を
え
て
礼

節
ｔ
に
る
こ
と

に
な

る
。

も
う
一
つ

の
試
み

は
、
幕
府

に
よ

る
北
海
道

の
茅
沼
炭

坑
の
亂
鰓
で
あ
っ
た
。
幕

府
は
。
神
奈
川

条
約

に
沿

っ
て
函
館
で
外
国
蒸
汽

船
に
石
炭
を
供
給
す

る
必
要
を
感
じ

た
た

め
、
一
八

五
六
年
（

安
政

三
年
）

か
ら
石
炭
の
調
査
を
行
な
い
、
在
来
的
方
法
で
採
炭
を
開

始
し

た
が
、
不
慣
れ

の
た
め
成
功
せ

ず
中
止

し
た
。
こ
の
過

程
で
幕

府
は
、
西
欧
技
術
の
導
入
に
よ

る
開
発
を
思

い
立

ち
、
一
八
六
二

年
（
文
久
二
年
）

に
ア
メ
リ

カ
人
技
師

ブ
レ
ー

ク
、

パ
ソ
ペ
リ

ー
を
招
聘
し
て
地
下

資
源

の
調
査
を
行
な

い
、
一
八

六
四
年
（
文
久
四

年
）

に
茅
沼
炭

坑
の
開
発

に
取

り
組

む
こ

と
に
な
っ
た
。
幕
府

は
イ

ギ
リ

ス
人
技
術
者

ガ
ー
ル
を

招

い
て

炭

坑
の
開
発

を

行

な
っ
た

が
。
蒸
汽
機
関
や
捲
揚
機

は
使
用
さ
れ

ず
、
在

来
水
準

を
ほ
と
ん
ど
超
え

る
も

の
で

は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
北

海
道
に
お
け

る
炭

坑

の
西
欧
的
近
代
化

は
、
維
新
以
後

の
こ

と
で

あ
る
。

在
来
石
炭
業

の
第
四
段
階

は
、
明

治
維
新
後

か
ら
始
ま
る
。
維
新
後
の
日
本

の
石
炭
業

は
、
西
欧
的
技
術

に
基
づ
く
近
代
的
石
炭
業

と
し
て

の
み
発
達
し
た
の
で
は
な
い
。
維
新
変
革
に
よ
る
鉱
山
解
放

は
、
維
新
後

の
民
生

の
解
放
、
石
炭
市

場
の
拡

大
に
対
応

し
て
、

在
来
石
炭
業

の
著
し
い
活

性
化

を
も
た
ら
し
た
。
特

に
肥
前
地
方

の
在
来
石
炭
業

の
活
発
化

は
目
醒

し
か
っ
た
。
維
新
後
の
石
炭
業

の

西
欧
的
近
代
化
は
、

一
方

で
は
、
維
新
期
ま
で

に
蓄
積
し
て
き

た
在
来
石
炭
業

の
技
術

を
基
礎
に
、

他
方

で
は
、
維
新
後
に
族

生
し
て

き
た
在
来
石
炭
業
の
集
積
を
テ

コ
と
し
て
は
じ

め
て
実
現

さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て

維
新
後
に
在
来
石
炭
業
は
、
自

か
ら
一

部
に
西
欧
技
術
を
導
入
し
て
近
代
化
を
は

か
り

つ
つ
も
。
大
方

は
、

新
た
に
形

成
さ
れ
て
く
る
近
代

的
な
石
炭
業
と

の
競
争
に
敗
北
し
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て
、
明
治
二
〇

年
代
か
ら
三
〇

年
代
に
か
け
て
、
駆
逐
さ
れ
、
そ

の
歴
知
舮
使
命
を
終
え

た
の
で

あ
る
。

一

の

注

〇
１
）
　
Ｊ
. Ｖ
.
　Ｎ
ｅ
ｆ
｢　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
R
iｓｅ
　ｏ
ｆ
　ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
iｔ
iｓ
ｈ
　Ｃ
ｏ
ａ
ｌ
　
Ｉｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔｒ
ｙ
｢
　ｖ
o
lｓ
.
｢　Ｉ
(　ｐ
ｐ
.
 １
３
３
-２
６
４
.
参

照

。

〇
２
）

『
貝

原

益

軒

全

集

』

第

四

巻

、

六

七
四

ペ

ー
ジ

。

〇
３
）
　
福

岡

藩

内

の
薪

不

足

に

つ

い
て

は
、

長

野

誠

「
福

岡

民

政

誌

略

」

の

「
林

政

の

大
意

」

の

節

を
参

照

。
『

福
岡

県

史
資

料

』
第

一
輯

所

収

。

（
４
）
　
『
福

岡

県

史

』

第

三

巻

下

、

五

一
五

～

六

ペ

ー
ジ

。

（
５

）
　
松

崎

武

俊

「
近

世

筑

豊

の
石

炭

に

か

ん
す

る
覚

書

」
、
『

エ

ネ

ル

ギ

ー
史

研

究

ル

ー

ト

』
Ｍ
ｏ
.
　
３
｢
一

九

七
五

年

五

月

。

三

ペ

ー
ジ

。

（

６
）

『
福

岡

県

史

』

第

二

巻

下

、

二

三

四

ペ

ー

ジ
。

〇
７
）

『
福

岡

県

史

資

料

』

第

九

輯

、

二

四

七

ペ

ー
ジ

。

（

８

）

『
福

岡

県

史

』

第

二

巻

下

、

二

三

六

ペ

ー

ジ
。

〇
９

）
　
市

史

編

集

委

員

会

編

『
大

牟

田

市

史

』

上

巻

、

七

二

で
ヘ

ー

ジ
。

〇
1
0）

『
城

島

氏

文

書

』
、

長

崎

県

立
図

書

館

渡

辺

文

庫

。

（
1
1
）
　
川

内

昇

『
多

久
石

炭

の
話

』
、

一
九

七

二

年

、

五

ペ

ー

ジ
。

（
1
2
）

『
直

方

市

史

』

上

巻

、

六

〇

一

ペ

ー
ジ

。

（
1
3
）
　
『
山

口

炭

田

三

百

年

史

』
、

ハ

ペ

ー

ジ
。

（
1
4
）
　
前

掲

『
城

島

氏

文

書

』
。

（
1
5
）
　
こ

の
点

に

つ

い
て

は
後

に

詳

し
く

論

じ

る
。

（

抓一
）
　
渡

部

則

文

『
日

本

塩

業

史

研

究

』
、

一
九

七

一
年

、

二

四

五

ぺ
１

ジ
。

（
1
7
）
　
同

上

、

二

四

五

ペ

ー

ジ
。

〇
1
8）

『
山

口

炭

田

三

百

年

史

』
、
ハ

ペ

ー

ジ
。

（
1
9
）
　
第

三

表

を

参

照

。

（
2
0
）
　
『
田

川

市

史

』
、

上

巻

、

八

四

〇

ペ

ー

ジ
。
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●

４

卜

（
2
1）
　
明

治
一
四

年
『
鉱
山
沿
革
調
』
（
『
明
治
前
期
肥
前
石
炭
砿
業
史
資
料
』
所
収
）

か
ら
推
計

。

（
2
2）
　
仕

組
法
下

の
炭
坑
経
営
に
つ
い
て
は
後
に
も
う

Ｉ
度
ふ
れ

る
こ
と

に
な
る
。

（
2
3）
　
炭
坑
の
経
営
者
に
つ
い
て
も
後
に
ふ
れ
る
。

（
2
4）

『
福
岡
県
史
』
第
二
巻
下
、
三
三
一

ペ
ー
ジ
。

（
2
5）

『
日
本
石

炭
産
巣
分
析
』
。
九
七
～
ハ

ペ
ー
ジ
。

（
2
6
）
　
同
上
、
九
六

ペ
ー
ジ
。

（
2
7
）
　
前
掲
『
鉱
山
沿
革
調
』
よ

り
推
計

。

（
2
8）
『
日
本
石
炭
産
巣
分
析
』
、
九
ハ

ペ
ー
ジ
。

（
2
9）
　
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
『
大
君

の
都
』
、
岩
波
文
庫
版
中
巻

、
三
四
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
3
0）
　
こ

の
点

に
つ
い
て
は
後

に
ふ
れ
る
よ
う
に
カ

ご
ア
ソ
デ
ィ

ー
ケ
の
著
書
に
み
ら
れ
る
。

（
3
1）

『
高
島
石
炭

坑
記
』

の
巻
一
に
こ
の
機

械
が
六
、
七
千
両

に
相
当

し
、
グ
ラ
バ

ー
と
蔔
と
の
共
合
経
営

に
際
し
、
こ
の
代
金

が

佐
賀
藩

の
現
物

投
資

と
し
て
考

慮
さ
れ
る
旨

の
指
摘
が
あ
る
。
『
明
治
前
期
肥

前
石
炭

砿
業
史
料
集
』
、
二

苙
一
～
ニ

ペ
ー
ジ
。

〇
3
2）

『
大
君

の
都
』
中
巻

。
Ξ
四
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
3
3）
　
同

上
、
三
四
ニ

ペ

ー
ジ
。

（
3
4）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
日
本
石
炭
業

の
技
術
と
労
働
』
で
詳
し
く
分
析
し
た

の
で
参
照

さ
れ
た
い
。

（
3
5）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
最

近
多
く
の
研
究
が
進

め
ら
れ
た
が
、
さ
し
あ
た
り

片
山
敬
次
「
官
営

に
よ
る

茅
沼
炭
鉱

の
開
発
」
、
『
新
し
い
道
史
』
。

ニ

ー

ー
、
一
九
六
四

年
一
月
二
〇

日
号
参
照
。
そ

の
近
代
化

の
評
価

に
つ
い
で

は
前
掲

の
拙
稿
、

Ξ
七
～
八

ぺ
１

ジ
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
3
6）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
で
詳
し
く
論
じ

た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

二

、

在

来

石

炭

業

の

採

炭

技

術

の
発

展

水

準

ｍ
　

一
八
世
紀
末
の
採
炭
技
術

在
来
石

炭
業
は
、
た
し
か

に
西
欧
技
術
の
導
入

に
よ

っ
て
開
発

さ
れ

た
維

新
後

の
近
代
的
石
炭

業
と
較
べ
る
と
、
市
場
も
狭
隘
で
経
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第５表　 高島炭坑の出炭高

年　　 次 出炭高ｔ

1786 (天明６）年

1855 (安政２）年

1870 (明治３）年頃

3840*

2 万4900**

2 万4300***

＊は 『 城 島氏 文 書 』

＊＊は 『松 の 落 葉 』

＊＊＊は 『 高島 石 炭 坑 記 』 よ り作 成 ，

そ れ ぞ れ 本 文 参 照 。

注

営
規
模
も
小

さ
く
、
採
炭
技
術

も
未
熟
で

あ
っ
た
。

し
か
し
モ
ｉＪ
'Ｕ
. ｎ

Ｉ
〇
〇

年
以

上
に
わ
た

っ
て
蓄
積

さ
れ
て
き

た
採
炭
技
術
を

保
持

し
て

い
た
こ

と
も
否

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
れ

ま
で

の
炭
坑
史
家

の
よ
う

に
、
在
来
石
炭
業

の
採
炭
技
術

を
一

括
し
て
「

た
ぬ
き
掘

り
」

と
み

な
す
こ
と

は
、
事
態
を
あ

ま
り

に
も
単
純
化
す

る
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、

日
本
石

炭
業
史
研
究
の
草
分
で

あ
る
遠
藤
正
男

は
、
徳
川
期

の
採
炭
技
術

が
「
明

治
初
期
迄
に
稍

々
改

良
さ
れ
変
遷
し

た
事

は
争
わ
れ
な

い
が
本
質
的

な
変
遷
で

は
勿

論
な
か
っ
簡
」
と
志

張
し
て
い

る
。
こ

の
よ
う
な
主
張

は
、
当
時
徳
川
期

の
炭

坑
資
料
が

あ
ま
り
発

掘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事

に
よ

る
誤
解
で
あ

る
が
、
こ
う
し

た
傾
向

は
今
日

ま
で
支
配
吋
ｔ

あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
見

解
と
裏
腹

に
、
明
治
初
年
代

の
西
欧
式
炭

坑
開
発
が
事
実
分
析

な
し

に
過
大

に
評
価

さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
う
し

た
見
解
は
、
慶
応
四
年

に
近
代
化

さ
れ
た
高
島
炭
坑

が
、

在
来

技
術

の
上
に
接

木
的
に
開
発
さ
れ
た

事
実

を
見

な
い
で
、
西
欧
技
術

の
導
入
だ
け
を
見
て
高
島
炭
坑

の
到
達
し
て

い
た
在
来
技
術

の
水
準

を
無
視
乃
至
過
小

に
評
価

し
、
当

初

○
高
島
炭
坑
の
近
代
化
を
過
大

に
評
価
す

る
に
琵

に
な

っ
て

い
る
。
因

に
、
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）

の
近

代
的

高
島
炭

坑
の
出

炭
高

は
、

二
五
年
前
と
変
ら
な

か
っ
た
の
で
あ

る
。

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
末
ま
で
Ｏ
採
炭
方
法

は
確

か
に
露
頭

の
石
炭
を
採
掘
す

る
「

は
ぐ
り
錮

り
」

と
い
り
き

わ
め
て
原
始
的

な
方

法
か
ら
出
発
し
て
、

炭
層

に
沿

っ
て
開
坑
し
て
掘
り
進
み
、
排
水
や
通
風
が
困
難

に
な

る
と
坑
を

放
棄

し
て
別

の
坑
を
開

く
、

と

い
っ
た
典

型
的
な
「

た

ぬ
き
掘
り
」
が
支
配
的
で
あ

っ
た
。
し

か
し
こ
り
し

た
原
始
的
な
「

た
ぬ
き
掘
り
」

も
、

一
八
世
紀
末

に
な
る

と
、
一

定
の
進
化
を
み
せ
、
意
識
的
で
明
確
な
採
炭
技
術
を
も

っ
た
採
炭
様
式
に
成
長
し
て
く

る
の
で

あ
る
。

例
え
ば
、
一

八
世

紀
末

の
唐

津
地
方
の
炭

坑
の
状
態
を
寸
描
し
た
木
崎
盛
標
の
『
肥
前
物
産
考
』
の
中
の
絵
図
髟

述

は
、
当

時
の
炭

坑
の
採
炭

様
式

と
採
炭
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慯

ｌ

技
術

の
到
達
水
準
を
示
す
も
の
と
し
て
大
変

に
興
味
深
い
。

木
崎
盛
標
は
「
石
炭
の
ほ
り
所
は
国
に
よ
り
処

々
に
よ
り
て
違

ふ
也
」
、
「

山
を
見
立
て
て
掘

る
」

と
述

べ
て

い
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
炭

坑
は
、
炭
層
を
発
見
し
て
そ
こ

に
坑
道
を
掘
り
、
炭
層

か
ら
石
炭
を
採
取
す

る
生

産
機
構

の
こ

と
で

あ
る
。
炭

坑
の
組
織

者
あ
る

い
は
管
理
者
は
、
経
営
形
態
の
如
何
を
間
わ
ず
、
炭
層
、
地
形
、
地
質

に
つ
い
て
の
一
定

の
知
識

を
持

っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

木
崎
は
、
「
炭

の
あ
り
所
低
き

は
炭

の
上
品
也
」

と
云
い
、
「
う

わ
石
」
、
「
次
石
」
、
「

底
石
」

な
ど
と
炭
層

の
質

を
分

け
て
呼
び
、
岩

盤

を
「
天
井
岩
」
と
呼

び
断
層

に
つ
い
て
論
じ
、
炭
層

の
間

の
Ｊ
『

に
つ
い
て
も
「
焼
も
の
」
「
堺
石
」

と
特

殊
な
呼
称
で
と

ら

え

て

い

る
。
こ
こ

に
は
、
す
で
に
炭
層
や
地
層
、
地
形

に
つ
い
て

の
一

定
の
知
識

が
、
炭

坑
経
営

者
層
、
炭

坑
専
業

者
層

の
中

に
客
観
的
に
形

成
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
知
識

は
、
採
炭
技
術

の
一
要
素
で

あ
る
。

木
崎

は
、
開
坑
の
方
式

に
つ

い
て
も
明
確

に
指
摘
し
て

い
る
。
立

坑
は
「
衂
緲
愬
」

と
呼

ば
れ
、
「
先
つ
竪
に
掘

り

又

横
に
ほ
る
」

と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
横
坑
は
「
石
あ

る
所
低

き
は
山
根

よ
り
直

に
横

に
入
る
」
、
斜
坑
は
「
走
込
」
と
い
わ
れ
、
「
石

の
有
る
所
山
根

に
あ

る
所

は
見
立
次
第

に
山
を
穿

ち
石
炭

に
あ

た
り
て
夫

よ
り
横
に
掘
入
る
」

な
ど
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ

の
よ
う
に
開
坑
の
方
式

は
、
そ
れ

ぞ
れ

の
地
形
、
炭
層

の
賦
存
状
況

に
基
づ
い
て
一

定
の

方
法
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い

る
。
坑
道

に
つ

い
て

は
、
「
石
炭

の
有

り
所
次
第

に
て

ま
ぶ
の
中
左
り

へ
も
右

へ
も
幾
筋

も
掘
入
る
」

と
指
摘

さ
れ
、

本
坑
道
の
開

さ
く
と
共
に
、
左
右
に
片
盤
坑
を
掘
る
方

法
が
確
認

さ
れ

る
。
支
柱

に
つ
い
て

も
「
木

の
柱

を
丈
夫

に
た
て
て

掘
入
る
」

と
あ
お
’、

ま
た
切
羽

に
つ
い
て
は
「
危
く
気
遣
ひ
の
所

に
は
石
を
柱

の
ご
と
く
切
り

の
こ
し
」
て
、
素
朴

な
残
柱
式
採
炭
法

が
試

み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

在
来
石
炭
業

０
最
大

の
隘
路

は
湧
水

の
処
理

で
あ
る
が
、
木

崎
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
如

く
指
摘
し
て
い
る
。
立
坑
で
は
「
出
水

多
く
水
溜

り
強

き
故

に
水

も
釣
瓶
に
て
汲

と
り
、
石
炭

を
つ
り
揚
る
」

と
云
い
、
石

炭
の
搬
出
方
法
と
同

様
な
釣
瓶
式
排
水
方
法
が
指

摘

さ
れ
て

い
る
。
横

坑
に
つ
い
て

は
、
後

に
「

か
ら
し
き
掘
り
」

と
呼
ば
れ
る
方
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
成
り
丈
け
む

か
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ふ
底
に
ほ
ら
ず
」
、
炭
層
を
水
準
よ
り
上
に
向
っ
て
掘
り

掘
進
し
て
い
き
、
湧
水
を
自
然
に
坑
外
へ
流
出
さ
せ
る
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま

法
で
あ
る
。
炭
層
が
水
準
以
下
に
傾
斜
し
て
い
て
石
炭
を
　
　
　

囲

Ｊ
　

ヰ

掘
り
下
げ
て
い
く
斜
坑
の
場
合
は
、
湧
水
が
坑
底
に
溜
る

の
で
、
こ
れ
を
「
ズ
ボ
ン
に
て
水
を
か
へ
取
る
」
と
指
摘
　

皿

さ
れ
て
い
る
。
ズ
ボ
ン
と
は
「
寸
法
樋
」
と
も
書
か
れ
、
　

心
　
　
　
　
　
　
　
　
　―

手
動
の
単
純
な
排
水
ポ
ン
プ
の
こ
と
で
あ
ｈソ
、
佐
渡
の
金
　

皿

属
鉱
山
で
は
一
七
世
紀
初
匹
が
ら
、
筑
前
で
も
一
八
世
紀
　

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｉ

末
に
使
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
肥
前
の
内
野
荘
の
『
済
民
　

匸
　

・

草
書
』（
一
七
九
五
年
刊
）
に
よ
る
と
、
ズ
ボ
ン
は
「
筒

桓
は
二
三
丈
の
大
竹
の
節
を
通
し
て
其
上
を
縄
を
以
て
巻

匹 ①
『明治前日本鉱業発達史』194 ページより作成

き
其
竹
の
中
に
小

竹
を
入
れ
て
其
本
を
膕
を

ま
ぶ
す

ふ
り
如
き
も

の
を
作
り

て
下

の
水

を
引

き
上

る
な
り
、
…
…
某
五

六
年

前
に
糟
屋

（
６
）

郡

の
石

炭
掘
に
教
え
作
ら
し

め
た
り
」
と
あ

る
。
こ
れ

は

恐

ら
く

金
属
鉱
山

か
ら

伝
播
し
て
き

た
も
の
と

思

わ
れ
る
。
し

か
し
木
崎

は
、
「

ま
ぷ
の
真
深
く

成
り
て

曲
も

お
ほ
く
な
れ

ば

ズ
ボ
ン
も
段

々
統
足
し

が
た
」
く

な
る
と
の
べ
、

そ
こ

で
「
少

々
掘
り
し
め
溝
を

付

け
て
水
を
流
す
」
排

水
坑
の
存
在
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ

の
技
術

は
、
測
量

の
知
識

な
し

に
は
成
立

し
な
い
も

の
で

あ
る
。

木
崎

は
通
風

に
つ
い
て
特
に
記

し
て
い
な
い
が
、
自
然
通
風

が
充
分
考
慮

さ
れ
て

い
た
と
思

わ
れ

る
。
燈
火

は
「

さ
ざ
い
が
ら
へ
火

を
と
も
し
」
、
坑
内
照
明
と
し

た
と
あ
る
の
み
で

あ
る
。
採
炭

は
、
「
叡

の
歟
」
を
使
用
し
、
石
炭

は
「

ず
り

と
言
竹
籠
」

に
入

れ
て
人

背

に
よ
っ
て
搬
出

さ
れ

る
か
、

約
瓶
式

に
巻
揚

げ
ら
れ
た
。
ま
た
主
要

坑
道
で
は
「
車
八
寸
」
〇
二
四

セ
ン
チ
）

の

四
輪
車
も

使
用

さ
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１

４

●

れ

た

こ

と

が

指

摘

さ

れ
て

い

る
。

坑
外

運

搬

に

は

「
土

場

出

し
車

」

が
使

用

さ

れ
、

炭

坑
近

く

の
河

川

岸

の

貯

炭

場

（

土

場
）

へ

の
石

炭

運

搬

に

は
、

牛

馬

も

使

用

さ

れ

た
。

以

上

の
よ

う

に
、

一
八

世

紀

末

の
唐

津
地

方

の

炭

坑

経
営

に

は

、
初

歩

的

か

つ

素
朴

で

は

あ

る

が

、

一

定

の
採

炭

技

術

が
形

成

さ

れ

て

い

る
こ

と

が

わ

か

る
。

し

か

し

こ

れ

は
、

西

欧

的

な

近

代

的

炭

坑

の

大

規

模

か

つ

計

画

的

な

採

炭

法

か

ら

み

れ

ぱ

、

幼

稚

で

あ

り

「

た

ぬ

き

掘

り
」

と

云

わ

れ

て

も

や

む

を

え

な

い
が

、

他

面

で

は

、

こ

こ

は
、

近

代

的

炭

坑

の
機

械

的
部

分

を

省

け

ぱ

近

代

的

炭

坑

の

原

型

が
形

成

さ

れ

て

い

る

の
で

あ

る
。

炭

坑

を

一

つ

の

機

椎

と

み

れ

ば

、

こ

こ

に

初
歩

的

な

が

ら

基

本

的

機

構

に
つ

い

て

の
知

識

、

機

構

創
出

の
技

術

が
形

成

さ
れ

て

い

る

と
云

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

も

と

の

技

術

は

、

先

進

的

な

当

時

の
金

属

鉱

山

の
採

鉱

技

術

と

絞

べ

れ
ば

、

そ

れ

ほ

ど
高

度

な

も

の

で

は

な

か

っ
た

の

で

あ

り

、
在

来
石

炭

業

に

容

易

に

普

及

し

り

る
水

準

の

も

の
で

あ

っ

た
。

二

の
田

の
注

（
１
）
　
九
州
日
報
『
九
州
産
業
大
観
』
、

】
九
三
六
年
、
一
五
〇

ペ
ー
ジ
。

（
２
）

例
え

ば
、
朝
日
新
聞
西
部
本
社
緡
『
石
炭
史

話
』
、
二

六
ペ

ー
ジ
以
下
。

（
３
）
　
例
え

ぱ
木
下
悦
二
『
日
本

の
石

炭
鉱

業
』
、
三

ペ

ー
ジ
。

〇
４
）

『
肥

前
物

産
考
』
、
現
物

は
佐

賀
県
立
図
轡
館
所

蔵
。
採

録
は
、
『
大
牟
田
市

史
』
上
巻
。
七
一
〇

ペ

ー
ジ
、
『
日
木

庶
民
生
活

史
集
成
』
第
一
〇

巻

、
七

六
五

ペ
ー
ジ
。
小
文

な
の
で
、
こ
こ
で

≪
･（

逐

一
明
記

し
な
か
っ
た
。

（
５
）
　
日
本

学
士
院
日
本
科

学
史
刊

行
会
『
明

治
前
日
本
鉱

業
技
術
発

達
史
』
、
一
四
九

ペ
ー
ジ
。

（
６
）
　
遠
藤
正
男

『
九
州

経
済

史
研
究

』
、
ニ
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
７
）
　
金
属

鉱
山
の
技

術
水
準
に

つ
い
て
は
前

掲
書

を
参
照

。

帥
　

一
九
世
紀
中

葉
に
至

る
採

炭
技
術
の

革
新

一
九
世
紀

に
入

り
市

場
の
拡
大

と
と
も
に
石
炭

業
が
著

し
く
発
展
し
て
く

る
と
．

旧
来
の
採
炭
技
術

の
革
新
が
も
と

め
ら
れ

る
よ
う
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に
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
こ
れ

ま
で

の
先
進
的
な
産
炭
地
域
で

は
、
露
頭
近
く

の
炭
層
が
綢
り
尽

さ
れ
、
勢

い
炭
層

を
も
と
め
て
、

坑
道

を
地
底
深

く
掘
り
進
み
、
大
掛
り

な
採
炭
方
法
を
用
い

る
必
要
が
生
じ
て
き

た
か
ら
で

あ
る
。

一
九
世
紀
前
半

の
炭

坑
資
料

は
、
炭
坑
が
深
式

に
な

り
、
大
掛

り
と
な

っ
て
き

た
こ

と
を
示

し

て

い

る
。
例
え
ば
、

一
八
三

八
年

（
天
保
九
年
）

の
筑

前
の
あ
る
資
料

は
、
「
山
元
一
統

石
丁
場
深
式

に
相

成
仕

操
大
造

二
皿

と
記
し
て

い
る
。

ま
た
一
八
四
〇
年

の
唐

津
の
炭

坑
資
料
も
、
「

久
し
く
出
石

仕
俟
而
仕

操
易

キ
場
所
（

掘
尽

シ
侯

二
付
）
「

極
深
仕
操

手
入
之
場
所

二
至

り
金
モ
余
計

相
掛
リ
」

「
仕

操
莫
太
糺

艇
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
当
時

の
炭
坑

の
規
模

は
一
般

に
ど
の
程
度
だ

っ
た
の
で

あ
ろ

う
か
。
炭
坑

の
規
模
を
示
す
資
料

が
殆

ん
ど
残
っ
て
い
な

い
の
で
、

出
炭
量

か
ら
推
測
す

る
と
、
例
え
ば
一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）

の
筑
前
鞍
手
郡

の
一
炭
坑

Ｏ
出
炭
高

か
ら
類

推
す
る
と
、

坑
夫
数

は

Ｉ
〇

人

か
ら
二
〇

心
ぎ
度
で
あ

る
。
明
治
初
年
代

の
肥
前

の
在
来
炭
坑

の
規
模

か
ら
み
て
そ

れ
は
妥
当

な
も
の
で

あ
る
。
従

っ
て
坑
道
の
規
模
も
一
般
に
そ
れ

ほ
ど
大
き
く

は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
隅
谷
氏
が
指
摘

さ
れ
て
い

る
よ
う

に
、
坑

道
の
長
さ
は
、
小

さ

い
も
の
で
「
平

均
拾
五
間
」
（
二
七

メ
ー
ト
ル
）
、
大
き
な
も

の
で
「
平
均
五
拾
間
」
（
九
〇

メ
ー
ト
ル
）
、
比
較
的
大

き
な
も
の
で
「
平

（
４
）

均

七
拾
間
」

〇
匸
一
六

メ
ー
ト
ル
）

程
度
で

あ
っ
た
。
誤

解
の
な
い
よ
う
に

云
っ
て
お
け
ば
、
在
来
石
炭
業
の
こ
う
し

た

炭

坑
の
一
般

的

な
小

規
模

傾
向
は
、

技
術
の
欠
如
で
な
く
、
石
炭
コ

ス
ト
の
問
題
で
あ
っ

た
。
炭
坑
の
大
規
模
化

は
、
石
炭

の
コ
ス
ト
を
高
め
る
。

当

時
ま
だ
低

＝
ス
ト
の
浅
層
採
炭

を
行
な
う
小

炭
坑
が
広
く
存
在
し
て
い
た

た
め
、
一
般
に
高
コ

ス
ト
の
大
炭
坑

が
成
立
し
え

な
か
っ

た
の
で

あ
る
。
し
か
も
日
本
の
場
合
イ

ギ
リ

ス
な
ど
と
違
っ
て
、
一
般

に
森
林
資
源
が
豊
富
で
、
石
炭
需
要

は
ま
だ
極

め
て
小

さ
か
っ

た
。
因

に
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
日
本
の
在
来
石

炭
業
の
技
術
水
準
と
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
一
七
世
紀
末
に
、
石
炭
謦
要

は
、
年
間
三
〇
〇

万

卜
二
心
も
達
し

て
い
た
。

も
し
日
本

で
、

徳
川

時
代

の
末
期
に
石
炭
需
要

が
も
っ
と
拡
大

し
て
い
た
ら
、
在
来
石
炭
業

は
、
一
般

に

も

っ
と
大
き
く
発
達
し

て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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第2 図　竜　　土　　水　　の　　図

ブランド・スポイトの図（農具便利論）より。

第８図「な ん ば」 巻 揚 機

はたぱ

出所 ＝『山口炭田三百年史』13ペ ージより。

ｆ

３

可

ｙ
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そ

れ
は
と
も
か
く
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
一
部
の
炭
坑
で
採
炭
技
術

は
大
き

く
変
革

さ
れ
て
き
た
。
深

層
採
炭

は
、
直
ち
に
湧
水
を
諾
起
し
、
排
水
問
題

に

逢
着

す
る
。
従

来
の

ズ
ボ
ン
に
代

っ
て
、
新
し
い
排
水
機

具
の
導
入
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
竜
土
水
」
と
呼
ば
れ

る
手
押
し

ポ
ン
プ
の
利
用
で
あ

る
。

こ
れ

は
、
一

八
世

紀
末
に
す
で
に
佐
渡
の
鉱
山
で
使
用

さ
れ
匹

ご

と

が

あ

る

が
、
後

に
み
る
よ
り

に
、

一
九

世
紀
初
め
の
頃

に
三
池
炭

坑
で
こ
の
「
竜
土
水
」

が
使
用

さ
れ
た
形
跡

が
あ
る
。

ま
た
立
坑
の
排

水
方
法
と
し
て
、
宇

部
や
九
州

地
方
で
、
一
八
四
〇
年
頃

か
ら
「

な
ん
ば
」

が
使
用

さ
れ
た
。
立
坑
で
は
、
排

水
は
釣
瓶

か
ら
「
組

釣
瓶
」

に
改

良
さ
れ
て
き

た
が
、
や

ぐ
ら
を
築
き
、

滑
車

を
使
用
し
て
数
人
で
稼
働

さ
せ

る
「
南
蛮

車
」

が
、
宇

部
で
発

明
さ
れ
、

一
八

。

四
〇

年

〇天

保
一
一
年
）
頃

か
ら
使

鮒
】ｙ

れ
た
と
云

わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
従
来

の
立
坑
が
六
～
九

メ
ー
ト
ル
に
す

ぎ
な
か
っ
た
も

の
が
、
三
〇

メ
ー

ト
ル
の
深

さ
に

ま
で
拡
大
し

た
。
し

か
も
こ
れ

は
「
長
州
南
蛮
」
と
呼

ば
れ
、

「
九
州

ま
で
普
及

し
て

い
っ
匹一
Ｊ

と

云
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
明
治
初
期
の

肥

前
の
在
来
炭
坑
で
使
用
さ
れ
て
い
劼

］」
と
が
確
認
さ
れ

る
。

第4 図 石 山 林 ヶ 谷 絵 図 面

『田川市史』上巻, 856 ペ ージより

排

水
問
題
は
、
排
水
坑

の
開
さ
く

に
よ

っ
て
も
解
決
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
一

八
三
九
年
（
天

保
九
年
）

の
遠
賀
郡

香
月

村
の
一
炭

坑

の
資

料
は
、
「
仕

操
大
造
」

の
た
め
「
焚
石
丁
場
壱

ケ
所
」

で
「
風

抜
壱
ケ
所
」

と
「

水
引

穴
壱

ケ
所
」
を

別

途
に

開

さ
く
し
た
り
ｒ

し
て
い
る
。
ま
た
豊
前
田
川

の
林
ケ
谷
炭

坑
で
は
、

鉱
害
回
避
策

り
た

め
で
も

あ
る
が
、
一
九
ニ

メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
排

水
坑

道
を
開



徳川期石炭業における技術・経営・貨労働21

ｆ

＆

哨

１

さ
く
し
、
一
〇

ニ

メ
ー
ト
ル
の
「
下
艶

と
呼

ぶ
排

水
管
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う

に
必
要
に
応
じ
て
排
水

坑
を
開

さ
く
す

る
こ

と
は
、

炭

坑
の
大
規
模
化
を
可
能

に
し

た
。
後

に
み

る
よ
り

に
斜
坑
に
水
車
を
仕
掛
け
て
、
高
島
や
三
池
の
大
炭
坑
で

は
排
水
す

る
方
法
も
講

じ
ら
れ
た
。

次
に
一
九
世
紀
初

め
の
比
較
的
大
き
な
炭

坑
の
採
炭

技
術
の
水
準
を
み
て
み
よ
う
。
滝
沢
馬
琴
は
、
一
八
二
〇
年
代

の
作
と

い
わ
れ

る
『
兎
園
小
説

余
録
』

の
中
で
、
三
池

の
稲
荷
山
の
炭
坑
に
つ
い
て
「

穴
の
内

暗
く
…
：
一
番
人
を

た
の
み
松
明

に
て
二
十
間
（

三
六

メ

（
1
4）

Ｉ
ト
ル
）

ほ

ど
入
り
」
、
「

毎
日
百
人

余
づ
つ
穴

に
入
」
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
頃

の
三
池
の
平
野
炭
坑

に
関
す

る
資
料

は
、
当
時

の

採
炭
規
模

の
全
体
像

を
伝
え
て
大
変

興
味
深
い

。

平

野
山

の
炭

坑
経

営
に
あ
た
っ
て
い
た
柳
河

藩
の
小

野
家

に
残

る
「
山
司
利
三
郎
」
の
「
郷
い

と
い
う

資
料

は
、
小

野
家

が
炭

坑
を

大

々
的

に
経
営
す

る
た
め
に
金
属

鉱
山
の
山
師
（

山
司
）
を
雇

入
れ
、
炭
坑
の
技
術
革
新
を

は
か
っ
た
こ

と
を
示

し

て

い

る
。
こ

の

「

覚
」
な
る
資
料
は
、
「

山
司
利

三
郎

」
が
炭
坑
経
営
の
計

画
を
小
野
家

に
提
示
し

た
も
の
で
あ
り
、
実
際

０
炭

坑
の
採
炭
方
式

を
解

説

し
た

の
も
の
で
は
な
い
が
、
採
炭

技
術
と
し
て
も
意
味
あ

る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ

の
「

覚
」

に
は
、
採
炭
技
術
と
し
て
注
目
す
べ
き
論
点

が

指
摘

さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
坑
内
普
請
」
で

は
「
『
や
ぎ
と

め
木
』

を
用

い
て
崩

落
を
防
ぐ
な
り
」
、
炭
層

に
沿

っ
て
掘
下

る
場
合

の
湧

水
に
つ
い
て
は
「
竜
土
水

を

仕
か
け
、
昼
夜
を
わ
か
た
ず

水
引
揚

げ
あ
か
り
へ
流
し
候
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
排
水

坑
に
つ

い
て
は
「
本
間

部
の
下

程
よ
き
処
を
見
た
て
、
ま
た
四
つ
留

を
作

り
、

本
間
部
の
水
あ

る
処
ま
で
切
入

る
を
、
『
水
抜
き
』
と
申
し
候
」
、

通
気
に
つ
い
て
も
「
本
間

部
と
所
々
切
り
通
す
を
『
風
抜

き
』

と
申
候
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
そ
し
て
「
『
水
抜
き
』
『
風

抜
き
』
共

々
に
費

甚
だ
嵩

み
候
も
、
か
く
す
れ
ば
本
間
部
中
、
自
由
を

得

る
故
に
必
ず
す

る
こ
と

な
り
」

と
指
摘

し
て

い
る
。
以

上
の
よ
う
に
、

一
九
世
紀
中
葉
に
至

る
在
来
石
炭
業
は
、
採
炭
技
術
の
面
で

一
定
程
度

の
革
新
を

行
な

っ
て
き

た
。
次

に
我

々
は
、
こ
う
し
た
採
炭
技
術
が
幕
末
の
大
炭
坑
に
お
い
て
具
体
的

に
ど
の
よ
う

に
実
現
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さ

れ
て

い

る

か

を

、

主

に

高

島

炭

坑

、

三

池

炭

坑

の

例

に
よ

っ
て

検

討

し

た

い
。

二

〇
圜

の
注

（
１
）
　
遠
藤
正
男

『
九
州

経
済
史
研
究
』
、
ニ
ニ

ペ

ー
ジ
。

（
２
）

桧
垣
元
吉
「
唐
津

藩
石

炭
史
の
研

究
」
、
『
史
淵

』
第
八
二

輯
、
八
七

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（

３

）

（

４

）

（

５

）

（

６

）

（

７

）

（

８

）

（

９

）

隅
谷
三
喜
男
『
日

本
石

炭
産
業
分
析
』
、
一
三

九
ペ
ー
ジ
以
下

参
照

。

同
上
、
五
〇

ペ
ー
ジ
。

前
掲
ネ

フ
の
著
作

ｖ
ｏ
ｌ
.　Ｉ
｢　ｐ
ｐ
.　１
９
-２
０
.

『
明
治
前
日
本
鉱
業
発
達
史
』
、
一
五
ニ

ペ
ー
ジ
。

後
出
資
料
を
参
照
。

『
山
口
炭
田
三
百
年
史
』
、
一
三

ペ
ー
ジ
。

同

上
、

一
三

ペ

ー
ジ
。

（
一
…一
）
　
同

上
、

一
三

ペ

ー
ジ
。

（
1
1）
　
前

掲
『
鉱

山
沿

革
調
』
に
は
、
あ

る
炭
坑
で
「

明
治
十
一
年
新

二
立
坑
ヲ
設

ケ
、
〇
ナ
ソ
バ
」
或
（

吹
呼
（
こ

れ
は
ス
ホ
ソ
の
事
で

あ

る
、
引

用

者
）
等

ニ
テ
坑

水
汲
揚

ケ
」
〇二

七
ペ

ー
ジ
）
と
あ
る
。

（
1
2）

『
福
岡
県
史
』

第
二

巻
下

、
二
五

七
ペ

ー
ジ
。

〇
1
3）
　『
田
川
市
史
』
上
巻
、

八
五

六
ペ

ー
ジ
。

（
1
4）

『
日
本
随
筆
大

成
』
二

期
第
三

巻
、
二

七
ペ

ー
ジ
。

（
1
5）

『
大
牟
田
市

史
』
上
巻
、
七
二

九
～
三
五

ペ

ー
ジ
。
以

下
引

用

は
略
す
。
尚
、
こ

の
資
料
は
、
資
料

の

紹
介
者

に
よ
っ
て
、
一
八
世
紀
二
〇
～

三
〇
年
代

の
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
渡
で
の
竜
土
水
の
使
用

が
一
八
世
紀
末
で
あ

る
か
ら
一
九
世
紀
初

め
の
頃
の
資
料
で

は
な
い
か
と
推

測

さ
れ
る
。

㈲
　

幕

末
の

在

来

大

炭

坑

に

お

け

る

採

炭

技

術

の

到

達

水

準

一

九
世

紀

の
中

葉

か

ら

の
石

炭

業

の

著

し

い
発

展

の
過

程

で

注

旧

す

べ

き

一
つ

の
傾

向

は

、

炭

質

、

立

地

、

資

本

力

な

ど

の
面

で

有



ｆ

ｓ

哺

・

利

な
条
件

を
備
え
て
い
る
炭
坑
が
大
規
模
化
し
て
き

た
こ
と
で
あ

る
。
モ

の
一
つ
で
あ

る
高
島
炭

坑
は
、
長
崎

の
野

毋
半

島
か
ら
数

キ

り
離
れ
た
孤
島
に
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
末
以

来
佐
賀
藩
の
属
領
深
堀
藩

の
支
配
下

に
あ

り
、

す
で
に
一
七
八
六
年
（
天

明
六
年
）

に

約
三

八
四
〇

ト
ソ
の
石

炭
の
旅
売
り
を
記
録
し
て
、
当
時
す
で

に
大
き
な
炭
坑

と
し
て
も
注

目
さ
れ
る
炭
以
ｆ

あ
っ
た
。
モ

の
後
一

九

世
紀
に
入

る
と
佐
賀
藩
は
、
高
島
炭
坑
を
直
接
の
支
配
下

に
入
れ
、
数
人

の
請

負
人

を
置

い
て
採
炭

に
あ
た
ら
せ
、
石
炭

販
売
を
通
じ

て
相

当
の
利
益
を
あ
げ
て
い
た
。

一
九
世
紀
二
〇

年
代
の
資
料
と
思
わ
れ

る
『
高
島
記
』

に
よ
れ
ば
、
高
島
炭

坑
の
「
石
炭
名

産

二
て
一
向
嗅
気
無
之
灰

二
な
り
侯
迄

も
燃

侯
…
…
大
阪
伊
予
其
外
中
国
よ
り
惣

メ
致
し
、
弐
拾
反
計
之
船
廿
五
隻

に
運

送
致
申

侯
、

日
本
一
の
石
炭

と
評
判
致

候
也
、
当

時
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第６表　 高島炭坑の出炭高と坑夫数（推計）

〔1855  C安政 ２）年〕

坑　　　　別 出 炭 数 坑 夫 数

高島炭坑　３坑合計

内　　広 磯 坑

百摩崎坑

中 山 坑

付 香焼島炭坑

２万4900 t

1 万4200 t

8600 t

2100 t

8600 t

1106人

630人

380人

93人

426人

『松の落葉』より作成。注

ま
ぷ
数
六
ヶ
所
に
相
成
居
り
申
倹
、
右
小
浜

二
深
堀
家

来
両
人
宛
年
番

に
て
相

勤
倹
…
…
深
堀

よ
り
町
人
の

出
店
有
之
諸
色
屋

と
申

倹
、

金
銀
両

替
を
は
じ
め

諸
色
弁
利

を

通

申
釘
Ｊ

と
あ

る
。
い

か
に
も
当
時
の
高
島
炭
坑
の
盛
況

の
ほ
ど
が
窺

え
る
。

黒
船
の
来
航
で

に
わ

か
に
石
炭
需
要

が
急

騰
し

た
一
八
五
五
年

（
安
政
二
年
）

に
、
佐
賀
藩

主
は
、
下

臣
本
島
松
蔭

に
命

じ
て
領
内

の
各
炭
坑

の
実

態
調
査
を
行
な
わ
せ
た
。
こ
の
時
の
本

島

の
調
査
報
告
街

に
ょ

る
と
、
当
時
高

島
に
は
、

三
つ
の
主
要

坑
が
あ
っ
て
四
人

の
請
負
人

が

お
か
れ
、
各

坑
の
出
炭
高

は
上
表

の
通

り
、

広
磯

坑
は
一
万

四
二
〇
〇

ト
ソ
、
百
摩
崎
坑
は
八

六
〇
〇

ト
ソ
に
も
達
し
、
高

島
炭

坑
全
体
で
二
万

四
九
〇
〇

ト
ン
で
あ
っ
た
。
出
炭
の
大
き
さ

は
、
筑

前
の
当
時
の
最

盛
期

の
出
炭

高
四
万

ト
ソ
の
六
割
近
く
に
も
な
る
。
出
炭

量
か
ら
推
計

〇
根
拠

は
四

の
閙

の
注

〇
3
1）を
み

よ
）

す
る
と
坑
夫
数
は
約
一
一
〇
〇

人
位
で
あ
っ
た
と
思

わ

れ
る
。

主
力

の
広
磯

だ
け
で
も
六
三
〇

人
程
に
な
る
。

炭
坑
の
規
模

に
つ

い
て
本
島

は
、
「
百
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摩
崎

は
八
尺
の
炭
層

に
て
良
好
の
質
な
れ

ど
、
地
下
百

余
聞
（

一
八
〇

メ
ー
ト
ル
）
の
海
底
に
横
た
わ
り
、
二

十
四
段
の
水
車
を
用
ひ
」

て
排
水

し
、
「
風

通
し

悪

く
し
て

今
年
四
月

よ
り
採
掘
を
中

止
す
」

る
ほ
ど
の
も
り
で

あ
っ
た
と
述

べ
て

い
る
。

当
時

の
高

島
炭

坑
の
実
態

に
つ
い
て

は
、
一
八
五
八
年
（

安
政
五
年
）

に
高
島
炭

坑
を
見

学
し
た
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
一
員

カ
ッ
テ
ソ

デ
ィ
ー
ケ
に
よ
っ
て
も
払
七

さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
「

山
の
背

の
半
分
く
ら
い
と

思
わ
れ

る

海

抜
約
百

フ
ィ
ー
ト
の
箇

所
に
炭
坑
の
入

口
が
あ

っ
て
、
我

々
は
そ
の
中
を
残
ら
ず
視
察
し
た
」
と
述
べ
、
高
島
炭
坑
の
実
相
を
次
の
如
く

報
告
し
て
い
る
。
「
坑
道

は

約
五
フ

ィ
ー
ト
（
一

五
〇

セ
ン
チ
）
の
高
さ
を
有
し
、
手
入
れ
が
良
く
行

き

届

い
て
い
て
、
安
全
な
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
」
、

坑
道
の
長

さ
は

（

徒
歩
で
約
二
十
五
分
間
な

だ
ら

か
な
下
り
道

を

辿
っ
て
炭
坑

〇
切
羽
の
こ
と
で
あ
ろ
り
Ｉ

引
用

者
）

に
着
」
く

ほ
ど
で
あ

っ
た
。
察

す

る
に
坑
道

の
長

さ
は
、

一
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
程
度

で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
炭
坑
内

に
湧
く
水

は
、
人
間

の
足

と

手

に
よ

っ
て

勁

か
す

水
車
に
よ

っ
て
、
だ

ん
だ
ん
高

い
所

に
汲
み

あ
げ
、

お
し
ま
い
に
路
面

に
達

し
て
流
散
さ
せ
て
し
ま
う
仕
掛
け

に
な

っ
て
い

る
。
こ
の

流
水
は
独
自

の
す
こ

ぶ
る
長

い
壽

を
作

っ
て

い
る
。
こ

の
設
備

と
人
力

を
無
駄

に

背
費
し
て

い
る
点

が
、
特

に
目
に
つ
い
た
」
、
し
か

し
「

日
本
人
は
、
同
事
業

に
対
し
て
注
意
す
べ
き
安
全
装
置

に
つ

い
て
す
で

に
一

と
通
り
の
観
念
を
も
っ
て

い
る
」

と
。

以

上
の
よ
う
に
、
幕
末
の
高
島
炭
坑
は
、
在
来
石
炭
業

に
お
い
て

は
、
最

も
大
規
模
な
炭

坑
で

あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
年

産
二
～

三
万
ト

ソ
、
数

坑
０
開
坑
、
労
働
者
一
〇
〇
〇

人
近
く
（

一
坑
二
〇
〇

人

か
ら
三
〇
〇
人
前
後
）
、
そ
し
て

坑

道
の

深

さ

１
０

０
０

メ

ー
ト

ル
、
二
四

段
の
水
車
に
よ
る
排

水
、
一
五
〇

セ
ン
チ
と
や
や
低
い
坑
道
だ
が
安
全

に
思

わ
れ

る
坑
内

の
支
柱
、
こ

れ
ら

は
、
在
来

石
炭
業

の
到
達

し
た
最
高
の
水
準
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
因

に
二
四
段
も
用
い
ら
れ

た
水
車

に
つ

い
て

ふ
れ

れ
ば
、
こ
れ

は
三
池
炭
坑

の
明
治
初
年

に
使
用

さ
れ
た
様
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
頁
に
図
示

し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
技
術

は
、
採
炭
請
負
人
、
モ

の

下

に
属
し
て

い
た
一
連

の
在
来

熟
練
炭

坑
労
働

者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
実
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
六
八
年
（
慶
応
四

年
）

に
行
な
わ
れ

る
高
島
炭
坑

の
西

欧
技
術

に
基
づ
く
近
代
化

ぱ
、

第
一
に
は
在

来
の
炭

坑
に
接
木
的
に
行
な
わ
れ
た

り
で
あ
り
、
第
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ｆ

ｓ

二

に
、

在
来
の
技
術
者
集
団

の
協
力
の
も
と
に
行
な
わ
れ

た
の
で
あ

る
。

因

に
日
本
の
西
欧
的
炭
坑
の
開
発
指
導
者
の
一
人
で
あ

る
ポ

ヅ
タ
ー
は
、

一
八
七
一
年
（
明

治
四
年
）

に
高
島
炭
坑
の
再

々
開
発
の
た

め
に
島
内
を
調
査
し

た
が
、
彼

は
モ

の
際
在
来
の
採

炭

技
術
者
で
あ

る
古
老
た
ち
か
ら
、
炭
層
、
地
形
、
地
質
、
採
炭
跡

に
つ

い
て

情
報
を
集
め
な

（
５
）

が
ら
独
自
の
調
査
を
行
な
っ
た

の
で
あ

る
。
彼

の
調
査
報

告
に
は
、
古
老

た
ち
の
使
用

し
た
炭

層
名
が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て

い
る
し
、
そ
し
て
し

ば
し

ば
、
自
分

の
調
査

結
果
が
「

老
人
之

説

一゙
異
ら
す
」
「
老
人
之

説
之
如

く
ぃ
。
ｔ

あ

゜
だ
と
記
さ
れ
て
い

る
・

三
池
炭
坑

に
つ
い
て
も
高
島
炭
坑

と
同

じ
こ

と
が
云
え

る
。
三
池

炭
坑
は
、
幕

藩
時
代

に
は

柳
河
藩
が
平

野
山
側
で
、
三
池
藩

が
稲
荷

山
側

で
そ

れ
ぞ
れ
炭

坑
経
営
を
支
配

し
て

き
た
。
ま

ず
平
野
山

に
つ

い
て
み

る
と
、
こ
こ
で
は
、
柳
河
藩

の
定
め
る
仕
組
法
の
下

で
請
負
人
に
よ
っ

て
幾
つ

か
の
炭
坑
が
経
営
さ
れ
て
き

た
が
、
明

治
初
年

ま
で
に
閧

坑
さ
れ
た
坑
の
数
は
三
六
に

（
７
）

達
し
、
六
坑
が
稼
働
し
て

い
た
。

平
野
山

の
各

坑
の
規
模

は
、

全
く
在
来

の
採
炭
技

術
に
基
づ
い
て
い
た
一
八
七
三
年
（

明
治

六
年
）
の
資
料

に
よ
る
と

。
坑

道
の
長

さ
に
つ
い
て
は
梅
谷
坑
が

こ

ご
ニ

メ
ー
ト
ル
、
涓
谷

坑
一
九
ハ

メ
ー
ト
ル
、
大
谷
坑
一

六
〇

メ
ー
ト
ル
、
本
谷

坑
三
九
ニ

メ
ー
ト
ル
、
炉
谷
坑
二
七

五

メ
ー
ト

歙

あ

っ
た
。
特

に
梅
谷

坑
は
大
規

模
で
、
一

八
七
五
年

〇
明
治
八
年
）

に
三
池
炭

坑
を
調
査
し

た
フ
ラ

ン
ス
人
鉱

山
技
術
者

ム
ー

セ
は
、
モ

の
報
告
書
の
中
で
「
梅
谷
坑
内
の
使

用
す

る
所

の
人
員
四
十
九
名

に
し
て

九
十
七
の
水
車
を
以

て
水
を
汲
出
か

と
指
摘
し
て
い

第5図 三 池 炭 坑 の排 水 用 水 車

肓

ｔ

注　出典は『三井鉱山五十年史稿』巻八, 291ページ。

明治初年代に使用された排水用水車。

『福岡県史』近代資料亂 解題（田中直樹W  42ページより引用。
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第７表 三池平野山炭坑の出炭高

年　　　次 出 炭 高

1864 C元治无）年

1865 (慶応无）年

二1866 (慶応,2）年

1867 C慶応,3）年

1868（明治元）年

1869 C明治２）年

1870 (明治３）年

1871 C明治４）年

３万〇〇〇〇ｔ

２万7000 t

2 万2000 t

2 万4000 t

1 万8000 t

2 万3000 t

3 万4000 t

2 万6000 t

注　『福岡県史』第３巻中, 357,

381ペ ージより作成。

る
。
平

野
山
の
出
炭
高
は
、
上
表
の
よ
う

に
、
一
八
六
四
年
（

元
治
元
年
）

に
三
万

ト
ソ
を
記
録
し
て
お
り
、
平

野
山
の
炭
坑

は
、
坑
夫
数
一
三
〇
〇
人
前
後
を
擁
し
、

高
島
炭
坑
と
並
ぶ
大
炭
坑
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

三
池
藩
の
稲
荷
山
の
炭
坑
は
、
三
池
藩

に
よ

っ
て
藩
営
炭
坑
と
し
て
経
営

さ
れ

た
。

明
治
初
年
に
は
六
坑
が
稼
働
し
て
い

る
。
稲
荷
山
の
大
浦
坑
は
、
一
八
五
五
年

〇
安

政
二
年
）
に
開
発
さ
れ
て
三
年
後
に
着
炭
し
た
と
い
わ
れ

る
大
炭
坑
で
、
露

頭
の
炭

層

を
掘
り
進
む
「

た

ぬ
き
掘
り
」

と
は
程
遠
い
、
計
画
的
に
開
発
さ
れ
た
炭
坑
で
あ

っ
た
。
大
浦
坑
は
、
ま
だ
全
く
在
来
技
術
に
の
み
ょ
っ
て
い
た
一
八
七
二
年
（
明
治

五
年
）
頃

の
新

聞
記

事
に
よ
る
と
、
「
横
に
入

る
こ
と
凡
そ
十
町
許
（

約
一
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）

に
至
叭ソ
…
・：
或

は

漸
く
賜
入
す

る
処

あ
り
。
坑

の
内
左
右

に

十
六
の
岐
穴
あ
り
。
…
…
担
夫
日

々
四
百
近
く
、
又

坑
中

に
溝

を

捐
り
水
車
を
か
け

炭
液
を
落
す
。
此
人
夫

豐

六
十
昂

で

あ
っ
た
。
稲

荷
山
の
炭

坑
は
、
日

産
一
一
○

ト
ソ（
ぶ
Ｊ
四
り
｀
年

産
三
万

ト
ソ
を
超
え
坑
夫
数
一
三
〇
〇

人
位
を
擁
し

て
い

た
と
思
わ
れ

る
。

三
池

の
二
炭

坑
は
、
高
島
炭

坑
と
同
様

に
炭
質

も
す
ぐ
れ
、
坑
口
か
ら

輸
送
港
ま
で
の
距
離
が
短

か
く
、

か
つ
長
崎
港
に
近

い
と
い

り
立
地
条
件
に
も
恵

ま
れ
て

い
た
。
従

っ
て
多
額

の
資
金
と
排

水
、

運
搬
に
コ
ス
ト
が
か
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
炭
坑
と
し
て

経
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
我

々
は
、
大
炭

坑
の
開
発

者
で

あ
り
組
織

者
で
あ
っ
た
請
負
人
や
熟
練
坑
夫
の
技
術
水
準
に
着
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
部
省
の

お
雇

い
鉱

山
技

師
ゴ
ッ
ド
フ
レ
ー
は
、
一

八
七
五
年
（

明
治
八
年
）

に
、
す
で
に
官
営
さ
れ
て
は

い
た
が
在
来
採
炭
様
式

に
基
づ
い
て
経
営

さ
れ
て

い
た
三

池
炭

坑
を
調
査

し
た
。
そ

の
際

彼
は
、
報
告
書
の
末

尾
に
、
三
池
町
出
身
の

「
炭
鉱
三
羽
が
ら
す
」

の
一
人

と
い
わ
れ
炭

坑
に
通

じ
て
い
た
「

内
園
氏
よ
り
付
示
す

る
と
こ
ろ

の
往

時
お
よ
び

方
今

の

地
下

行
業
場



「

き

１

ｌ

に
関
し
た

る
貴
重
の
報
告
を
厚
謝
す
べ
Ｊ
い

と
記
し

た
。
高
島
炭
坑

に
お
け

る
ポ

″
タ
ー
同

様
、
ゴ

″
ト
フ

レ
ー
屯
ま
た
三
池
炭
坑
の

調
査

に
際
し
、
在
来
技
術
者

た
ち
の
知
識

と
技
術

の
協
力

を
得
、
彼

ら
の
技
術
水
準

に
敬
意

を
示

し
た
の
で
あ

る
。

在
来
石
炭
業

に
お
い
て
高
島
炭
坑
、
三
池
炭
坑
の

よ
う

な
大
炭
坑

は
、
今

ま
で
の
と
こ

ろ
二

坑
以

外
に
明
ら

か
で
は
な
い
。
そ
れ
で

も

Ｉ
〇
〇
人
程
度
の
坑
夫
を
使
用
す

る
炭

坑
は
、

か
な
り
存
在
し

た
の
で

は
な
い
か
と
思

わ
れ

る
。
例
え

ば
さ
き
に
み
た
本
島
松
蔭
の

報
告
に
は
、
高
島
炭
坑
近
く
の
香
焼
島
一
Ｗ
芦
坑
で
、
一

八
五
五
年
（
安
政
二
年
）

に
八
六
〇
〇

ト
ソ
の
出
炭
を
み
た
事
が
記

さ
れ
て
お

り
そ
こ
に

は
三
八
〇
人
程
度
の
坑
夫
が
働

い
て

い
た
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

そ

の
ほ
か
筑

豊
で

も
大
炭
坑

が
存
在
し
て

い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
明
治
初
年

当
時
筑
豊
第
一
と
い
わ
れ

た
香
月
の
一
炭
坑

27　徳川期石炭業における技術・経営・賃労働

第８表 唐津地方の年産出炭高と坑夫数の推計

(安政年間)

村　　 名 出 炭 高 坑 夫 数

佐　　里　　村

平　山　下　村

平　山　上　村

相　　知　　村

岸　　山　　村

浪　　頼　　村

岩　　屋　　村

1万4400 t

3万60001

3600 t

1万4400 t

3900 t

1万2900 t

5万〇400 t

640人

1600人

160人

640人

173人

573人

2240人

計 13万5,600 t 6,026人

注 『鉱山沿革調』の月産出炭高から年間出炭

高を推計し，それから坑夫数を推計した。推

計方法は，四の（2）の注31を参 照。

は
、
坑
道

の
深

さ
は

１
０
０
０

メ
ー
ト
ル
近
く
で
、
年
間
八
二
〇

〇
ト
ソ

位
を
出
炭
し
、
「
一
時
四
百
八
十
人

の
坑
夫

の
使

役
し
」
「
三
番
交
代
で
百

二
十
人
」

の
労
働

者
に
ょ

り
「
十

二
段
に
排

水
を
汲
上
四

た
と
云
わ
れ

て

い
る
。
ま
た
一
八
五
九
年
（

安
政
六
年
）

の
記
録

に
よ
れ
ば
、
鞍
手
郡

の
笠
松
村

○
入
江
兄

弟
の
炭

坑
は
、
年
間
三
二
四
〇

ト
ソ
の
出
炭
を
行
な

い
、

推
定
で
あ
る
が
一
五
〇

大
程
の
坑
夫
に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
て

い
た
。

ま
た
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
著
し
い
発
展

を
み
せ

た
唐
津

で
は
、
村
別

の
出

炭

高
か
ら
み
て
、
大
炭
坑
が
形
成
し
て

い
た
可
能
性

が
大
き

い
。

事
実
一

八
七
一
年
（

明
治
四
年
）
の
旧
唐
津
藩
営

の
押
川
炭

坑
は
、
一
三
〇

大
の

（
1
7）

坑
夫
を
使
用
し
て
い
た
。

確

か
に
在
来
石
炭
業

に
お
い
て

は
、

隅
谷
氏

０
指
摘
す
る
如

く
、
一
般
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（
1
8）

の
炭

坑
は

Ｉ
〇

～
二
〇
人
前
後
の
小

了

こ

フ
ァ
ク
チ

’
ア
で

あ
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
大

ご

こ

フ

ァ
タ

チ
ュ
ア
炭

坑
を
頂

点
と
す

る
在
来
石
炭
業
が
二
〇
〇
年
に
わ
た

っ
て
蓄
積
し
て
き

た
採
炭

技
術

を
過
小

評
価

し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え

ば
、

一
九

世
紀
五
〇

年
代

の
鞍
手
郡
の
「
下

境
庄
屋
手
控
、
焚
石
石
組
名
覚

書
」

は
、
当

地
の
地
層
、
炭

層
に
つ
い
て
詳
細

に
記
し

た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九
〇
三
年

〇
明
治
三
六
年
）

に
福
岡

鉱
山

監
督
局

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
調
査
結
果
と

ほ
ぼ
一
致
す

る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
す

で
に
一
八
世
紀
末

に
み
ら
れ
た
素
朴
な
残
柱
式
採
炭
方
法
も
、
幕
末

に
な
る
と
、

一
層

規
則
的
か
つ
大
規
模
に
な

っ
て

い

る
。
例
え
ば
、

明
治
初
年
の
宇
部
の
在
来
採
炭

方
法
を
記
し
た
『
石
炭
略
記
』

は
、
「
炭
の
掘
方

は

先

づ
坑
底
の
敷
炭
を
取
り
夫
よ
り

正
目

に
幾
筋

も
慇
り
入
り
又
板
目
に
切
取

る
な
り
、
縦
横
方
罫
に
釿
鍬
を
以
て
愨
り
竹
箆

に
入

れ
背

負
ひ

出
す

な
り
・
…
：
有
保
に
て
は

（
2
0）

一
反

の
地

に
て

三
分

の
一
柱
に
残
し
置
き
掘
上
げ
」

る
と
記
し
て
い

る
。
明
ら

か
に
意
識
な
残
柱
式
採
炭
法
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

ま
た
一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
年
）

佐
賀
藩
多
久
の
炭
坑
の
資
料

に
も
残
柱
式
採
炭
の
形
跡

が
み

ら
れ

る
。
一
般
に
採
炭
方
法

に
つ
い
て

の
資
料

を
欠
き
、
高
島
炭
坑
や
三
池
炭
坑
な
ど
の
大
炭
坑

に
お
い
て
、
採
炭
が

ど
の
よ
う

に
計
画
的

に
行
な
わ
れ
て
い
た
か

明

ら
か
で

は
な
い
が
、
三
池
稲
荷
山
の
大
浦
坑

の
よ
う

に
三
年
後

に
着
炭
す

る
ほ
ど
大
規

模
な
主
要

坑
道

を
開

さ
く
す
る
以

上
、
開
坑

は
計
画
的

に
開
発

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
採
炭
自
体
、
計
画
的
な
残
柱
の
切
残
し

に
よ

る
よ
り
効
率

の
高

い
計

画
的
な
採

炭
を
行
な
っ

た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像

に
難

く
な
い
。
こ

う
し
た
水
準

の
採
炭

技
術
を
含
め
、
お
し
な
べ
て
在
来
石
炭
業
を
「

た
ぬ
き

掘
り
」
水
準

と
理
解
し
、
「
た

ぬ
き
掘
り
」
水
準
か
ら
大
炭
坑
に

お
け
る
あ

る
程
度
計
画
的
な
採
炭
法

に
至

る
在
来
石
炭
業

の
技
術
的
発
展

を

同

一

視
す

る
の

は
、

い
か
に
も
皮
相

な
歴
史
観

と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以

上
の
よ
う

に
こ

れ
ま
で
在
来
石
炭
業

の
採
炭

技
術
の
到

達
水
準
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ

は
大
炭
坑
の
採
炭
技
術

を
頂
点

に
注
目
す

べ
き
水
準
に
達
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
採
炭
技

術
○
水
準

は
、

イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
直
前
の
石
炭
業
０
水
準

と
比

較
し
て
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１

各

１

ｌ

（
″一
）

も

そ

れ

ほ

ど

見

劣

り

す

る

も

の

で

は
な

い
。

た

だ
し

日

本

の
場

合

、

大

炭

坑

の
数

が

大

変
少

な

か

っ
た

だ

け

で

あ

る

。
モ

の
数

が

少

な

か

っ
た

理

由

は
、

日

本

の
場

合

イ

ギ

リ

ス
と

較

べ
て

市

場

が

あ

ま

り

に

も

狭

隘

で

あ

っ
た

こ

と

に
あ

る
。

産

業

革

命

前

後

の
日

本

の
年

間

出

産

高

は
、

約

四
〇

万

ト

ソ
前

後

で

あ

っ

た
。

イ

ギ

リ

ス

の
場

合

。

一

七

七
〇

年

頃

に

す

で

に
四

七

七
万

ト

ベ
旬

日

本

の
約

一
〇

倍

で

あ

る

。

日

本

の
石

炭

市

場

の
狭

さ

は
、

日

本

は
イ

ギ

リ

ス

に
較

べ

て

単

に
商

品

経

済

が
未

発

達

と

い
り

だ

け

で

な

く

。

森

林

が
あ

ま

り

に

も

豊

富

で

、
石

炭

の

商

品

化

が

。

そ

れ

ほ

ど
緊

急

で

は

な

か

っ

た

こ

と

に
大

き

な

原

因

が

あ

る

。

も

し

日

本

が

森

林

に
恵

ま

れ

な

か

っ

た

と

し

た

ら

、

徳

川

時

代

の
石

炭

業

は
も

っ
と

大

き

く
発

達

し

た

は

ず
で

あ

る

。
因

に
森

林

の

豊

か

な

常

盤

地

方

の
石

炭

は
、

早

く

か

ら

知

ら

れ

て

い

た

が

、

北

九

州

と

違

っ
て

商

品

化

さ

れ

る

の

は

、
開

港
後

の

こ

と
で

あ

る

。

徳

川

期

に

発

達

し

た

日

本

の
大

都

市

は
、

イ

ギ

リ

ス

の
よ

う
一一一
寸

炭

を
使

用

せ

ず

、

わ
ず

か

に
石

炭

の
使

用

が

み

ら

れ

た

の
は

九
州

の

博

多

だ

け

で

あ

る

。

し

か
し

日

本

の
在

来
石

炭

業

の
採

炭

技

術

は
、

蒸

汽

機

関

を

創
出

し

は

し

な

か

っ

た

が

、

蒸

汽

機

関

を

創

出

し

、

炭

坑

に
そ

れ

を

導

入

す

る

に
至

っ

た
イ

ギ
リ

ス

の
石

炭

業

の
採

炭

技

術

の
水

準

の
直

前

に
ま

で

成

熟

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

こ

そ

、

高

島

炭

坑

や

三

池

炭

坑

の
西

欧

的

技

術

に
基

づ

く

近

代

が
、

在

来

技

術

で
開

発

さ

れ

た

在
来

炭

坑

に
接

ぎ
木

的

に
行

な

わ

れ

、

ま

た

在

来

の
技

術

者

の
協

力

に
よ

っ
て

容

易

に
実

現

し
え

た

の
で

あ

る
。

ま

た
維

新

後

に
展

開

さ

れ

た

筑

豊

を

中

心

と

す

る
急

迫

な

石

炭

業

の
近

代

化

も

、

在

来

の
熟

練

労

働

者

の
利

用

を

含

め
、

在

来

採

炭

技

術

を

基

礎

に
実

現

し

え

た

の

で

あ

る

。

こ

の
点

は
、

す

で

に
一

定

の
実

証

を
に

硝

だ

こ

と

が

あ

る

の
で

、

こ

こ

で

は
評

論

し

な

い
こ

と

に
す

る
。

二

の
圓
の
注

（

１
）
　
幕
末

の
高
島
炭
坑
に
つ
い
て

は
、
古

い
も

の
で

江
頭
恒
治
「
高
島

炭
坑

に
お
け

る

日
英

共
同

企
業
」
、
日

本
経
済
史
研
究
所
編
『
幕
末
経
済
史

研
究
』
所
収

を
は
じ

め
、
主
な
も

の
で
も
小
林
正
彬
「
高
島
炭
坑

に
お
け
る
最

初
の
合
弁
企
業
」
、
『
経
済
系
』
第

一
〇

〇
集
掲
載
、
拙
稿
「

高
島

炭
坑

に
お
け

る
納
屋
制
度
」
、
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
（
時
潮
社
）
所

収
。
『
日
本
石

炭
業

の
技

術
と
労
働
』

を
参
照

。

〇
２
）

『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
、
七

ペ
ー
ジ
。



30

〇
３
）

本
島
松
蔭
『
松

の
落
葉
』
巻
三

〇
佐
賀
県

立
図
書
館
蔵
写
本
）
。
ま
た
『

鍋
島

直
正
公

伝
』
第
四

緡
、
二

八
五

ペ
ー
ジ
に
は
一
部

が

引
用

さ
れ

て
い

る
。

（

４
）
　
カ

ご
ア
ソ
デ
ィ
ー
ケ
『
長
崎
海
軍
伝
習
所

の
日

々
』
、
平
凡
社
、

一
九
六
四
年
、

六
八
～
七
〇

ペ

ー
ジ
。
以
下
引

用
を
略
す
。

（
５
）
　
こ

れ
は
「
坑
山
得
失

論
」

と
し
て
『
高
島
石
炭
坑
記
』
巻

三
に
収
録
さ

れ

て

い

る
。
後
者
は
前
掲
『
明
治
前
期
肥
前
石
炭
砿
業
史
料
集
』
所

収
。

（
６
）
　
同

上
書
、
三
八
五
、
三
八

九
ペ
ー
ジ
。

（
７
）

『
大
牟
田
市
史
』

上
巻

、
七
ニ

ー
ペ
ー
ジ
。

〇
８
）
　
同
上
、
七
二

て
へ
Ｉ

ジ
。

（
９
）
　
ム
ー
セ
「
三
池
炭

山
報
告
書
」
、
『
大
牟
田
市
史
』
中

巻
、
三
七
六

ペ
ー
ジ
。

〇一
…一
）
　『
大
牟
田
市
史

』
上
巻

、
七
四

九
ペ
ー
ジ
。

〇
1
1）
　
同
上
、
七
五

一
ペ
ー
ジ
。

（
1
2）
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
、
九

九
ペ

ー
ジ
。

〇
1
3）
　
ゴ

″
ト
フ
レ
ー
「
三

池
炭
山
報
告
書
」
、
『
大
牟
田
市

史
』
中

巻
、
三

八
四

ペ

ー
ジ
。

（
1
4）
　
香
焼
島
炭
坑
に
つ
い
て
は
、
有
田
辰
男
「

幕
末
・
維
新
期
の
石
炭
業
の
一
側
面
－

長
崎
県
香
焼
島
炭
坑

を
中
心
と
し
て
」
、
『
経
営
と
経
済
』
第

一

二
（

号
、
一
九
六
九
年
。
が
あ
る
。
尚
有
田
氏
は
、
坑
央
数
を
資
料
の
み

か
ら
九
人
程
度
と
み
て

い
る
が
、
そ

れ
は
、
出
炭
規
模

か
ら
み

る
と

考
え

ら
れ
な
い
人
数

で
あ
る
。

〇
1
5）

『
日
本
石

炭
産

業
分
析
』
、
五
〇

ペ

ー
ジ
。

〇
1
6）

『
福
岡
県
史
』
第
二

巻
中
、
三
三

一
ペ

ー
ジ
。

〇
1
7）

『
日

本
石

炭
産
業
分
析
』
、
五
ニ

ペ

ー
ジ
。

（
1
8）
　
同

上
、
二
二

九
ペ

ー
ジ
。

（
1
9）

『
直
方
市
史
』
上
巻
、
六
四
ハ

ペ

ー
ジ
。

（
2
0）

『
日
本
石

炭
産
業
分
析
』
。
四

九

。ペ
ー
ジ
。

（
2
1）
　
秀
村
選
三
「
幕
末

期
肥
前

多
久
地
方

に
お
け

る
炭
坑

労
働
者
の
一
考
察
」
㈹

、
『
日
本

エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
ノ

ー
ト
』
、
七

ペ
ー
ジ
参
照

。
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舎

ｌ

４

ｔ

（
2
2
）
　
一

八

世

紀

中

頃

ま
で

の

イ

ギ

リ

ス
石

炭

業

の
発

展

水

準

は
、

年

産

の
出

炭

高

で

は
、

す
で

に

指
摘

し

た

よ

う

に
、

日

本

の

幕

末

の

そ

れ

の

約

一

倍

で

あ

り

、

蛮
的

に

は
日

本

と
較

べ

る
と

著

し

く
、

か

つ

Ｉ
〇

〇

年

ほ

ど
進

ん

で

い

る

と

い

え

る

。

し

か

し
炭

坑

の
技

術

水

準

の
面

で

は

、

一

八

世

紀

中

頃

の

イ

ギ

リ

ス
と

幕

末

の
日

本

と
著

し

い
差

は

な

い
。

例

え

ば
、

イ

ギ

リ

ス

の

先
進

産

炭

地

の

北

部

の

炭
坑

の

坑

道

の

長

さ

は
平

均

六
〇

メ

ー

ト

ル
、

大

き
な

も

の
で

一
八

〇

メ

ー

ト

ル

に

す

ぎ

な

か

っ

た
と

い

わ

れ

て

い

る

し

、
稼

働

労
働

者

馼

も

Ｉ
〇

人

～
四

〇

人

内

外

が
支
配

的

だ

っ

た
と

い

わ

れ

て

い

る

。
（
吉

村
朔

郎

『

イ

ギ

リ

ス
炭

鉱

賃

労
働

史

の
研

究

』
、

八
〇

、

八
四

ペ

ー

ジ
）
。

一

坑

の

出

炭

高

も

、

従

っ
て

大

き

く

は

な

く
、

大
炭

坑

で
も

幕

末

の
三

池

、
高

島

級

の
年

産
一
丁

三

万

ト

ソ

の

も

の

が

目

立

っ

た

に

す

ぎ

な

い

よ

う

で

あ

る
。

因

に

北

部

の

先

進

産

炭

地

で
あ

る

ダ
イ

ン

、

ウ

イ

ア

地

方

の

炭

抗

で

は

、

一

七

世

紀

中
葉

に

年

産
二

・

五

万

ト

ソ

以

上

の

炭

坑

は

、

五

坑

に

す

ぎ

な

い

（

桑

原

莞

爾

「

十

七
、

八

世

紀

の

イ

ギ

リ

ス
石

炭

業

史

に

関

す

る
覚

え

轡
」

東

北

大

『

歴
史

』
第

二

六

輯

、

一

九

ペ

ー
ジ
）

と

い

わ

れ

て

い

る
。

（
2
3
）

吉

村

朔
夫

『

イ

ギ

リ

ス
炭

鉱

労
働

史

の
研

究

』
。

一
〇

五

ペ

ー

ジ

。

（
2
4
）
　
イ

ギ

リ

ス

の

木
材

燃

料

の

不

足

は
、

そ

れ

自

体
石

炭

の
要

需

で

あ

り

、

燃

料

の

木

材

か

ら

石

炭

へ

の

大

転

換

の

原

因

で

あ

っ
た

。

従

っ
て

イ

ギ

リ

ス

の

石

炭

業

の
早

く

か

ら

の

発

達

は

、

イ

ギ
リ

ス
で

の

一

苙

世

紀

来

か

ら

の

木

材

燃

料

の

不

足

を

基

底

と

し

て

い

る
。

こ

の
点

に

つ

い
て

例

え

ば
．

Ｌ
.
　
Ｇ
ａ
ｌｌｏ
w
ａ
ｙ
｢
　Ａ

　
H
iｓ
ｔｏ
ｒ
ｙ

　ｏ
ｆ
　Ｃ
ｏ
ａ
ｌ
　Ｍ

ｉｎ
ｉｎ
ｇ

　
i
n　Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
　Ｂ
ｒ
ｉｔａ
ｉｎ
｢
　ｐ
.
 １
９
.
以

下

を

参

照

。

（
2
5
）
　
拙

稿

『

日

本

石

炭

業

の

技

術

と

労
働

』
参

照

。

三

、

在

来

石

炭

業

の

経

営

仰

在
来
石
炭
業
の
経
営
形
態

す
で
に
述
べ

た
よ
う

に
、
一
七
世
紀
末

か
ら
生
成
し
て
き

た
在
来
石
炭

業

は
、
一

八
世

紀
の
初
め
に
は
か
な
り
石
炭

の
商
品
化
を
も

た
ら
し
た
。
石
炭

は
、
当
初

は
農
民

に
よ

っ
て

余
暇

に
採

掘
さ
れ

た
の
で

あ
ろ
う
。

な
か
に
は
石
炭

採
掘
を
専
業

と
す
る
も
の
も
い
た

か
屯
知
れ
な
い
。
一
八
世
紀
前
半

に
な
る
と
、
明
ら

か
に
採
炭

の
専
業

者
が
現

わ
れ
た
こ

と
を
示
す

資
料

が
見

う
け
ら
れ
る
よ
う

に
な

る
。
例

え

ば
、
『
唐
津

略
記
風

随
箋
』

は
、
唐

津
の
「
岸

山
石
炭

卜
（

享

保
年
中

〇
一
七
一
六
圭

二
五
年
）
筑

前
糟
屋
郡

産
村
ノ
人
来
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ツ
テ
岸
山
鍛
治
谷

ト
ノ

フ
所
、
今

タ
キ
ノ
下

ヨ
リ
掘
出

シ
タ
ル
モ
ノ
当
領
開

基
ノ
釿
Ｊ

と
記

し
、
産
炭
先
進
地
か
ら
炭
坑
業
者
が
来
て

唐

津
で
初

め
て
炭
坑
を
開
発
し

た
こ
と

を
伝
え
て

い
る
。

ま
た
一
八
〇

一
年
（

享
保
二
年
）

に
没
し

た
木
村
孔
恭

の
『
兼

葭
堂
雑
記
』

は
、

一
八
世

紀
末
の
石

炭
業

に
つ
い
て
論
じ
た
小

文
の

中

で
、
石

炭
を
「
掘
出
す
者

は
其
土
地

の
産

の
農
民

に
は
非

ら
ず
五
平

太
鑿
と
て
別

に
あ
り
て
諸
国
を
廻
っ
て
石
炭

あ
る
山
を
鑑
定
し

て
価

極
買
切
て
鑿

も
取

事
の
聞
艶

と
述

べ
て
い

る
。

ま
た
木
崎

盛
標

は
、
『
肥
前
物
産
考
』

の
中
で
一
八
世
紀
末

の

唐
津

の

炭

坑
に

つ
い
て
論
じ
、
「
古
き

ま
ぶ
の
跡

を
家

と
し
て
く
ら
」

し
、
ま
た
「

五
年

も
十

年
も
炭
を
掘
り
尽
す
間
は
」
「

山
際

仮
の
居

住
」
を
つ
く

り
、
「
此
小
屋

に
住
居
す

烈

採
炭

専
業

者
の
集
団

の
存

在

を

指
摘
し
て

い
る
。
そ
し
て
『
肥
前
物
産
考
』

の
絵
図

に
は
、

七
、

八
人

○
採
炭

者
を
含
め
二
十
数
人

の
炭

坑
労
働

者
が
描
か
れ
て
い
る
。

採
炭

専
業

者
は
、
二
、

三
人

の
、
時
に
は
十
数
人
の
坑
夫
を
雇

っ
て
炭
坑
を
経
営
し

た
で
あ
ろ
う
。
一
八
世
紀
末

ま
で

は
、
石
炭
業

は

ま
だ
市
場

も
狭
く
、

産
業

と
し
て
も
き
わ

め
て
小
規

模
で
あ
っ
た
の
で
。
藩
の
政
策
的
介
入
も

ほ
と

ん
ど
な
く
、
炭

坑
経

営
は
比
較

的
自
由

に
行

な
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
一
八
世
紀
末
か
ら
石
炭
市

場
が
拡

大
し
て
、
石

炭
業
が
こ
れ
ま
で

に
な
く
発
展

す

る
よ
う

に
な
る
と
、
産
炭

地
の
藩
当
局

は
、
石
炭

の
利

益
に
目

を
つ
け
、
石
炭
業

に
種
々
の
干

渉
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

と
く

第６図　筑前の仕組法

下の経営略図

各村庄屋

に
産
炭
先
進

地
の
筑
前

で
は
、
一
八
二
〇

年
代
に
入
っ
て
、
藩
は
仕
組
法
な

る
体
制

を
し

い
て
石
炭

の
流
通

だ
け
で

な
く
、
採

掘
を
も
統

制
し
、
石

炭
業

を
管
理
し
て
利
益

を
吸

い
上
げ
藩
財
政

の
不
足

を
補
お
り

と
し
た
。
こ
り
し

た
政
策
は
、
こ
れ

ま
で
許
可
制

の
も
と
で
細

々
と
発
展

し
つ
つ
あ
っ
た
産
業

資
本
的
な
採
炭
業
を
抑
圧

す

る
こ
と

に
な

っ
た
。

（
４
）

福
岡

藩
の
仕

組
法

は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
体
制

で
あ

っ
た
。
藩

は
、
若
松

焚 石 会 所
(焚石取締役)
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杪

１

･φ

ｔ

と
芦
屋

に
「
焚
石
会
所
」

を
設
置

し
、
会
所

に
は
筑
前

四
郡

の
大
庄
屋

か
ら
選
抜
さ
れ

た
「
焚
石
取
締
役
」
が
詰

め
、
そ

の
下

部
機
構

と
し
て
炭
坑
所
在

の
村

々
の
庄
屋

か
ら

な
る
「
山
元
取

締
」

が
置

か
れ
、
山
元
取

締
に
よ

っ
て
各
炭
坑

は

管
理

さ

れ

た
。
採
炭
事
業

は
、
会
所

に
よ
る
許
可
制
で
、
村
で
採
炭

を
行
な
う
場

合
は
、
責
任
者
が
「

山
元

」
と
な
り
、
村
庄
屋
を
通
じ
て
採
炭
計
画
を
提
出
し

て
、
焚
石
取

締
役
の
吟
味
を
受
け
て
採
否

が
決
定

さ
れ
た
。

炭
坑
の
開
発
資
金
は
、

基
本
的

に
藩

か
ら
給
付
さ
れ
、
採
掘
さ
れ

た
石
炭

は
、
一
定

の
価
格
で
買
上
げ

さ
れ
た
。
石
炭

の
流

通
は
、
厳

し
く
会
所
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ

た
。

従

っ
て
筑
前

の
仕
組
法
下

の
炭

坑
経

営
は
、

い
わ
ゆ

る
藩

営
炭

坑
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も

っ
と
も
藩
営
と

い
っ
て
も

藩

の
管
理
者

が
直
接
採
炭
技
術
、
炭

坑
経
営
に
長

じ
て

い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
、
厳
密
な
意
味
で

の
藩
直
営
炭
坑
と
い
う
０
で
は

な

か
っ
た
。
仕

組
法
下

の
炭

坑
経

営
は
、
結
局
、
藩

が
形
式

的
に
経
営
主
で
あ
っ
た
が
、
実

際
の
炭
坑
経
営
担
当

者
は
、
藩

か
ら
任
命

さ
れ
肩

わ
れ

た
山
元
と
呼
ば

れ
る
請
負
人
で

あ
っ
た
。

筑
前

の
場
合
は
、
炭

坑
挧
発
資
金
が
藩
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
た

の
で
、
山
元
の

請
負
業

者
と
し
て

の
性
格

は
極
め
て
強

か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で

き
る

る
。
山
元

は
、
石
炭

を
採

掘
し
て
会

所
に
納
入
し

た
が
、
石
炭

石炭百斤の価格構成

(井手原炭坑)

第9 表

12文

驚

一
一一一
駁

に

驚

一
Ｕ

″

銭

引

負

出

入

銭

繰
　

∵

床

仕

水

切

出
石

地

75文

勘場棟梁賃銭

竹　 木　 代

小　 仕　 繰

借 入金引合

合　　　計

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

注　 能美安男「焚石覚書」（Ⅱ），

「西日本文化」76 号，34 ペ ージ

代

は
「
山
元
渡
」
と

い
う
名
で
支
払

わ
れ
、
追

加
資

金
に
対
し
て
利
子

を

含

め
て
さ
し
引

か
れ
。
代

金
は
一
定

の
率

に
従

っ
て

山
元

の
取
分
、
採
炭

賃
そ

の
他

の
経
費

に
分
け
ら
れ
て

い
た
。

山
元

の
収
入

が
ど
り

い
う
形
態

で
あ

っ
た

か
、
必
ず
し
も
明
ら

か
で

は
な
い
が
、
一
、
二

の
資
料

お
よ
び

他
茖

の
例

か
ら
み
て
も
石
炭
百
斤
の
代
価

に
対

し
て
何
％

か
の
採
炭
賃

と

い
う
形

態
を
と

っ
て

い
た
も
の
と
思

わ
れ

る
。

例
え

ば
、
安
政

六
年

の
遠

賀
郡
楠
橋
村

の
資
料

に
よ

る
と
、
石
炭
百
斤

の
価

格
構
成
は
、

第
九
表

の

通
り
で
あ

る
。
こ
こ
で

は
、
山
元

の
取
分

は
な

い
が
他
藩

の
例
か
ら
も
分
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第７図　豊前藩の仕組法下 の炭坑経営

会 所
(御用掛)

問
屋
資
本

(民営炭坑)(藩営炭坑)

か
る
よ
う
に
勘

場
棟
梁

の
取
分

が
山
元

の
取
分

に
相
当

す
る
。
従

っ
て
、
山

元

は
、
石
炭
百

斥
に
対

し
て

そ
の
何
％

か
の
採
炭

賃
を
も
ら
う
採
炭
請
負
人

で

あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

で

は
こ

の
山
元

は
、
如
何

な
る
人

物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
は

殆

ん
ど
明
ら

か
で

は
な
い
。
種
々
の
資
料
に
よ
っ
て
総

合
的

に

判
断

す

る

と
、
第
一

に
、
村
方

の
旦
膃
の
救
済
を
目
指
し
て
炭
坑
経
営
を

申

し

出

た

り
、
会

所
の
命
令
に
よ
っ
て
炭

坑
を
組
織
さ
せ
ら
れ
た
村
方
の
庄
鮒
廿

ち
で

あ

る
。
第
二

に
筏

村

方
の
炭
坑
経
験
者
の
中

の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
時

に

は
こ

の
中

に
他
村

の
あ
る
い
は
領
外
の
旅
人

坑
夫
も
混

っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
Ｕ

ぎ

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
炭

坑
の
開
発
、
経
営

に
は
、
一
定
の

技
術

を
持
っ
た
指
導
者
が
必
要

な
の
で
あ
っ
て
、
山
元

は
こ
う
し

た
採
炭
技

術

の
担
手

た
ち
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

他

の
藩
で

も
一
九
世

紀
二
〇

圭

二
〇

年
代

に
は
仕
組
法
が
制
度

化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
豊
前
の
小

倉
藩
で
も
一
八
四
四
年
（
天

保

（
７
）

一
五
年
）
頃

に
仕

組
法

が
定
め
ら

れ
た
が
、
小
倉
藩

の
場
合

は
、
比
較

的
藩

の
統
制
も
弱
く
、
従
っ
て
民

営
炭
坑
や
問
屋
の
採
炭
や
石

炭
流
通

へ
の
介
入

も
み

ら
れ
た
。

豊
前

の
炭

坑
経
営

は
、
民
営
炭

坑
、

藩
営
炭
坑
と
も
に
会
所
の
統
制
を
受
け
つ
つ
も
、
藩
営
炭
坑

に

つ
い
て

は
、
統
制
こ
そ
弱

い
が
形
態
と
し
て

は
筑
前

の
場
合

と
殆

ん
ど
変
ら
な
か
っ
た
と
思

わ
れ

る
。
民
営
炭
坑
は
、
商
人
資
本

に
よ

る
も

の
と
炭
坑
専
業
者

の
二
つ

の
形

態
が
み
ら
れ

た
よ
う

に
思

わ
れ
る
が
、

そ
の
実
態
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
商
人
資
本
の
場
合

は
。
炭

坑
経
営

は
、
直
接

に
は
請
負
業
者

に
委
ね
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
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と

１

４

黔

唐
津
藩
に

お
い
て
、
民
営
炭
坑

の
存
在

は
定

か
で
は
な

い
が
、
後
発
産
炭
地
と
し
て
有
利

で
あ
っ
た
た
め
、
筑

前
ほ
ど
藩
の
統
制
も

強

く
な
く
、
石
炭

の
流
通
、
採
掘

に
商
業
資
本

の
介
入
も
み

ら
れ

た
。
唐
津
藩

に

お

い

て

は
、

一
九

世
紀
二
〇

圭

二
○

年
代
に
は
、

「
石
炭
朮
Ｊ

と
呼

ば
れ
る
役
所

が
置
か
れ
、
炭

坑
は
石
炭

方
の
支
配

の
下

で
、

直
接

に
は
山
元
の
庄
屋

の
管
理

の
下

に
、
藩
営
的

に

行

な
わ
れ
た
。
炭
坑

は

コ
ｚ

方
」
と
呼
ば

れ
る
採
炭
請
負
人

に
よ
っ
て
直
接

経
営
さ
れ
た
。
元

方
が
採
炭

請
負
人
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と

は
、
炭
坑

か
ら
買
上
げ

ら
れ

る
石
炭
代
価

の
構

成
か
ら
み
て
明

ら
か
で

あ
る
。
第
一
〇

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
元

方
は
、
石
炭
百
斥
採

掘
す

る
に
あ
た
っ
て
五
文
、
炭
価

の
五
％

の
収
入

を
得

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
採
炭
請
負
は
、
明
治
期

に
み
ら
れ

た
い
わ

ゆ

る
頭
領
が

坑
主

に
代

っ
て
炭

坑
を
経
営
す

る
場
合

と
全
く
同

じ
で
あ
っ
た
。
唐
津
の
場
合
も
藩
営
炭
坑
と
い
っ
て
も
、
実
際

は
、
採

炭
請
負

を
行

な
A
fり元
方

た
ち
に
よ
っ
て
実
質

的
に
経
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

佐
賀

藩
の
場
合

も
、

い
わ
ゆ
る

仕
組
法
は
一
八
二
〇

圭

二
○

年
代

に

導
入

さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ

る
。
し

か
し
佐
賀
藩

の
仕
組
法

は
、

必
ず
も
明

ら
か
で

は
な
い
が
、
炭

坑
は
一
般
に
藩
営
形

態
を
と
っ
て
い
た
よ
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
佐
賀
藩
の
有
力
炭
坑
で
あ

っ

第８図 唐津藩の仕組法下０炭坑

経営略図

商
業
資
本

石 炭 方

村方庄屋

(藩営炭坑)

｢石 匚

棟梁

坑夫匝 ‾|

第10表 石炭百斥の価格構成

(梶山村炭坑)

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

3
1
2
3
3
1
1
1
5
1

鴆一

４

２

１

賃

貸

貸

方

貸

賃

方

梁

賃

銭

料

子
　
　
曳
　

木

荷

凰　 口

掘

下

水

村

柱

地

元

棟

上

間

役

諸勘定入用役料共

91文

益　　 残9 文

計小

御

注　桧垣元吉「唐津藩石炭史の研

究」『史淵』第82 斡，97ペ ージ
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た
高
島
炭
坑

は
、
『
日

本
炭

砿
誌
』
に
よ
れ

ば
、
佐
賀
藩
の
属
領
で
あ

る

深
堀
蕕

に
よ
っ
て

開
発

さ
れ
て
い
た
が
、

一
八
一
〇

年
代
の

文

化
の
末
頃
、
佐
賀
藩
の
経
営

に
な

っ
埓
と

い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
文
政
年
間

の
も
の
と
思

わ
れ
る
『
高
島
勁

』
に
よ
る
と
、
佐
賀

藩
は
、
高
島
炭
の
利

潤
の
多
い

の
に
目

を
つ
け
、
文
政
年
間

に
深
堀
家

か
ら
炭

坑
支
配

を
取

り
あ
げ
、
直
接
「

領
主
支
配

」

に
し
た
と

記

し
て
い
る
。
そ
し
て
『
高
島
記
』

に
よ
れ
ば
、
六
ヶ
所

の
「

ま
ぶ
」
（

坑
）
に
深

堀
家

の
家
来

を

年
番
で
二
人

ず
つ
派
遣
し
て
炭
坑

を
管
理
さ
せ
た
と
あ

る
。
炭
坑

は
、
や
は
り
数
人

の
請
負
業
者

に
よ

っ
て
経
営

さ
れ

た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
み
る
よ
う

に
佐

賀
藩
に
よ
る
明
治
初
年

の
高
島
炭
坑
経
営
資
料

か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き

る
。
高
島
炭

坑
の
近

く
に
あ
っ
た
香
焼
炭

坑
も
同

様
で

あ
っ
た
。

以

上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
期

の
炭
坑
経
営

は
、
主

に
蕕
営
形
態
で
行

な
わ
れ
、
一

部
に
民

営
形

態
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
場
合
、
我

々
が
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら

な
い
の
は
、
藩

営
に
し
ろ
民

営
に
し
ろ
、
炭

坑
の
直
接
的
な
経
営

は
、
採
炭

請
負
人
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ

と
で

あ
る
。
こ

う
し
た
採
炭
請

負
人

の
集
団

は
、
す

で
に
前
節
で
明
ら
か
に

し

た
在
来
石
炭

業
の
採
炭
技
術
、
更

に
は
炭
坑
経
営

の
技
術

の
担
手
で
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
そ

し
て
こ

の
集
団

こ
そ

明
治
維
新
後
の
鉱

山
解
放
下

に
、
一
方

で
は
自
か
ら
炭

坑
の
経
営
者
と
な
り
、
他
方
で

は
、
炭
坑
主
の
下

で
請
負
人
と
し
て
、
在
来
石
炭
業

の
発

展
に
貢

献
し
、

あ
る
い
は
炭

坑
の
西

欧
的
技
術
に
よ
る
近
代
化
を
支
え

る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ

る
。

明
治
期

に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
請

負
人

た
ち
は
、

頭
領

あ
る
い
は
棟
梁
と
呼
ば
れ
た
。
近
年
こ
の
頭
領

に
つ

い
て
注
目
す

べ
き
資
料

も
現

わ
れ
、
頭
領
制

に
つ

い
て

の
研

究
亀

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
次
に
我

々
は
、
明
治
期

の
石
炭
業

に
お
い
て
一

定
の
役

割
を
果
た
し
、
社
会
的

に
も
話
題
を

ま
い
た
こ

れ
ら
の
頭
領

が
、

徳
川
期

の
在
来
石
炭
業

の
発

展
の
過
程
で
ど

の
よ
う

に
形

成

さ
れ
て

き
た

か
を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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憙

ぎ

彳

鈩

三

の
山

の
注

（

１
）
　
川

内
昇
『
多
久
石

炭
の
話
』
、
六

ペ
ー
ジ
。

（

２
）

『
大
牟

田
市

史
』
上
巻
、
七
一
ニ

ペ

ー
ジ
。

（

３
）

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
一
〇

巻
、
七
六
五
ペ

ー
ジ
。

（

４
）
　
福
岡
藩
の
仕
組
法
に
つ
い
て

は
、
遠
藤
正
男
「
徳
川
後
期
筑
前
地
方

に
於
け

る
石
炭

鉱
業
の
発
展
－

そ
の
仕

組
法

を
中
心
と
し
て
Ｉ

」
、
『
九
州

経
済
史
研

究
』
所
収
、
隅
谷

三
峇
男

『
日
本
石

炭
産
莱
分
析
』

な
ど
の
研
究

が
あ
る
。

（

５
）

例
え
ぱ
。
筑
前
の
炭
坑
資
料

を
保
存
し
て
い

た
旧
家

の
多
く

は
、
当

時
か
ら
庄
屋
だ
っ
た
も
の
が
多
い
。
『
日
本
石
炭
産
業
分

析
』
、

匸

Ｔ

四

ペ
ー
ジ
、
更
に
六
ニ

ペ

ー
ジ
。

（

６
）
　
例
え

ば
、
遠
賀
郡
楠
橋
村

の
場
合
、
山
元

の
出
自

を
み

る
と

、
出
自
不
明

者
が
多
く
、
村
方
百
姓
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身
分
不
破
か
な
層
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
山
元

の
名
が
わ

か
っ
て

い
る
三
名

に
つ
い
て
み

る
と
、

一
名
が
身
元
不
明

、
二

名
も
ほ
ぽ
無
高
層
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
能
美
安
男
「
甃
石
覚
書
（
Ⅱ
）
」
、
『
西
日
本
文
化
』
七
六
号
、
三

一
～
ニ

ペ
ー
ジ
参
照
。

（

７
）
　
小

倉
藩
の
仕
組
法

に
つ
い
て

は
。
安
蘇
龍
生
「
藩
政
時
代

に
お
け

る
田
川

の
炭

鉱
業
Ｉ

赤
池
会
所
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
、『
郷
土
田
川
』
Ｘ
Ｏ・

２

゛
『
田
川
市
史
』
上
巻

を
参
照
。

（

８
）

唐
津
藩

の
仕
組
法

に
つ
い
て

は
、
桧
垣
元
吉
「
唐
津
藩
石
炭
史

の
研
究
」
、
『
史
淵

』
第

八
二

輯
、
を
参
照

。

（
９
）
　
高
野
江
基
太
郎
『
日
本
炭
砿
誌
』
、
五

ペ
ー
ジ
。

（
1
0
）

拙
著

『
日
本
炭
鉱
賃

労
働
史
論
』
、
時
潮
社
、
七

ペ
ー
ジ
参
照

。

㈲
　

頭
領
制
の
形

成

明
治
維
新
後

の
石
炭
業

の
発

展
過

程
に
お
い
て
頭
領

と
呼
ば
れ
る
集
団
が
、
採
炭
請
負
人
と
し
て
あ

る
い
は
頭
領
頭

と
し
て
大

い
に

活
躍
し

た
こ

と
は
よ
く
知

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
し
ば
し
ば
博
徒
や
暴
力
団

の
親
分

で

あ
る
か
の
如
く
見

な
さ
れ
、

炭

坑
史

の
研

究
に
お
い
て
さ
え
そ
う
し
た
偏
見

が
見

う
け

ら
れ

る
。
例
え
ば
、
明
治
中
期

の
社
会
問
題

の
ベ
ス
ト
ワ
ン
を
な
し
た
高

島

炭

坑
の
坑
夫
虐
待

問
題
は
、
高
島
炭
坑
の
納
屋

頭
を
、
坑
夫
虐
待
の
張
本
人
、

坑
夫

の
賃

金
を
ピ
ソ
（

ネ
す
る
中
間

搾
取

者
、
博
徒
の
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親
分

、
坑
夫
を
虐
待
す

る
厚
顔
無
恥
の
青
鬼
赤
鬼
以
に

て
描
き
出
し

た
。
し

か
し
こ
う

し
た
側
面

は
、
頭
領

た
ち
の
一
側
面

で
あ
っ
て

も
す
べ
て
で
は
な
い
。
す
で

に
私

は
、
頭
領

た
ち
が
明
治
期

の
日
本
の
石
炭
業

の
近
代
化
過
程

で
ど
の
よ
う
な
積

極
的

役
割
を
果

た
し

て
き
た

か
を
乙

彭
し
て
き

た
。
こ
こ
で

は
、
こ

の
頭
領

た
ち
が
徳
川
末
期

の
在
来
石
炭
業

の
発
展
過

程
で
ど
の
よ
う
に
形

成
さ
れ
た
か

を

論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

問
題

の
検
討

に
入

る
前
に
、
ま
ず
そ

も
そ
も
頭
領
あ
る
い
は
頭

領
制

と
は
何

か
に
つ

い
て
簡
単

に
ふ
れ
て

お
き

た
い
。
隅
谷
三
喜
男

氏

に
よ
れ
ば
、
頭
領
制

と
は
、
坑
主
に
代

っ
て
頭

領
が
「

坑
夫
募
集
、

採
炭

請
負
、
納
屋
経
営

の
三
つ

の
機
能
を
詔
Ｊ

む

制

度

で

あ

る
。
そ

し
て
頭
領

は
「

単
に
納
屋

を
管
理
す

る
納
屋
頭

と
は
明
確
に
区

別
さ
れ
」
、
「
納
屋
頭
を
も
そ
の
配
下

に
お
」
く

も
の
で

あ
り
、

頭
領
制
度

と
納
屋
制
度

は
、
「
区

別
」
さ
れ

る
べ
き
も

の
で
あ

る
と
さ
れ

た
。
私
も
、

隅
谷

氏
の
主
張

さ
れ
る
よ
う
に
、
頭

領
制

度
は
、

採
炭
請
負
を
行
な

い
、

全
体

と
し
て

坑
主

に
代

っ
て
労
働
者

を
統

括
し
、

な

か
で
も
坑
夫
募
集
や
納
屋
を
経
営
し
て
、
労
働
者
を
炭

坑

に
確
保
し
生
活
管
理
を
す

る
制
度
で
あ

る
、

と
考
え
て

い
る
。

し
か
し
私
は
、
隅
谷
氏
の
よ
う
に
、
採
炭
請
負
人

の
み

を
頭
領
と
み
な

す
見
解

に
は
賛
成
で
き
な

い
。
何
故
な

ら
、
歴
史
的

に
は
世
上

の
頭
領

は
、

隅
谷

氏
の
規
定
す

る
よ
う
な
頭
領
も
、
隅
谷
氏
が
頭
領
で

は
な
い
と
す

る
納
屋
頭
も
共

に
頭
領
と
呼
ば
れ
て
き

た
か
ら
で
あ

る
。

例
え
ば
、
明
治
時
代
０
頭
領

の
機
能
を
同
時
代
人
と
し
て
描

い
た
児
玉
音
松

は
、
『
筑
豊
鉱
業
頭
領
伝
』

の
’中

で
、
頭
領

は

決
し
て

坑
主
す
な
わ

ち
真
の
経
営
主
で
な
く
「
坑
主

の
た
め
に

真

成
の

侍
大
将
」

で
あ
り
、
「
頭

領
は
一
坑
一
人
即

ち
大

頭
領
な
り
、
然
れ
ど

も
其
実
際
に
於
て

は
頭
領
と
呼
ば

る
乂
も

の
一
坑
多
数
あ
り
、
要
す

る
に
乾
父

と
云

ふ
が
如

き
の
み
且

つ
今
日
大

納
屋

頭
領

た
る
者

に

し
て
他
日
大
頭
領

た
り
若
し
く
は
前
年
其
大
坑
に
て
威
名
赫

々
た

る
大
頭
領

た
り
し
あ

り
或

は
名

は
大
納
屋
頭
領

に
し
て
其

実
力

Ｉ
坑

の
重
鎮

た
る
者
あ
り
、
故

に
頭
領
と
は
炭
坑
社
会

に
て
通
用
の
語
心
兄
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
こ
こ
で

は
明

ら
か
に
頭

領
は
、
内

容
に

則
っ
て
大
頭
領
ａ

採
炭
請
負
人
、
納
屋
頭
領
＝

納
屋
頭
の
二
形
態

に
お
い
て
把
握

さ
れ
て

い
る
。
従

っ
て
我

々
は
、
隅
谷

氏
の
よ
り

に
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喟

翕

採
炭
請
負
人

の
み

を
頭
領

と
呼

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
採
炭
請
負
人
制
度
の
み
を
頭
領
制
度

と
し
て
把

え
る
こ
と
に
も
反

対
で

あ
る
。

あ
え
て
云
え

ば
採
炭

請
負
人

の
頭

領
は
本
来
の
頭
領
で
納
屋
頭
領
は
前
者
の
変
形

で
あ

る
と
で

も
規

定
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
私

は
、
高
島
炭

坑
に
お
け
る
納
屋
制
度
を
論
じ
た
折
、
採
炭
請
負
人
制
度

を

頭

領
制
と
し
て

把
え

る
こ

と
に
亀

」
絎
じ

た

が
、
そ
れ

は
、
モ

の
時
に
は
ま
だ
頭
領
制
と
呼
ば
れ

る
も
の
の
実
態
を
十
分
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
で
、
モ

の
後
児

玉
の
『
頭

領

伝
』

な
ど
を
知

る
に
及

ん
で
、
歴

史
上
の
呼
び
方
に
基
づ
い
て
頭
領
制
度
と
い
う
用
語
を
使
用
す

る
こ

と
耻

め
た
。

更

に
か
つ
て
私
は
、
高

島
炭
坑
に

お
け

る
納
屋
制
度

の
成
立

を
分
析
し

た
際

に
、
採
炭

請
負
人
制

度
を
頭
領

制
、

い
わ
ゆ
る
納
屋
頭

に
よ
る
坑
夫
統

括
機

構
の
み
を
納
屋
制
度
と
す

る
隅
谷
氏

の
見
解
を
批
判
し
て
、
納
屋
制

度
を
包
含
す
る
採
炭

諸
負
人
制

度
を
前
期
納

堊
制

度
、

納
屋
頭

領
に
よ
る
坑
夫
統
括
機
構
を
後
期
納
屋
制
度

と
し
て
規
定
し

愆

こ

の
規
定

は
、

基
本

的
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に

は
今

も
正

し
い
と
確
信
し
て
い

る
が
、
表
現
と
し

は
あ
い
ま
い
で

あ
っ
た
と
反
省
し
て

い
る
。

従
っ
て
、
か
つ
て
採
炭
請
負
人
制

度
そ

の
も
の
を
納
屋

制
度
と
同

一
視
す

る
こ

と
に
な

っ
た
従
来

の
私

の
見
解

は
、

部
分
概

念
を
全
体
概
念
に
ま
で
拡

大
す
る
よ
う
な
誤
っ
た

表
現

だ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
し

か
し

あ
く

ま
で
採
炭
請
負
人
制

度
は
。
納
屋
制

度
を
内

包
し
て
お
り
、
納
屋
制
度
と
表
裏
一
体
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

明
ら

か
に
歴
史
的

に
は
炭
坑

あ
る
い
は
金
属

鉱
山
に
お
い
て
は
、

ま
ず
前

段
に
頭

領
に
よ

る
生
産
物

の
出
来
高
に
よ

っ
て
報
酬
の
支

払
わ
れ

る
請
負
制
度

が
形

成
さ
れ
た
。
そ

し
て
モ

の
請
負
制

度
は
、
炭

坑
に
お
い
て
は
納
屋
制
度
、
金
属
鉱
山
に

お
い
て
は
飯
場
制
度

と
呼
ば
れ

る
坑
夫

の
統

括
機
構

を
も
内

包
し
て
い
た
。
従
っ
て
こ
の
請
負
制
度
の
中
の
納
屋
制
度
を
前
期
納
屋
制
度
と
呼

ぶ
こ

と
は
採

炭
請

負
人
制

度
を
伴

な
わ
な
い
そ
の
後
の
納
屋
制
度
と
歴
史
的

に
も
機
能
的

に
屯
区
別
す

る
意
味
で
必
要

か
つ
正
し

い
こ

と
で
あ

ろ
う
。

尚
、

飯
場
制

度
の
場
合

も
同

じ
こ
と
が
い
え

る
か
も
知
れ
な
い
。
金
属
鉱
山
で
も
、
請
負
人

が
採

鉱
高

に
基

づ
い
て
一
定

の
報
酬

を
得

る
段
階
の
請
負
制
度
を
も
飯
場
制
度
と
呼
ぶ
場
合
が
多

い
が
、
こ

れ
は
頭
領

に
よ

る
採
鉱
請

負
制
度

の
中

の
飯
場
制
度

で
、

こ
の
飯
場
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制

度
を
前
期

飯
場
制
度
と
呼
び
、
請
負
制
度

の
一
側
面

と
み

な
し

た
方

が
合

理
的

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
採

鉱
請
負
が
廃
止
さ
れ
、

飯

場
頭

が
炭

坑
の
納
屋

頭
の
よ
う
な
労
務
管
理
請
負

に
限
定

さ
れ
て
く

る
飯
場
制
度
を
、
後
期

飯
場
制

度
と
呼
ん
だ
方

が
事
態
を
明
確

に
把
え

る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
り

か
。
つ

い
で

に
い
え
ば
、
常
盤
、
北
海
道

に
お
け

る
炭

砿
の
飯
場
制

度
は
、
殆

ん
ど
す
べ

て
九
州

の
納
屋
制
度

と
同

じ
で
あ
り
、
私
の
い
う
後
期
納
屋
制
度

と
ぺ
弛
こ

と
に
な

る
。

少

々
前
置
き
が
長
く

な
っ
た
が
、
次

に
徳
川
期

に
頭
領
制

度
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

か
を
み
て
み
よ
う
。
我

々
は
、
以
上

に
み

て
き
た
よ
う

な
頭
領
制

は
、

ほ
ぽ
そ
れ

に
近

い
型

で
、
一
九
世
紀
の
二
〇

圭

二
〇

年
代
に
形

成
さ
れ

た
の
で

は
な

い
か
と
み
な
す
こ
と

が
で
き

る
。
す
な

わ
ち
頭
領
制

は
、
モ

の
名

称
が
使
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
に
係
わ
り
な
く
、
炭
坑
の
真
の
経
営
主

と
は
別

に
、
経
営

主
に
代
っ
て
採
炭
を
請
負
的

に
行
な
う
炭
坑

の
直
接

の
経
営
担
当

者
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
仕
組
法
下

に
モ

の
存
在
を
明
確

に
し
て
き

た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う

に
一
八
三
〇

年
代
の
筑
前

の
炭

坑
は
、
蕕

営
で
あ
り
、

山
元

と
呼

ば
れ
る
直
接

の
経
営
者
は
、
採
炭
請
負
人
的
存

在
で
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
の
採
炭
請
負
人
的
な
山
元
が
、
村

の
庄
屋
で

あ
り
、
炭

坑
に
働
く

坑
夫

が
村

方
の
百
姓
坑
夫
Ｏ
み
で
あ

っ
た

と
す

れ
ば
、
そ
こ
に
は
明
治
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
他
地
域

の
坑
夫
を
納
屋

に
住
わ
せ
、
流
動
的

な
坑

夫
を
統
括
す
る
よ
う
な
頭
領

制

の
形

成
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
採
炭
請
負
人
が
、
採
炭
専
業
者
で
あ
り
、
炭

坑
に
働

く
坑
夫

が
、
村
方
以

外

の
他
村
、
他
領

の
出
身
で
、
炭

坑
の
近
く
に
住
居
し
、
採
炭
請
負
人

に
独
自

に
統
括
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
場
合

に
は
、
頭
領
制

に
近

い
型
が
形
成
さ

れ
て

き
て

い
る
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
、
徳
川
期

の
仕
組
法
下

の
専
業
的
な
採
炭
請
負
人

は
、
村
方
以
外

の
坑
夫
を
雇
用
し
て
炭

坑
を
経

営
す
る
限

り
、

大
な
り
小

な
り
頭
領
的
側
面

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ

の
中
で

も
、
山
元
と

か
元
方
と

か
、
行
政
的

に
呼

ば
れ

る
経
営
者
と
は
別
に
、
一
方
で
は
き
わ
め
て
頭
領
的
性
格
の
強
い
採
炭
請
負
人

と
し
て

の
山
元

、
元

方
が
、
他
方
で

は
彼
ら

と
は
別

個
に
棟

領
と
呼
ば
れ
る
請
負
人
が
現

わ
れ
て
い
る
。
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例
え
ば
、
一
八
五
一
年
（

嘉
永
四
年
）

の

筑

前
遠
賀
郡
馬

場
村
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
「

難
渋
者
共
為
過

侘
掘
方
仕
僕
儀

二
付
石
代
銭

之
儀
も
宜
敷
御
極
被
仰
付
可
被
為
下
僕
。
且
又
御
通
帳
山
元
名
前

は
何
某

と
申

者
に
御
極
被
仰
付
被
為
下

僕
」
と
あ
り
、
馬
場
村
の
炭

坑
の
山
元
の
帳
簿
上
の
名
儀

は
、
何
某
と

い
わ
れ

る
よ
う

に
あ

い
ま
い
化
し

て
い
る
。
こ

の
場
合
、
山
元

は
、
恐
ら
く
坑
夫
の
有
力
者

の
う
ち

か
ら
出
て
き

た
か
、
逆

に
山
元

に
適
当
な
人
物

の
名
儀

を
借

り
て
、
実

際
専
業

者
が
坑
夫
の
経
営
に
当
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
筑
前
の
炭
坑
で

は
、
し

ば
し

ば
、
出
水

に
あ
っ
て

山
元

が
逃

げ
だ
し
た
り
、

山
元

に
な
り
手
が
な
か
っ
た
り
し
、
採
炭
請

負
人
が
村
方

か
ら
出
な
い
場
合
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
り
し

た
な
か
で
山
元

の
名
儀
人
と
は
別

に
、
採
炭
諸
負
人
が
出
現

し
て
き

た
よ
り

に
思
わ
れ

る
。
一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）

の
鞍
手
郡

楠
槓

村
の
井

手
原
炭

坑
の
炭

価
表
（

前
掲
第
九
表
）

に
よ
る
と
、
百

斤

の
炭
価
七
十
五
・
五
文
の
う

ち
「
勘
場
棟
梁
賃

銭
」

と
し
て
二
文
（
二
・

六
％
）

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
炭

坑
の
「

山
元

」
で
あ
る
九

郎
次

は
、
村
方
百
姓
で
あ

る
が
、
土

地
を
持

た
な
い
水
呑
み
で

あ
っ
た
。

し
か
も
価

格
表
に
は
山
元
の
掘
貨
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
を
み

る
と
、
「

勘
場
棟
梁

掘
貨
」
と
は
山
元
自
身
の
掘
負

か
、
山
元

が

抱
え
る
「
勘

場
棟
梁
」

の
掘
貨

か
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

ろ
筑
前

に
も
山
元
と

は
別

に
「
棟
梁
」
の
存
在

が
認

め
ら
れ

る
。

ま
た
一
八
六
三
年
（

文

久
三
年
）

の
鞍

手
郡
笠
松
村

の

炭
坑
資
料

は
、
「

当
月
二
六
日
正

九
ツ
当
村
寺

ケ
谷
平
山
受
持
茅
左
衛
門
毆

玖

二
而
当
村
才
明
寺
谷
卯
七

と
申
者
土
に
埋
り
死

去
仕
候
〔
中

略
〕

其
山
の
棟
梁
久
右
衛
門
受
持
也
」
と
記
し
、
こ
こ
で
も
山
元
と

は

別

に
寺

ケ
谷
平

山
炭

坑
を
受
持

つ
「
棟
梁
」

の
存
在
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
棟
梁
は
、
山
元
の
配
下

で
あ

る
が
、
直
接
炭
坑

の

経
営

に
当

っ
て

い
た
よ
う
で

あ
る
。

ま
た
同

じ
く
笠
松
村
の
一
八
六
八
年
（

慶
応
四
年
）

の
資
料

は
、
山
元
入
江
四
郎

の
配
下

と
し

て

「
焚
石
丁
場
受
持
勘

場
入
江

六
郎
甥
入
江

千
兵
飢

ご

あ
り
、

山
元

の
配
下

に
炭
坑
を
受
持
つ
「
勘
場
」
の
存
在
を
記
し
て

い
る
。
こ

れ

は
さ
き

に
も
み

た
勘
場

棟
梁

で
あ
っ
て
、
山
元

か
ら
炭

坑
を
請
負
っ
て
い

る
棟
梁
で
あ

っ
た
。
こ

の
資
料
を
紹
介
し

た
隅
谷
氏

は
こ

の
「
勘
場
」

を
「
事

務
処
理
の
た
め
の
勘

場
」

と
み
て
お
ら
れ
る
が
、
勘

場
棟
梁
の
こ
と
で
あ
り
、
し

か
も
勘
場
棟
梁
は
、
山
元

の
配



42

下

に
あ
っ
て
一
定
の
炭
坑
を
請
負
っ
て
い
る
棟
梁
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

こ
れ
ら
の
棟
梁

は
、
山
元
の
配
下

と
な

っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ

る
が
、
炭
坑

に
働
く

坑
夫
が
単
に
村
方

の
通

い
坑
夫
で

な
く
、
炭

坑
周
辺

の
住
居
に
住
み
、
勘
場

か
ら
日
用
品

の
供
給
を
受
け
て
い

る
よ
り
な
場
合

は
、
こ
こ

に
は
明
ら
か
に
明

治
期

の
頭
領
制

に
近
い

も
の
が
形

成
さ
れ
て
い

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
残
念
な
が
ら
今

の
と
こ
ろ
そ
れ

を
直
接
示

す
資
料
を
欠

い
て
い
る
。

し
か
し
、

後

に
み
る
よ
う
に
、
筑
前
の
炭
坑
で
も
、
多
分
に
他
村
、
他
領
の
坑
夫
を
雇
用
し
て

い
る
傾

向
が
見

ら
れ
る
の
で
、
頭
領
制

に
近

い
型

が
形

成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

豊
前
に
お
い
て
屯
棟
梁

の
存
在
が
認

め
ら
れ
る
。
一
八
四
四
年
（
天

保
一
五
年
）
Ｏ
豊
前
神
崎
村

の
炭
坑

に
ま
つ
わ

る
資
料

に
よ
る

と
、
藩
営

か
民

営
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
赤
池
村
の
裏
石
炭
坑
は
「
石
炭
山
棟
梁
」
栄
蔵

に
よ
っ
て
経
営

さ
れ
、
更

に
栄
蔵

の
配
下

で
あ

る
「

弥
十
」

な
る
者
は
、
神
崎

村
の
田
口
炭
坑
を
「

世
隷

ぴ

と
し
て
経
営
し
て
い

る
。
「

石
炭

山
棟
梁
」

栄
蔵

は

明

ら
か
に
藩

営
炭

坑
か
民

営
炭

坑
の
採
炭
請
負
人

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
弥
十
は
、

栄
蔵
の
配
下

と
し
て
田

口
炭
坑
の
再
請
負
人
で
あ

っ
た
。
豊
前

に

お
い
て
は
他

に
棟
梁

の
存
在
を
示

す
原

資
料
を
欠
い
て
い
る
が
、
仕
組
法
の
状
況

か
ら
み
て
他
の
炭
坑

に
も
こ
う
し

た
棟
梁

は
多
く
存

在
し
て
い

た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
棟
梁

が
、
い
わ
ゆ
る
旅
人
坑
夫
を
抱
え
て
炭
坑
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
は
、
後

に
詳
し
く

述
べ

る
こ

と
に
な
る
が
、
従

っ
て
こ

こ
で

は
こ
れ
ら
の
棟
梁

は
、
明
治
期

の
頭

棟
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
云
い
う

る
で
あ
ろ
う
。

佐
賀
藩

に
お
い
て

も
棟
梁

の
存
在
を
示

す
資

料
が
散
在
す
る
。
す

で
に
指
摘
し
た

よ

う

に

高
島
炭
坑
に

お
い
て
は
、
一
八
七
〇

年

（
明
治
三
年
）
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
坑
棟
梁
二
人

が
置

か
れ
て
お
り
、

ま
た
そ
の
配
下

に
小

頭
と
呼
ば
れ
る
納
屋
颱
心
置

か
れ
て
い
た
。

こ
の
場
合

は
、
近
代
的
炭
坑
で

あ
り
、
在

来
炭

坑
で

は
な
い
が
、
棟
梁
制
度

の
下

に
納
屋

制
度
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

確
認

し
て

お
く
必
要
が

あ
る
。
近
代
化

さ
れ

る
以
前

の
高
島
炭

坑
に
納
屋
制
度

が
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
が
。
こ
れ
は

後

に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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１

气

佐
賀
蕕
の
武
雄
領
に
も
「
頭
領
」
の
存
在
が
み
ら
れ

た
。
佐
賀
晉

は
、
武
雄
領
野
開
山

で
一
八
四
〇
年
（
天

保
一
一
年
）

に
藩
営
炭

坑
を
経
営
し

た
が
、
藩
内

○
杵
島
郡
福
毋
村

か
ら
熟
練

坑
夫

を
招

い
て
開
発

に
当

ら
せ
た
。
そ

し
て
そ
の
折
そ
の
有
力
者
を
「

軋
荊

」

に
抜
擢
し
て
い

る
。
資
料

は
「
頭
領
之
簔
幸
次
郎
壱
人
相

立
置

候
」

と
記

し
、

ま
た
後
に
「
虎

五
郎

儀
幸
次
同

役
申
付
、
両
人
頭
領
・一

相
成
中
候
」
と
指
摘
し
て

い
る
よ
う

に
、
二
人

の
頭
領

が
置

か
れ
炭

坑
が
経
営

さ
れ
た
。
こ

の
頭
領

に
は
、
坑
夫
の
一
日
平

均
賃
金

コ

ー

百
五
十
文
」

に
対
し
「
三
百
文
」

の
「
賃

銭
」

が
支
払

わ
れ
て

い
る
。
頭
領

が
賃
金
を
与

え
ら
れ
て
い
る
点
で
、
野
間
山

の
藩
営
炭
坑

の
場
合
は
、
正

に
藩

の
直
営
で
、
頭
領

は
採
炭
請
負
人
で

は
な
く
、

坑
夫
の
労
務
管
理
を
行
な
う
賃
労
働

者
で
あ
り
、
明
治
期

の
納
屋

頭
に
近

か
っ
た
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
因

に
こ

の
炭

坑
の
坑
夫

は
、
後

に
詳

し
く
示

す
よ
う
に
三

九
人

中
武
雄
領
内
が
一
一
人
で
、
し

か

も
炭
坑
の
あ

っ
た
花
島
村

の
村
民

は
ゼ
ロ
で
あ
り
、

納
屋
制

度
の
下

に
統

括
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

唐
津
茖

に
お
い
て

は
棟
梁

が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
唐
津
藩
の
炭

坑
は
、
藩
営
で
あ

っ
た
が
、
炭
坑

は
「
元
方
」

と
呼

ば
れ

る

採
炭
請
負
人

に
よ
っ
て

経
営
さ
れ
た
。
唐
津
藩
の
「
元
方
」
は
、
仕
組
法
体
制
の
中
で
、
「
石

炭
方
」
役
所
と
そ
の

支
配
下

に
あ
る
庄

屋

の
支
配

を
受
け
、

か
つ
「

経
済
的

に
は
問
屋
に
依
存

漣

て
い
た
。
こ
の
元
方
が
採
炭
請
負
人
で

あ
っ
た
こ

と
は
、
す

で
に
指
摘

し

た
通

り
で

あ
る
。
そ

し
て
こ
の
請
負
人
は
、
明
治
期
の
頭
領
に
大
変
近
い
存
在
で
あ

る
こ
と
が

わ
か
る
。

た
だ
唐
津
の
場
合

に
は
、
元

方

と
呼
ば
れ
る
採
炭

請
負
人
が
、
豊
前
の
よ
う

に
棟
梁
と
呼
ば
れ
ず

に
、
元
方
と
呼
ば
れ
、

逆
に
元
方

の
配
下

に
「

棟
梁
」

を
従
え
て

い
る
点
で
あ
る
。

元
方
の
配
下

に
置

か
れ

た
「
棟
梁
」

は
、
す

で
に
文
政

初
期

の
一

八
一
〇
年
代

末
か
ら
、
資

料
中

に
現

わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
紹
介

し

た
石
炭
百

斤
の
価
格
一
〇
〇
文
Ｏ
中

の
「
壱

文
」
、
元
方

の
五
分
の
一
の
収
入

を

得

て
い
る
。
棟
梁
の
収
入
が
、
単
に
坑
夫
賃
金
に

繰
入

れ
ら

れ
ず
、
「
元

方
」
の
捐
賃
と
並
べ
ら
れ
て

い
る
と
こ

ろ
を
み

る
と
、
元
方

に
順
じ

た

支
払

い
で
あ
っ

た
よ
う
に

思

わ
れ

る
。

従

っ
て
棟
梁

は
元
方

の
分

身
で
あ
り
、
機

能
的
に
は
同

一
と
み
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
元

方
１

棟
梁
の
関
係

は
、
有
力
な
元



44

第11表　 石炭百斥の価格構成

(黒 岩村炭坑)

嚶
迂
回
迂

長
石

賃

引

梁

場

木

繰

場

料

賃

賃

せ わ

錮

水

棹

勘

柱

仕

土

同

地

地

計　　　　　　207 文

桧垣前掲論文107 ページより。注

方
に
み
ら
れ
、
し

か
も
時
代
が
経

る
に
従

っ
て
元
方

の
下

に
複
数

の
棟
梁

が
現

わ
れ
、
元

方
の
経
営
す
る
坑
が
多
く
な

る
に
伴
っ
て
、
元
方
に
代

っ
て
支
坑
を

棟
梁

が
経
営
し
て
い
た
も
心
ど
思

わ
れ
る
。

尚
、

唐
津
藩
に
お
い
て
「
勘

場
」

と
い
う
用

語
が
み
ら
れ

る
が
、
筑
前
の
よ

う

に
勘
場
棟
梁

と
い
う
呼

び
方

は
さ
れ
て
い
な
い
。
後
に
納
屋

制
度
０
問
題
に

つ

い
て
論
じ
る
時
に
詳
し
く
み

る
こ

と
に
し
た
い
が
、
唐

津
で
は
。
天

保
期
に

す
で

に
炭

坑
の
一
つ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
勘

場
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
す
な
わ

ち
「
勘
場
（

勿

論
掘
子
納
屋

二
而

も
足
留
為

致
侯
儀
相
成
不
中

候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で

に
勘
場

は
、
炭

坑
の
事
務
を
行
な
う
事
務
所
又
は
明
治
期
に
み
ら
れ

た
売
り
勘
場
（
売
店
）

を
さ
し
て

い
る
か
に
み
え
る
。
こ
れ

は
元
方
の
支
配

に
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
八
六
四
年
（

元
治
元
年
）

の
石
炭
百

斤
の
経
費

を
み

る
と
、
第
一
一
表
の
よ
う

に
元
方

の
取
分

は
な
く
、
「

棟
梁

」
分
「
弐
文
」

と

並
ん
で

「

勘
場
」
分
「

四
文
」
と
銘
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で

は
、
「
勘
場
」

と
は
元
方

の
取
分
を
指
す

か
元
方

の
配
下

に
新
た
に
お
か
れ
た
勘

場
棟
梁

０
取

分
を
意
味
す

る
か
、
定

か
で

は
な
い
。
し
か
し
、
勘
場

の
取
分
が
棟
梁

の
二

倍
で

あ
る
か
ら
、
棟
梁

よ
り
立
場
が
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
有
力
な
請
負

人
で

あ
っ
た
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
で
、

徳
川

末
期
の
頭

領
の
実

態
を
別
の
資
料

に
よ

っ
て
照
し
出
し
て
み

よ
う
。
児
玉
音
松

は
、
明

治
三
五
年
頃
ま
で
の
筑

豊

に
お
け

る
頭
領

た
ち
の
略
歴

を
紹
介
し
て
い

る
が
、
そ

の
頭
領

た
ち
の
中

に
は
、
す
で

に
維
新
前

に
熟

練
坑
夫
と
な
り
、
頭

領
と
し

て
活
躍
し

た
人

た
ち
が
い
た
。
児

玉
の
記

述
に
基
づ
い
て
幕
末
期
の
筑
豊
の
頭
領

た
ち
の
実
態

を
調

べ
て
み

よ
う
。

飯
田
糺

弔
　
一
八
二

七
年

〇
文
政

九
年
）
、
鞍
手
郡
御

徳
の
生
れ
。
父
親

は
炭

坑
経
営
者

。
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秦

１

罍

彼

は
一

八
三
七
年
（
天

保
八
年
）
、
一
〇

宸
の
折
、
父
儀
平

の
自
家
炭

坑

で

後
向

〇
坑
内

運
搬
夫
）

と
し
て
は
じ

め
て
働

く
よ
う
に

な
り
、
そ

の
後
、
周
辺
の
炭

坑
で
働

く
。
一
八
四
三
年
（
天

保
一
四
年
）
、

一
六
歳

に

達
し
て

採
炭

夫
と
な
り
、
遠
賀
郡

の
香
月

、
中

間

、
三
ッ
頭

、
モ

の
他
の
数
坑
で
三
年
間

働
き
、
一
八
四
六
年
（

弘
化
三
年
）
、
一
九
歳
の
時

に

鞍

手
郡
御

徳
に
戻

り
、
某

坑
の
「

世

話

を
為

す
」
。

つ
ま
り
こ

の
年

か
ら
「
頭
領
、
世
話
方
、
後
見
、
坑

主
代

理
の
名
に
よ
り
て
各
地
を
転
帳
し
た
」
。
モ

の
後
、

肥
前
唐

津

に
渡

り
、
更

に
平
戸

に

行
っ
て

佐

々
の
古
川

坑
で
「
一
〇
年
間
世
話
方
」

と
し
て
働

き
、
一
八
五
八
年

〇
安
政
五
年
）
、
三

一
歳
の
折

に
帰
国
し
、
鞍

手
郡

直
方
町

の
御
館

山
坑
で
頭

領
と
し
て
働

き
、
一
八
七
二
年
（

明
治
五
年
）

に
再

び
平
戸

に
ゆ
き
、

坑
主
の
代

理
と

し
て
働
く

。
以

降
筑

豊
地
方
で
有
力

な
頭

領
と
し
て
活

躍
す
る
。

要
す

る
に
飯
田

は
、
一

八
四

六
年
以

降
、
九
年
間

の
炭

坑
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
生

か
し
て
筑
前
地
方

の
炭
坑
で
、
頭
領

と
し
て
働

い
た

だ
け
で

な
く
、
肥
前

の
唐
津

に
ま
で

進
出

し
て
頭
領

と
し
て
働

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

花
野
儀
珊
　

一
八
三
〇
年

〇
天
保
元
年
）
、
嘉
穂
郡
二
瀬
村

の
生
れ
。
出
自

は
不
明
。

少
年

の
頃

か
ら
炭

坑
で
働
き
、
一
八
四

七
年
（
弘
化
四
年
）
、
一
八
歳

の
時
嘉
穂
郡
伊
岐
須

の

竹
屋

与
茂
平

の

炭
坑
で
「
世
話
方
」

と
し
て

Ｉ
〇
年
働
く
。
そ

の
後
一
八
五
七
年
（
安
政
四
年
）
、
二
八
歳

の
時
、
同
郡
幸
袋

の
伊
藤
孫
助

の

炭

坑
の

坑
主
代
理

と
し
て
働

く
。
一
八
六
一
年
（

文
久
元
年
）
、

三
二

歳
の
折
嘉
穂
郡

飯
塚
の
椛
屋
卯
三
郎

の
炭
坑
で
、
「

代
理
」
と
し
て
働
く
。
一
八
七
一
年
（
明

治
四
年
）
以
降
同
じ
く
筑
豊
で
長
老

の
頭
領
と

し
て
活
躍
す

る
。

丹
波
新
廴
聴
一
　一
八
三
〇

年

〇
天
保
元
年
）
、
遠
賀
郡

香
月

村
の
農
家
に
生
れ
る
。

彼
は
百
姓
で

あ
っ
た
が
、
一
八
五
五
年
（
安
政
二
年
）

に
二
五
歳

の
時

は
じ
め
て

遠
賀
郡

の
木
戸

ヶ
谷
炭
坑
で
働
く
よ
う
に
な
り
、

そ
こ
で
一
年
半
働

い
た
後
、
同
郡
楠
橋
村

の
下
沢
九
郎

の
炭
坑
で
あ

る
霽
月
、
幸
庄

寺
の
両

坑
で
四
年
間
働

き
、
モ

の
後
下

沢
経
営
の

各
坑
を
転

々
と
し
て
一
八
六
四
年
（

元
治
元
年
）
、

三
四

歳
の
時
に
同

じ
く
下

沢
経
営
の
城
の
前
炭
坑

で

世
話
方
と
し
て
働

く
。
一
八
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六
九
年
（

明
治
二
年
）

に
長
崎

に
出
て
各
地
の
炭
坑
を
流
転
し
大
頭
領

と
し
て
活
躍
す

る
。

渡
辺
弥
右
衛
印
ゝ
　一
八
〇
七
年
（

文
化
四
年
）
、
鞍

手
郡
直
方
の
生
れ
。
出
自
不
明
。

一

八
歳

の
折

に
鞍
手
郡
山
辺

の
提

の
炭
坑
で
初

め
て
働
き
、
そ

の
後
一
八
三
三
年
（
天
保
四
年
）

に
二

六
歳

で

炭
坑

に

熟
練
し
、

『
客
分
或

は
世
話
人
、

或
は
頭

領
』

と
し
て
各
地
の
炭

坑
で
働

く
。
彼
の
働
い
た
炭
坑
名
は
省
略
す
る
が
、
児

玉
に
よ
れ
ば
渡
辺

は
「
旧

藩
時
代
に
於
て
小
倉
、
萩
、
福
岡
、
久
留
米
等
、
の
諸
藩

士
に
招

か
れ
て
頭
領

た
り
し
」

と
い
う
こ

と
で

あ
り
、
各
藩
の
炭
坑
又
は
藩

士
の
経
営
す
る
炭
坑
で
頭
領

と
し
で
働
い

た
こ

と
が

わ
か
る
。

吉
田
喜
右
衛
印
心
　一
八
四
二
年
（

天
保
一
三
年
）
、
嘉
穂
郡
平

垣
で
炭
坑
経
営
者
の
子

と
し
て
生
れ

る
。

幼

少
の
時
よ
り
父

に
従

っ
て
炭
坑
で
働
き
、
父
と
共

に
豊
前
赤
池
坊

主
ヶ
谷

に
移

っ
て
働
く

。
一
八
五
六
年
（

安
政
三
年
）

の
一
五

歳

の
頃

、
坑
主

が

変
更

さ
れ
た
が
そ
の
ま
ま
働

き
、
一
八
六
六
年
（

慶
応
三
年
）
、
二
五
歳

の
時
田
川
郡
川
原
弓

削
ｍ

原
の
坑
の
大
頭

領

と
な
り
、
以

後
筑
豊

の
大
頭
領
と
し
て
活
躍
す

る
。

田
代

喜
一
心
　
一
八
二
九
年
（

文
政

匸

一
年
）
、
博
多
生
れ
、

出
自
不
明

。

青
年
期

に
博
奕
で
産
を
破
り
、
二
〇

歳
前
後

に
嘉
穂
郡
御
徳
０
荒
手
炭

坑
の
炭
仲
仕

と
し
て
働

き
、

数
年
後
に
水
方
頭
領
と
な

る
。

一

八
五
五
年
（

安
政
二
年
）
二
七
歳
で
妻
帯
し
、
そ

の
後
長
州

へ
行
き
厚

狭
郡
元
山

坑
で
水
頭
領

と
し
て
一
年
働

き
、
再

び
筑
前
に
帰

り
、
田
川
郡

柏
村
田

薙
炭
坑
の
水
頭
領
と
し
て
二
年
働
き
、
一
八
六
〇

年

〇
万

延
元
年
）
、
同

郡
宮
野
坑

で

水
納
屋
頭
と
な
り
、
そ
の

後
同
郡
某
炭

坑
の
頭

領
と
な
り
、
以
後
筑
豊
で
主

に
水
頭
領
、
水
納
屋
頭
と
し
て
活
躍
す

る
。

長
尾

秀
四
万
　一
八
三
五
年
（

文
政
六
年

）
、
田
川
郡
糸
田

の
農
家

に
生
れ
る
。

一

八
六
三
年
（
文

久
三
年
）

に
二

八
歳
で
糸
田
の
梅
の
木
坑
の
世
話
方
と
な

る
。
明
治
以
降
頭
領

と
し

て
活
躍

す
る
。

篠
原
真
心
ゝ
　一
八

三
二

年

〇
天

保
三
年
）
、
嘉
穂
郡

鯰
田
村

で
頭
領

の
子

と
し
て

生
れ
る
。
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１

k｡

１

鈿

一
八
四

五
年
（
弘
化
二
年
）

一
四
歳

か
ら
父

と
共
に
坑
内

で
働
き
、
一
八
五
一
年
（

嘉
永
四
年
）
一
九
歳
で
、
鯨
田
の
田
中
経
営

の

炭
坑
で
父
頭
領

の
下

で
小
頭
領

と
し

て
働

く
。
四
年

後
に

独
立

し

て

田

中
経
営
の
栗
尾

坑
の
頭
領
と
し
て
働
く
。
更

に
一
八
五
五
年

（

安
政
二
年
）
田
中
経
営
の
有
井
村

の
浦
田
坑
で
四
年
間
頭
領

と
し
て
働

き
、
一
八

五
九
年

〇
安
政

六
年
）

か

ら

は
、
七
年
間
麻
生
太

吉
の
二

つ
の
炭

坑
で
頭
領

と
し

て
働
く
。

そ
の
後
も
各
地
の
炭
坑
で
頭
領
と
し
て
働

く
。

谷

角
艶

一
八
四

三
年
（
天

保
一
四
年
）
、
田
川
郡

神
田
村

金
田

の
炭

坑
経
営
者
の
子

と
し

て
生

れ
る
。
谷

茂
平

の
兄

。

一
八

五
五
年
（
安
政
二
年
）

一
三
歳
で
炭

坑
に
働

く
。
一
八
六
一
年
（

文
久
元
年
）
一
九
歳
で
唐
津

に
出
奔

し
て
、

久
保
、

本
山
両

坑
の
世

話
方
と
し
て
働
き
、
更

に
平
戸

に
移
っ
て
江

迎
で
二
坑
を
経
営
し
、
一
八
七
一
年
（

明
治
四
年
）

に
田
川

に
帰
り
、
そ

の
後
頭

領

と
し
て
活

躍
す
る
。

以

上
限
ら
れ

た
例
に
よ
っ
て
も
、
幕
末

の
筑
豊
あ

る
い

は
肥
前
地
方
で
、
熟
練
し

た
坑
夫
が
頭
領

あ
る
い
は
モ

の
配
下

の
世

話
方
と

し
て
、

時
に
は
自

か
ら
経
営
者
と
な

っ
て
働
く
頭
領
集
団
が
存
在
し
て

い
た
こ

と
が

わ
か
る
。
そ
し

て
彼

ら
の
り

ち
で
興
味
深

い
の
は
、

二
代
目
三
代
目
の
坑
夫
が
い
て
。
幼
少
の
頃

か
ら
親
父
の
薫
陶

を
受
け
、

高
い
採
炭

技
術

を
身

に
つ
け
て

い
る
こ
と
で
あ

る
。

例
え
ば
、
三
代
に
亘
り
炭
坑
で
働
く
谷
角
助

は
、
弟
が
谷
茂
平

と
し
て
明
治
期

の
炭
坑
経
営

者
と
し
て

著
名
で
あ

る
が
、
彼
自
身
明

治
期

の
技
術
的

に
も
す
ぐ
れ
た
在
来
採
炭
技
術

者
と
し
て
名

を
は
せ
た
。
彼
は
、

一
八
六
八
年
（
明

治
元

年
）

に
、
紀
州
熊
野
の
山
奥

で
、
塩
塚
嘉
一
郎
な

る
人
物
の
依
頼
う
け
て

二
年
間

に
わ
た
っ
て
「
炭

脈
採
心
い
（

炭
層
調
査
）
を

行

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事

実
は
、
頭
領

た
ち
が
在
来
技
術

の
担
手
で

あ
り
、

か
つ
彼

ら
の
技
術
が
相
当

買
わ
れ
て
い
た
こ

と
の
証
左
で
あ

る
。

渡
辺
弥
右
衛
門

は
、
二
代
目

の
坑
夫
で

は
な
い
が
、
採
炭

技
術
の
高
さ
は
、

各
方
面

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
り
で
、
各
藩

の
経
営

者

か
ら
頭
領

を
頼
ま
れ
て

い
る
だ
け

で
な
く
、
「
炭
脈
探
索
を
託
」
さ

れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
年
次

は
不
明

だ
が
、

渡
辺

は

宗
像
郡
池

田

に
「
招

か
れ
炭

を
探
ぐ

り
、

三
十

五
間

に
し
て
着
炭
す

べ
し
と
予

言
し
て
事
を
起
こ
し
、
二

十
九
間
に
し
て
着
炭
し
、
方
式
順
序

を
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立
て
ｉ
而
し

て
後

に
辞

し
去

蝕

）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
り

に
、
頭
領

た
ち
は
、
す
ぐ
れ

た
採
炭
技
術

を
身

に
つ
け

て
い
た
の
で

あ

る
。

以
上
の
よ
う

に
、
徳
川
末
期

の
在
来
石
炭
業

に
お
い
て
、
採
炭

請
負
人
と
し
て

の
棟
梁
層
が
形

成
さ
れ
て
い

た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ

し
て
中

に
は
こ
の
有
力

な
棟
梁

の
下

に
は
、
小
棟
梁
が
形

成
さ
れ
、
棟
梁

に
代

っ
て
炭
坑
の
一
部
０
業
務
、
多
数
の
坑
の
一

部
、

あ
る

い

は
運
搬
部
門
を
分
担
し
て

い
た
。
こ
れ
ら

の
請

負
人

は
、

筑
前

で
は
山
元

あ
る
い
は
棟
梁

、
豊
前
で
は
棟
梁
、
唐
津
で
は
元
方

な
ど

と
呼
ば
れ
、
彼
ら

の
配

下
の
棟
梁
も
ま

た
豊
前
で

は
世
話
人
、
唐

津
で

は
棟
梁

な
ど
と

種

々
な

名
称

で

吩
ば
れ
た
。
名
称

は
と

も
か

く
、
一
九
世
紀
の
中
葉

に
は
、
経
営
主
１

請
負
人

―
坑
夫
、

経
営
主
１

請
負
人
１

配
下

の
請
負
人

―
坑
夫
と
い
り

関
係
の
中
間

に
位
置

し
、
直
接
炭
坑
を
経
営
し
、
坑
夫
を
統
括
し
て
い

た
集
団
が
形
成

さ
れ

て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
集
団
こ
そ
、
在
来
石
炭

業

の
採
炭
技
術
、

炭
坑
経
営
の
ソ
フ
ト
な
技
術
の
担
手
で
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
そ

し
て

ま
た
彼
ら
こ
そ
、
明

治
以

降
の
石
炭

業
の
真
の

担

手
と
も
な
っ
た
の
で

あ
る
。

因

に
、
明

治
初
期
の
肥
前
に
お
け
る
請
負
人
制

度
を
み

る
と
、
す
で

に
み

た
一
九
世

紀
中
葉

の
基
本
形
態

が
再

生
産
さ
れ
て
い

る
こ

と
を
み

る
こ

と
が
で
き

る
。
明

治
一
〇

年
代
前
半
の
肥
前
の
在
来
炭
坑

の
調
査

報
告
書

に
よ
れ
ば
、
肥
前
地
方

の
炭

坑

に

は
、
「

借
地

坑
業
人

監
督

シ
テ
坑
夫

ヲ
使
役

シ
テ
採

掘

乱

が

と
い
う
炭
坑
主

―
坑
夫

と
い
り
単
純
な

経
営
形
態

の
ほ

か
、
二

つ
の
経
営
形

態
が

み

ら
れ
れ
る
。

一
つ
は
、
「

坑
夫
中

ヨ
リ
坑
山
ノ
事
業

二
鍛
達

シ
タ
ル
者
ヲ
撰
抜

シ
テ
棟
梁

ト
ナ

シ
、
坑
夫

ノ
勤
怠

ヲ
監
督

セ
シ
慧

と
い
う

炭

坑
主
１

棟
梁

―
坑
夫
と
い
う

形
態
。

も
う
一
つ

は
、
「

坑
夫
拾
人
或
（

弐
拾
人
宛

二
納
屋
頭

ナ
ル
者

ヲ
置

キ
、
又

壱
坑

二
棟

梁
一
人

ヲ
置

キ
、
此
両
人

ニ
テ
坑
夫

ヲ
使
役

シ
テ
採
炭

セ
シ
臨
い

と
い
う
炭
坑
主
－

棟
梁
Ｉ

納
屋
頭
Ｉ

坑
夫

と
い

う
形
態
で

あ
る
。

こ
う
し
た
関
係

は
、
す
で

に
徳
川
期

の
未
期

に
み

ら
れ
た
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
こ
こ
で
問
題

と
な
る
の

は
、
明
治
期

に
お
い
て
広
範

に
み
ら
れ
た
納
屋
制
度
が
、
徳
川
時
代

の
請
負
人
制

度
の
中
に
み

ら
れ
る
の
か
ど
う

か
、

と
い
う
こ

と
で
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あ

る

。
４

＆

１

三

の
閙
の
注

（

１
）
　
高
島
炭
坑
虐

待
問
題

を
論

じ
た
『
明

治
文
化

全
集
』
第

六
巻
所
収

の
吉
本
襄
、
松

岡
好
一
ら
の
論
稿
を
み
よ
。

（
２
）
　
拙
稿

『
日
本
石
炭
業

の
技
術
と
労
働

』
の
中

の
『
筑
豊
の
石

炭
業
近
代
化
過

程
に
お
け
る
頭

領
制
の
役
割
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

３

）

（

４

）

（

５

）

（

６

）

（

７

）

（ ⌒９　 ８

口 口

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

⌒ ｎ に に に
20 19 18 17 16 15 14 13
こ こ こ ご 口 に こ り

隅
谷
三
喜
男
『
日
本
賃
労
働

の
史
的
研
究
』
、
九

六
ペ
ー
ジ
。

同

上
。
九
六

ペ
ー
ジ
。

児
玉
音
松
『
筑
豊
鉱
業
頭
領
伝
』
、
『
近
代
民
衆

の
記
録
２
鉱

夫
』
所

収
、
三

一
～
ニ

ペ
ー
ジ
。

『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
、
二
九

。ペ
ー
ジ
。

前
掲
『
日
本
石
炭
業

の
技
術

と
労
働
』

か
ら
頭
領

の
用
語

を
使
用

し
て

い
る
。

『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』

の
第
一
章
。
特

に
二
四
六

ぺ
１

ジ
を
参
照
。

金
属
鉱
山

の
飯
場
制
度

に
つ

い
て

は
、
近

々
論
じ

る
つ
も
り

な
の
で
、
こ
こ
で
詳

し
く
ふ
れ
な
い
。

常
盤
地
方

の
炭
坑

の
飯
場
制
度

に
つ

い
て

は
、
『
日
本
炭
鉱
賃

労
働
史
論
』

の
後

篇
で
詳

し
く
論
じ
て

あ
る
。

能
美
安
男
「
焚
石
覚
書
（
ｎ

）
」
、
『
西
日
本
文
化
』
Ｎ
ｏ
.　７
６
Ｌ

ニ
ニ

ペ
ー
ジ
。

同

上
論
文
で
能
美
安
男
氏
も
こ
の
傾
向
を
指
摘
し
て

い
る
。

同

上
、
三
一

ペ
ー
ジ
。

『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
、
ハ
ハ

ペ

ー
ジ
。

同

上
、
ハ
ハ

ペ
ー
ジ
。

同

上
、
ハ
ハ

ペ
ー
ジ
。

安
蘇
龍
生
「
慕
藩
時
代
に

お
け

る
石

炭
山

の
従
業
者
」
。
『
郷
土
田
川
』
ＪＮ
Ｏ
.　２
３
｡
一
ハ

ペ
ー
ジ
。

『
高
島
石
炭
坑
記
』
巻
二

、
『
明
治
期
肥
前
石
炭
砿
業
史
料
集
』
、
二
六
二

、
四

ペ
ー
ジ
。

池

田
史
郎
『
佐
賀
藩
武
雄
領

の
炭
坑

に
つ

い
て
』
、
『
地
方
史
研
究
』
第
一

九
巻
三

号
、
四

九
～
五
〇

ペ

ー
ジ
。

桧
垣
元
吉
「
唐
津
藩
石
炭
史
の
研
究
」
、
『
史
淵
』
第
八
二

輯
、
九
三

ペ
ー
ジ
。

入
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〇

2
1
）

〇

戝
一
）

〇

2 3

）

（

2 4

）

〇

2 5

）

〇

2 6

）

（

2 7

）

〇

2 8

）

（

2 9

）

〇

3 0

）

（

3 1

）

〇

3 2

）

（

3 3

）

（

3 4

）

（

3 5

）

〇

8 6

）

同

上
、
九
六

ペ
ー
ジ
以
下

参
照
。
　

・

同

上
、
一
〇

三

ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　

’

児
玉

音
松

『
筑
豊
鉱
業
頭
領
伝
』
、
『
近
代
民
衆
の
記
録
２
鉱
夫
』
、
四
〇

ペ
ー
ジ
。

同

上
、
四

六

ペ
ー
ジ
。
　
　
　

’

同

上
、
五

て
ペ
ー
ジ
。

同

上
、
五

五

ペ
ー
ジ
。

同

上
、
六
四

ペ

ー・
’ジ
。。

同

上
、
七

で
ペ
ー
ジ
。

同

上
、
七
七
ペ

ー
ジ
。
　
　
　
　

’

同

上
、
一
〇
ハ

ペ
ー
ジ
。

同
上

、

’一
一
ハ

ペ

ー
ジ
。

同
上
、
一

一
九
ペ

ー
ジ
を
参
照
。

同
上

、
五

六
ペ

ー
ジ
。

『
鉱
山
沿
革
調

』
。
『
明

治
前
期
肥
前
石

炭
砿
業
史
料
』
、
四

ペ
ー
ジ
。

同
上
、
二

六
ペ
ー
ジ
。

同
上
、
四

ぺ
ｒ

ジ
。

㈲
　

頭
領
制
の
下
で

の
納
屋
制
度
の
形

成

で

は
、
納
屋
制
嵐

ど
は
何
で
あ
ろ
り

か
・

徳
川

末
期
の
石
炭
業
に

お
い
て
、
頭

領
制
の
下
に
納
屋
貿
度

が
形

成
さ
れ
て

い
た
こ
と
を

示
す
前

に
、
納
屋
制

度
と
は
何

か
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

か
つ
て
隅
谷
三
喜
男
氏

は
、
納
屋
制
度

の
「
概
念

規
定

が

か
な
り

ル
ー
ズ
」

で
あ
る
こ
と
を
正

す
た
め
に
「
納
屋
制

度
の
成
立
と
崩
１７
Ｊ

と
い
う
論
文
を
発
表
し

た
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
も
納
屋

制
度
の
概
念

は
一
向

に
明

確
に
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

に
思

う
。
隅
谷
氏
は
、
納
屋
制

度
と
頭
領
制
度
、
世
話
方
制
度
、

飯
場
制

度
、

あ
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１

卜

４

き

る

い

は

友

子

制

度

と

の
相

違

、

区

別

を

主

張

し

た

が

、

納

屋

制

度

と

は

一
体

何

で
あ

る

か

を
明

確

に

し
て

は

い

な

い

。
隅

谷
氏

に

よ

る

と

ま

ず

、
「

納

屋
制

度

な

る
も

の

は
、

坑

夫

の

募

集

、ｊ
作

業

の

監

督

’
請

負

、

お
よ

び
飯

場

経

営

の

三

つ

を

包

含

す

る

も

り
で

あ

り

、

個

々

の
ヶ

Ｉ

ス

に
つ

い
て

い
え

ば
、

必

ず

し

も

こ

の
三

つ

を
兼

ね
備

え

て

い

る

も

の

で

は

な
一一
一
Ｊ

と

規
定

さ

れ

で

い

る

。

こ

こ

で

は

納

屋

制

度

が

、

納

屋

頭

に
よ

る

請

負

制

度

、

す

な

わ

ち
炭

坑

経

営

主

に
代

っ
て

坑

夫

の
募

集

や
作

業

の

監
督

、

お

よ

び

納

屋

経

営

に

よ

る

坑

夫

へ
の

住

居

貸

与

、

日

用

品

の
供

給

、

生

活

管

理

な

ど

を
代

行

す

る
請

負

制

度

で

あ

る

こ

と

の
指

摘

が
忘

れ

ら

れ

て

い

る

。

も

っ

と

も

隅

谷

氏

の
場

合

は
も

ち

ろ

ん
モ

れ

が
念

頭

に
あ

る
こ

と

は
明

ら

か

で
あ

る

が
、

概

念
規

定

を

し
よ

う

と

す

る

折

に

、

大

前

提

を
忘

れ

る

こ

と

は
誤

解

を

招

く

こ

と

に

な

る

の
で

好

ま

し

い
こ

と

で

は

な

い
。

隅

谷

氏

の
規

定

は

、

こ

の
前

提

を

付

し

た
上

で

も

不

明

瞭

で

あ

る
。

何

故

な

ら

さ

き

の
三

つ
機

能

を
兼

ね
て

い

る

も

の

が

通

常

本

来

の
納

屋

制

度

と

み

ら

れ

る

の

に
、

三

つ

の
機

能

を
個

々

の
場

合

に
兼

ね
備

え

て

い

な

く
と

も
よ

い

と

規

定

し
て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

と

い

う

こ

と

に
な

る
と

、

坑

夫

の

募

集

の
み

を

行

な
り

請

負

人

制

度

も

納

屋

制

度

で

あ

る
と

い
う

こ

と

に

な

り
、

か

つ

、
炭

坑

の

た

め

に

下

宿

屋

を

営

む

納

屋

頭

も

納

屋

制

度

を

構

成

す

る

と

い
う

こ

と

に

な
る

。

私

は

す
で

に
こ

う

し

た
納

屋

制

度

の

一
機

能

の

み

を

行

な

う

制

度

は

、

納

屋

制

度

の
崩

壊

形

態

、

納

屋

と

い
う

名

を

付

し

て

行

な

わ
れ

て

い

る

が
、

も

は
や

本

来

の
納

屋

制

度

で

は

な

宍
ど

主

張

し

た

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘、。

ま

た

隅

谷

氏

は
、

別

の

と

こ

ろ

で

は
、

納

屋

制

度

を

日

清

戦

争

後

の
炭

坑

労
働

力

統

括

機

構

と

し

て

把

え

、「

納
屋

を

中

心

と

し

、
労

働

者

を

募

集

し

雇

入

れ

、

納

屋

に
居

住

せ

し

め
て

こ

れ
を

管

理

し

、

出

勤

を
督

励

し
、

作

業

に
対

し

て

も

監
督

し
て

出
炭

の

増

加

を

図

る

」

制

度

と

規

定

し

、

し

か
も

こ

れ

は
「

狭

義

の

『
納

屋

制

匹
い
』

で

あ

る

と

付

け

加

え

て

い

る
。

こ

の
規

定

に

よ

っ
て

隅
谷

氏

の

納

屋

制

度

の
概

念

規

定

は
、

細

か

に
み

て

い
く

と

い
よ

い
よ

不

明

瞭

と

な

る
。

第

一

に
、

こ

の
狭

義

の

規
定

の

ほ

か

に

広

義

の

規

定

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

が

、
モ

れ

が

明

確

に
示

さ
れ

て

い

な

い
。

第

二

に
、

も

し

さ

き

の
規

定

を
広

義

の
規

定

と

す

る

と
、

隅
谷

氏

の

納

屋

制
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度
概
念

は
い
よ
い
よ
不
明

瞭
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、

前
の
規
定

で

は
、
「
作
業
の
監
督
・
請
負
」
を
納
屋
制
度

の
機
能

と
し
て

規
定

し

て
い

る
。

と
こ

ろ
が
後
の
規
定

で
は
「
作
業

に
対
し
て
も
監
督
」

す

る
だ
け
で
、
作
業

の
請
負

は
な

い
。
も

っ
と
も
こ

の
作
業

の
請

負

が
、
採
炭
請
負

を
意
味

し
て
い
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
し

か
し
、
隅
谷
氏

の
規
定
す

る
納
屋
制

度
は
、

隅
谷

氏
が
モ
れ

と
区
別
す

る
頭
領
制

度
の
中

に
も
存
在
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

隅
谷
氏

に
よ
れ
ば
、
す

で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
頭
領
制
度

は
、
「

坑
夫
募
集
、
採
炭
請
負
、
納
屋
経
営

の
三
つ

の
機

能
を
営
」

む

制
度
で

あ
り
「
納
屋
頭

も
そ
の
配
下

に
お
く
」
制

度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
隅
谷
氏
の
狭
義

の
納
屋
制
度
と
異
な

っ
て

い
る
の
は
、
頭
領

憫

は
、
納
屋
頭

の
上

に
位
置
し

、
採
炭
請

負
を
行
な
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
こ

の
頭
領

の
採
炭
請
負

は
、

全
体
と
し
て
炭
坑
主

に
代

っ
て
労
働
力

の
統
括

す
な
わ
ち
坑
夫

の
募
集
か
ら
作

業
の
監
督
－

納
屋
経
営

に
よ

る
坑
夫

の
管
理
と
別
個

に
分
な
わ
れ

る
の
で

な

く
、

ま
さ
に
そ

れ
ら
を
包

含
し

て
お
り
、

つ
ま
り
採
炭

請
負
を
除
け

ば
、

そ
れ
自
体
隅
谷
氏

の
規
定
す
る
納
屋
制
度

の
機
能
そ

の
も

の

を
包
含

し
て

い
る
の
で

あ
る
。
従

っ
て
、

こ
う
し
た
内
的
な
関
係
を
無
視
し
て
採
炭
請
負

は
頭
領
制
度
。
採
炭
請
負
を
行

な
わ
な
い
納

屋
制
度

は
、
納
屋
制

度
と
区
別

す
る
こ

と
は
ど
う
み
て
も
お
か
し
い
。
私
が
、
頭
領
制
の
下

に
包
括
さ
れ
て
い
る
納
屋
制
度
を
前
期
納

屋
制
度

と
呼

ぶ
の
は
、
そ

う
し

た
両

者
共

通
の
関
係

を
概
念
的
に
と
ら
え

よ
う
と
す
る
た

め
で
あ
る
。

私
自
身

が
か
つ
て
行
な
っ
た
納
屋
制
度

の
規
定
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
「
納
屋
制

度

と

は
、
資
本
制
的
炭
鉱
経
営

に
お
け

る
採
炭

様
式

の
手
労
働
性

と
分

散
性

と
労
働
力

の
不

足

を

理
由

と
し
て
、
資
本

の
労
働
力

の
実
質

的
包
摂

が

不
充
分
で
あ

っ
た
た
め

に
、
炭

砿
資
本

が
、

資
本

の
指
揮
（

労
働

力
の
管
理
・
監
督
）

と
労
働

力
の
供
給

〇
募
集
）
を
請
負
人
に
請
負
せ
、

か
つ
労
働
者

を
、

請
負
人
又

は
資
本

の
住
居

に
住

ま
わ
せ
請

負
人

の
支
配

の
も
と
に
労
働

者
を
炭

砿
に
緊
絆
し
資
本
に
労
働

力
の
供
給
を
保
障
さ
せ

る
た

め
の
資
本

主
義
的
制

度
な
の
で

あ
愆

。
そ
し
て
請
負
人
が
採
炭
請
負

に
基

づ
い
て

い
る
場
合
と
採
炭
請
負

は

行

な
わ
ず

労
務
管
理
請

負

に
基

づ
く
場
合

に
分
け
、
前
者

を
前
期
納
屋
制
度
、
後

者
を
後
期
納
屋
制
度

と
に
分

け
た
の
で
あ
っ
た
。
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卜

臺

・
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し

か
し
こ

の
規
定

は
、
従
来

の
通

説
の
よ
う

に
納
屋
憫

度
を
何
か
封
建
的
な
も
の
、
資
本
主
義
と
相
入
れ

な
い
も
の
と
み
る
見
解
に

反

対
し
、
近
代
的
な
高
島
炭
坑

に
お
け

る
資
本

に
よ
る
納
屋
制

度

の

運

用

を

強

調
す

る
あ
ま
り
、
徳
川
時
代
末
期

の
資
本

主
義

と
し

て
は
不
十
分

な
藩
営
炭
坑

に
お
け

る
納
屋
制

度
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
確

か
に
納
屋
制
度

は
、
炭

坑
の
近
代
化
過
程

に

お
い
て
、
近
代
的
な
資
本
主
義
的
炭
坑

の
開
発
過

程
に
発
展
し

た
し
、
納
屋
制

度
の
弊
害
も
そ
こ
で
集
中
的

に
発
現

し
た
。
従

っ
て
納

屋

制
度
を
資
本

主
義

と
別

個
の
も
の
と
し
て
扱

う
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
頭
領
制
度
に
し
ろ
、
金
属
鉱
山

の
飯
場
制
度
、
友
子
制

度
に
し
ろ
、

い
わ
ゆ

る
近

代
的

資
本

主
義
経
営
に
お
い
て
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
以
前

に
す
で

に
発

生
し
て
い
た
も
の
が
近

代
的
資
本
主
義
的

経
営
に
お
い
て
も
導
入

さ
れ
、
拡

大
再

生
産
さ
れ
た
と
み

る
方
が
、
歴
史
的
事
実

に
合

致
し
て
い
る
と
い
わ
な
け

れ

ば
な
ら
な

い
。
従

っ
て
、
納
屋
制
度

の
概

念
は
、
こ

の
歴

史
的
事
実

に
基
づ

い
て
訂
正
さ
れ
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
。

金
属
鉱
山

の
友
子
制
度

に
つ

い
て

は
、

私
採
す
で
に
徳
川
期
の
鉱
山
で
友
子
制
度
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
幾
匹

ど
も
実
証
的

に

示
し

た
。

こ
こ
で
は
、

徳
川
期

の
在
来
石

炭
業
に

お
い
て
、
頭
領
制
度
の
中

に
納
屋
制
度
が

ど
の
よ
う
に
形

成
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討

し

た
い
。

す
で

に
こ
れ
ま
で
の
頭

領
制

度
の
形

成
の
検
討

に
よ
っ
て
納
屋
制
度
の
存
在
が
示
唆
さ
れ

た
が
、

ま
ず
筑
前
の
仕
組
法
の
中
に
納
屋

制
度

の
存
在
を
み
た
い
と
思
う
。
筑

前
で
は
一
八
三
〇

年
代

に
仕
組
法
が
確
立

さ
れ

た
が
、
そ

の
過

程
で

福
岡

藩
は
、
一
定
の
雇
用

政

策

を
確
定
し
た
。
こ
れ
は
後
に
詳
し
く
分
析
す

る
こ

と
に
な
る
が
、

旅
人

と
い
わ
れ

る
領
外

の
坑
夫
、
村

方
以

外
の
坑
夫
の
雇

用
を
一

定
の
条
件

で
認

め
た
。
藩
営
炭
坑
の
請
負
人
は
、
村
方
以
外

の
坑
夫
を
雇
用
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
炭

坑
の

近
く

に

坑
夫
小
屋

を

建

て
、

彼
ら
を
そ
こ
に
住
ま
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

モ

の
場
合
、
徳
川
期
の
諸
藩

は
、
一
般

に
村
方
以
外
の
坑
夫

を
村
方

か
ら
隔

離
す

る
政

策
を
と
っ
た
。
直
接
の
資
料
は
今

の
と
こ
ろ

見
当

ら
な

い
が
、
福
岡
藩
の
場
合
も
、
そ
う
し

た
こ

と
は
い
う

ま
で

も
な
い
。

村
方

か
ら
隔
離
さ
れ
た
坑
夫
は
、
山
元
の
経
営
す

る
納



４
　

屋

に
住
み
、

い
わ
ゆ
る
勘
場
と
呼
ば
れ

る
炭
坑
の
事
務
所
で
、
日
用
品
の
供
給
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
八
三
八
年
（
天

保
九

年
）

の
福
岡
藩

に
よ
る
「
焚

石
郡
仕

組
御
達
箇
条
」

の
一
節
に
、
「
一
、
掘
子
旦

雁
之

者
へ
売
渡

候
諸
品
、

高
利

を
貪

り
無
情
を
取
計
、

仕
間
敷
候
事
」
と
あ

る
。
こ

れ
は
山
元

の
経
営
す

る
売

り
勘

場
が
暴
利

を
貪
る
こ
と
に
警
告
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し

た
事
態

は
、

山
元
に
雇

用
さ
れ

た
坑
夫

が
、
炭

坑
周
辺

の
納
屋

に
住
み
、

山
元

の
経
営
す

る
勘

場
に
依
存
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
た

と
こ
を
示
唆
し

て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
藩
営
炭
坑

の
請
負
人
で
あ

る
山
元

か
棟
梁

が
、
直
接

納
屋

棟
梁

と
な
っ
て
い
る
納
屋

制
度
が
形

成
さ
れ
て
い

る

と
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
も
し
山
元

の
下

に
い

る
棟
梁

が
、
明

治
期

の
よ
う
な
棟
梁

の
下

に
い

る
納
屋
頭
的
存

在
で
あ
れ
ば
、
モ

こ
に
明
治
期
の
棟
梁
１

納
屋
頭

―
坑
夫
と

い
う
関
係
が
成
立
し
て

い
る
と
見

な
す
こ

と
が
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
炭
坑

は
、

す
べ
て
村
方
以

外
の
坑
夫

に
よ
っ
て
採
炭
が
行
な
わ
れ
て
い

た
わ
け
で

は
な

い
の
で
、
す

べ
て
の
山
元

が
、
納
屋

制
度
を
擁
し
て

、。
　
い
た
と
は
い
え
な
い
。

』
　
　

豊
前
に
お
い
て
も
事
態
は
同

様
で
あ
っ
た
‥

す
で
に
み
た
よ
う

に
豊
前
の
一
炭
坑
の
棟
梁

は
、
自

か
ら
も

坑
夫

を
抱

え
て
炭

坑
を
経

・
・
　

営
し

て
い
る
だ
け
で

な
く
、
世

話
人

を
配
下

に
置

い
て
別
の
炭
坑
を
経
営
さ
せ
て
い
る
。
豊
前
で
は
、
村
方
以
外

の
坑
夫

の
使
用

が
頻

繁
で

あ
っ
た
た
め
、
小

倉
藩
は
、

し
ば
し
ば
坑
夫
の
村
方

か
ら
の
隔
離
を
強
調
し
た
。
例
え
ば
、
一
八
四
四
年
（
天

保
一
五
年
）

の
資

料

は
、
「
石
炭

山
掘
子

の
者
共
村
方

二
立
交
り

償
饌

は
、
兼

々
稠
敷
御
沙
汰
被
仰
付
慰

と
あ
り
、

一
八
四

七
年

〇
弘
化
四
年
）
の

資

料
に
も
「
石
炭
山
之
者
、
用
事
之
外
村
方

へ
罷

出
償

義
者
、
無

之
様
締
り
方

竪
可
申
付

償
事
」

と
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
の
下
で
旅
人

坑
夫
は
、
納
屋

制
度
の
下

に
生
活
し
て
い

た
と
思
わ

れ
る
。

唐
津
に

お
け
る
請
負
人

の
下
で

は
、
納
屋
制
度

は
も
う
少
し
資
料
的

に
浮

ぼ
り
に
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

一
八
六
二
年
（

文
久
二

年
）

に
出
さ
れ
た
炭
坑
へ

の
政
策

の
「
覚
」

り
一
項

に
、
「

掘
子

共
之
饌
米
価
者
勿
論
何
贔

二
よ
ら
ず

勘
場
よ
り

相

求
候
通
法

二
有
之

侯

二
付
若
心
得
違

村
方
へ
立
入
諸
品
相
調
償
共
売
渡
申
間
敷
候
却

と
あ

る
。
こ
こ

に
は
。
元
方
と
呼

ぱ
れ
る

請
負
人

の
経
営
す
る
勘



徳川期石炭業における技術・経営・質労働55

ｊ

卜

４

き

場

で
村
方
以

外
の
坑
夫
が
生
活
し
て
い

る
様
子
が
示

さ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

一
八
六
六
年
（

慶
応
二
年
）
の
唐
津

の
資
料

に
よ
れ
ば
、
炭
坑

の
開

発
に
際
し
て
、
掘
子

匸
一
〇

大
、
車
下

八
〇
大
の
坑
夫
た

ち
の

た
め
に
家
族
持
坑
夫
の
「
小
納
屋
三
拾
軒
」
、
単
身
者
坑
夫
の
「
大
納
屋
三

誤

の

建
設
を

行
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
炭
坑
周
辺

に

坑
夫
を
住
ま
わ
せ

る
納
屋
で
、
旅
大
坑
夫
た

ち
は
、
勘
場
で

日
用

品
を
購
入
し
、

山
元

請
負
人
の
下

で
働

い
て
い
た

の
で
あ

る
。

高
島

炭
坑
に
お
い
て
、
在
来
炭
坑
時
代

に
は
、

か
つ
て
私

は
納
屋
制

度
は
み
ら
れ
な

か
っ
作一
ど
主
張
し
た
が
、
現
在

は
成
立
し
て

い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
『
高
島
記
』
に
は
、
「
其

の
所

に
深

掘
よ
り
町
人
の
出
店
有
之
諸
色
屋
と
申
侯
、
金
銀
両
替
を
は
じ

め
諸
色
弁
利

を
通
申
候
」
と
あ

っ
た
。
私

は
こ

の
記
述

か
ら
棟
梁

た
ち
は
、

勘
場
を
経
営
せ
ず
、
日
用
品
は
、
深
掘

か
ら
来

た
商
人

に

よ
っ
て
商
わ
れ
て
い
た
と
み
た

か
ら
で
あ

る
。
も

し
そ

れ
が
事
実

と
し
て
も
、
藩
営
炭
坑
の
請
負
人

の
下

で
坑
夫
が
雇
用

さ
れ
て
、
請

負
人

の
納
屋

等
に
住
み
、
採
炭

に
従
事
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
売

り
勘

場
が
町
人

の
経
営
だ

っ
た
と
し
て
も
納
屋
制
度

に
近

い
存
在
で

あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

以

上

の
よ
う

に
き
わ

め
て
限
ら
れ

た
資
料

に
基

づ
い
て

だ
が
、

徳
川
期
の
在
来
石
炭
業
に
頭
領
制
度
と
一
体
と

な
っ
た
納
屋
制
度

が

形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
き

た
。

か
つ
て
遠
藤
正
男

は
、

納
屋
制
度

の
発
生
過
程
を
論
じ
て
、
次

の
よ
う

に
述

べ
た
。
す

な
わ

ち
徳
川
末
期
、
「

山
元

石
炭

稼
人
中
の
有
力
な

る
も
の
が
一
山
元
を
統
一
し

た
坑
主

と
な
っ
て
、

問
屋

よ
り
資
本
の
融
通

を

受
け
他

の

稼
大
を
雇
人

の
如
く
使
用
し
て
作
業

を
支
配

し
、

採
掘
炭

を
問
屋
に
納

め
る
」

か
、
「
問
題
の
使
用
人
中

企
業

才
能
の
あ

る
者

が

問
屋

の
命
に
よ
り
、
直
接
各

地
の
山
元

村
に
至
り
、
『
雇
頭
』

と
称

す
る
一
種

の
請
負
人
を
任
命
し
て
坑
夫
の
全
作
業

を

監
督
せ
し
め
、
収

穫
炭

を
問
堺

へ
収

め
る
」
場
合
、

問
屋

に
従
属
し
た

請
負
人
あ

る
い
は

問
題
の
。使
用
人

か
ら
『
雇

頭
』
と
な

っ
た
雇
人

は
、
「
掘
子
と

の
間

に
は
封

建
的
身
分

的
強
制
労
働
の
関
係
が
生

ず
る
に
至

つヽ
て
、
モ

れ

よ
り
所
謂
納
屋
制

度
へ
発
展

す
る
の
で
あ
一一一
Ｊ

と
。
遠
藤
正

男

の
納
屋

制
度
の
性
格

に
対
す

る
封
建
的
評
価

は
今

は
お
く

と
し
て
も
、

遠
藤
は
、
問
屋
制
に
係

わ
る
炭
坑
に
お
け
る
納
屋
制
度
の
形
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成
を
適
格

に
把
握
し
て

い
る
と

い
わ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。

こ
の
見
解
に
対
し
て
隅
谷
氏

は
、
こ
こ
で
も
こ
れ

は
納
屋
制

度
の
発

生
で

は
な
く
「
む
し
ろ
棟
領

の
発
生
と
み
な
す
べ
き
で
あ
抓
Ｊ

と
批
判

す
る
。
し
か
し
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
納
屋
制
度

は
、

む
し

ろ
頭
領
制

度
と
し
て
形

成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
少

な
く
と

も
勘

場
が
山
元
な
り
元
方
と
い
う
請
負
人
頭
領

に
属
す
限
り
で
、
こ
こ
で

は
採
炭
請

負
人

に
よ
る
納
屋
制

度
が
形

成
さ
れ
て
い

る
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
納
屋
制
度
は
、
棟
梁
に
従
属
す

る
納
屋
頭

に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
棟
梁

自
身
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
遠
藤
正
男
は
こ
の
点
を
み
て

と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
納
屋
制

度
は
、
探

領

が
内

部
分
化

し
、

棟
領
－

小

棟
領
－

坑
夫
と
い
う

支
配
機
構

を

形

成
す
る
よ
う
に
な

る
時
、
し

か
も

高
島
炭

坑
で

は
、
棟
梁
１
小
頭

（
又

は
納
屋
頭
）－

坑
夫
、

明
治
初
期
の
肥
前

の
よ
う
に
棟
領
Ｉ

納
屋
頭
－

坑
夫

と
い
う
形
態
を

と
る
よ
う

に
な

る
時

に
、
納
屋
制
度

は

そ
れ
自
体
と

し
て
棟
頌
制

の
下

部
機

構
と
し

て
現

象
す
る
よ
う
な
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ

の
納
屋
制
度
も
、
複
数
の
納
屋
頭

を
統

括

す

る
頭
領
制
度

の
一
側
面

な
の
で

あ
っ
て
、

納
屋

頭
が
頭

領
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
限
り
、
ほ

ぼ
頭
領
制
度

の
一
構
成
要
素
な

の
で
あ

る
。
こ
う
し

た
側
面

を
み
な

い
で
、
採
炭
請
負
を
伴

な
わ
ず
、
頭

領
を
上
に
頂

か
な
い
頭
領
制
度
の
み
を
納
屋
制
度
と
呼

び
、
頭
領
制

度
が
内
包
す

る
納
屋
制
度
を
無
視
す

る
の
は
、
表
面
的

な
分
類
学

と
の
謗
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
い
で
に
論
じ
れ
ば
、
明
治
二
〇

年
前
後

の
麻
生
飽
田
炭

坑
の
「
棟
梁
制

度
」

を
実

証
的
に
分
析
し
た
東
定
宣
昌
氏
も
、
隅
谷
氏
の

理

論
を
通
説
と
し
て
支
持
し
、
私
の
隅
谷
氏
批
判
を
「
若
干

の
誤
読
」

に
基

づ
く

と
し

り
ぞ
け
た
。
し
か
し
、
東
定
氏
も
、
飽
田
炭
坑

に
棟
梁
以
外

の
坑
夫
募
集
人
を
見

出
し
た
り
、
棟
梁
の
支
配

の
外

に
納
屋
頭

を
見
出
し
て

い
る
も
の
の
、

棟
梁

自
身
が
「

自
己
の
納
屋

を
所
有

し
」
、
「
坑

夫
の
募
集
・
引

止
め
に
当

っ
て
い
劼
一

こ
と
を
認
め
、
結
局

は
、
棟
梁
制

度
が
納
屋
制

度
を
内

包
し

て
い
る
こ
と
を

（
1
8）

認

め
て

い
る
の
で

あ
る
。

最
後

に
、
納
屋
制
度

の
機

能
の
面

に
つ

い
て
二
点

に
わ
た
っ
て
指
摘
し

て
お
き

た
い
。
一
つ

は
、
納
屋
制
度

の
親
方
制
・

徒
弟
制
度
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参

的
側
面

に
つ
い
て
で
あ

る
。
親
方
制
度

は
、
一
般

に
あ
い
ま
い
で

あ
り
、
そ

の
概
念
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
労
働
制

度

に
係

わ
る
親
方
制
度
と
は
、
一
、
技
能
養
成
を

め
ぐ
り
徒
弟
制

を
と
り
、
親
方
子
方

を
形

成
し
て
い
る
、
二
、
労
働
集
団
の
秩
序
を
維

持
す

る
た

め
に
上
下

の
ヒ

已
フ
ル
キ
ー
を
形
成
し
て

い
る
、
三
、

親
分
子
分

の
関
係
に
経
済
外
的
な
家
父
長
的
な
義
理
人
情
を
基
づ
か

せ
て
い
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
社
会
関
係

と
い
う
程
度

の
こ

と
で

よ
い
。

と
す
る
と
、
炭
坑

に
お
け

る
頭
領
制
度
・
納
屋

制
度
に
は
、
親
方
制
度
の
側
面
が
あ

る
こ

と
に
な
る
。
明

治
期

に
お
け

る
頭
領
制
度
・

納
屋

制
度

の
親
方
制
度
的
側
面

に
つ

い
て

は
、
今
更
指
摘
す

る
ま
で
も

な
く
、
大

山
敷
太
郎

氏
に
よ
っ
て
遍
く
強
ｍ

ぎ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
徳
川
期
の
頭
領
制
度

に
つ

い
て
み

る
と
、
そ

の
点

を
誰
れ
も
あ
ま
り
指
摘
し
な
い
し
、
そ
れ
を
示
す
資
料
も
著
し
く
少

な
い
。
し

か
し
我

々
は
、
山
元
、
元
方

と
い
う
名
称

で
は
な
く
、
棟
梁
、
頭

領
と
い
う
名
称
自
体
に
、
親
方
制
の
存
在
を
み
る
こ
と
が

で
き

る
。
す
で

に
み
た
よ
う

に
、
請
負
人

は
。
棟
梁
（
頭
領
）

で
あ
っ
て
、

坑
夫

は
捐
子

で
あ
っ
た
。
こ
の
棟
梁
－

掘
子
の
間
に
何
故

親
方

制
度
が
形
成
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。

児

玉
音
松
の
『
頭
領
伝
』
は
、
頭
領

た
ち
が
す
ぐ
れ

た
技
術
者
で

あ
り
、
頭

領
が
親
分
子
分

の
関
係
を
基
に
坑
夫
を
養
成
し
回

」
と

を
詳
細
に
示
し

た
。
徳
川
期

の
頭
領

た
ち
も
ま
た
、

在
来
採
炭

技
術

の
担
手
と
し
て
、
新

入
の
坑
夫
特
に
専
業
の
坑
夫
に
な
る
こ
と
を

希
望
す

る
日
雇
を
教
育
し

た
で

あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
明

治
期
の
頭
領

は
、

多
く
の
子

分
を
持
ち
子

分
を
頭
領

と
し
て
養
成
し
た
の
で
あ

る
が
、
谷
角
助

は
、
「

五
十
名
に
近
き
頭
領
」
を
「

養
成
し
」
、
「
頭
領
社
会

に
於
け

る
氏
が
勢
力

は
、

何
れ
に
向
い
て
も
子

か

孫

か
を

遇
す

る
如
き
次
第
な

る
」

と
い
わ
れ
て

い
る
。

炭
坑
が
一

定
の
技
術
を

必
要

と
す

る
限

り
、
モ

こ
に
技

術
の
伝
習
を
め
ぐ
っ
て
ル

ー
ズ
な
も
の
な
が
ら
徒
弟
制
度
が
形
成
さ
れ

る
こ

と
は
間
違

な
い
。
更

に
親
方
制
度

を
必
要

と
し

た
も
の
に
炭

坑
と
い
う
特

性
が
あ
る
。
炭

坑
は
危
険
な
地
下

労
働
が
行
な
わ
れ

る
と
こ

ろ
で
あ

る
。
そ

う
し

た
場
合
、
労
働

秩
序
の
厳

し
さ
が
要

求
さ
れ
る
。
更

に
労
働
秩
序
も
あ

る
程
度
自
発
性
を
も

っ
た
も
の
で
な
け
れ
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ぱ
な
ら
な
い
。
炭
坑

の
労
使
関
係

は
、

か
く
し
て
、
使
用
人
で

あ
る
頭
領

と
労
働

者
で

あ
る
坑
夫

の
間

に
、

親
分
子
分
の
義
理
人
情
の

関
係
、

親
分

の
た

め
な
ら
命
を
ち

い
と

は
な
い
と

い
う
情
感

を
意
図
的

に
つ
く

り
だ
し
、
坑
内
労
働

の
自
主

的
秩
序
の
維
持

か
つ
労
働

力

の
確
保
を
は

か
る
必
要
が
生
ま
れ

る
。
親
方

は
ま
た
子
分
で
あ

る
坑
夫

に
技
能

を
伝
授
す

る
だ
け
で

な
く

、
坑
夫

○
傷
病
に
見
舞
金

を
出
し

た
り
、
正
月

盆
暮

に
償
与
金
を
与
え
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
関
係

は
、
明
治
期

の
頭
領
制
度
・
納
屋
制
度

に
み

ら
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
徳
川
期

に
も
み
ら
れ

た
に
違
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

尚
、
金
属
鉱
山

に
お
い
て
は
、
歴

史
が
長
い
こ
と
、
発
展
が
著
し
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
徒
弟
制
度

を
中
心

に
友
子
制

度

と
呼
ぼ

れ

る
鉱
夫

の
同
職

組
合

が
形

成
さ
れ
胡

し
か
し
九
州
の
炭

坑
で
は
、

友
子

制
度
と
し
て
は
明
確

に
炭
坑
夫

の
同
職
組
合

は
形
成

さ
れ

な

か
っ
た
。
し

か
し

逆
に
み

る
と
、
九
州

の
炭

坑
に
は
、
頭

領
制

度
・
納
屋

制
度
と
い
う
親
方
制
度
が
形
成
さ
れ
、
友
子
制
度
が
も

っ

て
い
た
よ
う
な
機
能
を
一
定

程
度
果

た
す
こ

と
に
な
っ
た
。
実

は
明
治
期
の
九
州
に
お
い
て
友
子

制
度
が
普
及
し
な

か
っ
た
の
は
、
右

の
事
情
に
根
拠
が
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ

る
の
で
あ

る
。
明
治
期

の
常
盤
地
方

や
北

海
道
の
炭

坑
で
、
坑
夫
の
調
達
、
養
成
、
そ
し
て
炭

坑

の
秩

序
維
持
の

た
め
に
金
属
鉱
山

か
ら
友
子
制
度
が
導
入

さ
れ
、
定

着
し

た
。

九
州

に
お
い
て
は
、

明
治
期
に
入
っ
て
著
し
く
石
炭

業

が
発

展
し

た
に
か

か
わ
ら
ず
、
労
働
力
の
達
調
や
養
成
、
炭
坑

の
秩
序
維
持

の
た
め
に
九
州

の
炭
坑

に
と
っ
て
異
質

の
友
子
が
流
入

し
、
普
及
す

る
こ

と
は
な

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
機
能

は
、
頭
領
制
度
・
納
屋
制
度
が
果

た
し

た
の
で
あ

る
。
こ

れ
が
九
州
の
炭

坑
で

友
子

制
度
が
普
及
し

な
か
っ
た
理

由
で

あ
る
。

第
二

の
問
題

は
納
屋
制

度
の
性
格
の
問
題
で
あ
る
。
徳
川

期
の
納
屋

制
度

は
、
性
格
的
に

は
明
治
維
新
後

の
納
屋
制
度

と
か
な
り
異

な

っ
て

い
た

と
思

わ
れ

る
。
そ
の
最

大
の
根
拠
は
、
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
、

炭
坑
主
の
性
格

の
違
い
で
あ

る
。
徳
川
期

の
炭
坑
主

は
、

殆
ん
ど
藩
主
で
あ

り
、
商

品
生
産

者
で
あ
る
に
し
て
も
本
来
の
資
本
家

で
は
な
い
。
明
治
期
の
炭
坑
主

は
、
二
、
三

の
官
営
炭
坑

を
除

け
ば
、
す
べ
て
資
本
家
で

あ
り
、
な
か

に
は
大
資

本
家

も
い
た
。

資
本

家
の
利
潤

追
求

欲
は
単
に
財
源

不
足
を
補
填
す

る
藩

営
炭
坑
の
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牟

場
合

と
異

な
っ
て
激
し
く
、

か
つ
蓄
積
を
目
指
す
点
で
用
意
周
到
で
あ

る
。
納
屋
制
度

は
、
資
本
蓄
積
を
強
行

す
る
労
働
力

の
統
括
機

構
と
し
て
坑
夫
に
対
す
る
厳
し
い
収
奪
と
抑
圧

を
伴
な

っ
た
。
他
方
徳
川
期

の
納
屋
制
度

は
、
資
本
主
義

的
納
屋
制

度
の
如

き
厳
し

い

抑
圧
機

構
と
な
っ
て
い
た

か
ど
う

か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ

る
。

も
う
一
つ
の
根
拠
は
、
労
働

市
場
の
状
況
の
違
い
で
あ

る
。
後

に
み

る
よ
り

に
、

徳
川
期

の
石
炭
業

は
、
与

え
ら
れ
た
条
件
の
下

で

細
々
と
営
な
ま
れ
た
。
労
働

力
が
不
足
し
て
も
、
村
方
の
労
働
力

に
依
存
す

る
ほ
か
、
一

定
の
自
由

な
労
働
市

場
を
前

提
に
旅
人
坑

夫

を
雇
用

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
請
負
人
た
ち
は
、
冪

藩
体
制

の
下
で
湧
出

さ
れ
る
労
働
力
を
与
え
ら

れ
た
も
の
と
し
て
雇
用

し
た
に
と

ど
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
期
の
納
屋
制
度

は
、
雇
用
の

全
面
的
自
由

の
体
制

の
下

で
、
石
炭
業

の
発
展

に
伴

っ
て

労
働
力

が
不

足
す
れ
ば
、
い
か
な
る
地
域
か
ら
も
、
い

か
な

る
職
業

か
ら
も
、
い

か
な

る
手
段
を
講
じ
て
も
労
働
力
を
集

め
、
炭

坑
の
発
展
の
た
め

に
機

能
し
よ
う
と
し
た
。
従
っ
て
こ

の
点

か
ら
も
明
治
期

の
納
屋
制
度

は
、
労
仰
力
不
足

の
傾

向
に
対
応

し
て
、

拘
禁
的

か
つ
抑
圧

的

な
性
格
を
帯
び
た
。
以

上
の
点

か
ら
し
て
徳
川
期

に
形
成
し

た
納
屋
制
度

は
、
明
治
期

の
も
の
ほ
ど
抑
圧
的

か
つ
拘
禁
的

な
も
の
で
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
の
で
あ

る
。

Ξ
の
圓
の
注

（
１
）
　
隅
谷
三
喜
男

｀
日
本
賃
労
働
の
史
的
研
究
』
、
九
一
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
　
同
上
、
九
三
ぺ
１
ジ
。

〇
３
）
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
、
一
六
三
ぺ・
Ｉ

ジ
以
下
参
照
。

〇
４
）
『
日
本
賃
労
働
の
史
的
研
究
』
、
九
八
－

九
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
『
日
本
炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
、
二
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
「
徳
川
時
代
の
金
掘
友
子
に
関
す
る
考
察
」
『
経
済
志
林
』
、
第
四
九
巻
第
四
号
を
参
照
。

（
７
）
『
福
岡
県
史
』
第
二
巻
下
、
二
五
〇
。ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　

・
　
　

・

（
８
）
　
我
蘇
龍
生
「
幕
藩
時
代
に
お
け
る
石
炭
山
の
従
業
者
」
、『
郷
土
田
川
』
ＸＮ
Ｏ
.　２
６
｡
一
九
ペ
ー
ジ
。
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（
９
）

『
田
川

市
史
』

上
巻

、
八
五
〇

ペ
ー
ジ
。

〇
1
0）

桧

垣
元
吉

『
唐
津
蕕
石

炭
史
の
研

究
』
、
『
史
淵

』
第
八
二
輯
、
一
〇

六
ペ

ー
ジ
。

〇
1
1）

『
日
本
石
炭
産

業
分
析
』
、
三
三

ペ

ー
ジ
。

（
1
2）

『
日

本
炭
鉱
賃
労
働
史

論
』
、
一
〇

ペ
ー
ジ
。

（
1
3）
　
同

上
、

七
ペ
ー
ジ
。

〇
1
4）
　
遠
藤
正
男

『
日

本
近
世

商
業
資
本
発
達

史
』
、
一
ニ
ニ

ペ

ー
ジ
。

〇
1
5）

『
日
本

賃
労
働

の
史

的
研
究
』
、
九
ハ

ペ
ー
ジ
。

（
1
6）
　
東

定
宣
昌
「
明

治
二
〇

年
前
後
麻
生
鰭
田
炭
坑
の
『
棟
梁
制
度
』
」
、
秀
村
、
作
道
他
編

『
近
代

経
済
の
歴

史
的

基
盤
』
所

収
、
六
四

一

ペ
ー
ジ
。

（
1
7）
　
同

上
、

六
三

六
七
ペ
ー
ジ
。

（

找一
）
　
尚

。
直

接
こ
こ
で
は
関
係
な
い
こ
と
だ
が
、
東
定
氏
は
、
鰭
田
炭
坑
の
棟
梁
制
度

に
「
一
山
請
負

、或

は
採
炭
請
負

を
み

る
こ

と
は
で
き
な
い
」

（
同
上

六
四
〇

ペ
ー
ジ
）

と
指
摘

し
て
い
る
が
、
隅
谷
氏
及

び

私
が
採
炭
請
負
と
呼

ん
で

い
る
の
は
主
に
、
請
負
人

が
、
労
働
者

を
組
織
し

て
採

炭

し
た
石
炭

量
に
対

し
て
炭
価
の
何
％

か
を
掘
賃
と
し
て
炭
坑
主
か
ら
支
払

を
受
け

る
制
度

○
こ

と
で
あ

る
。
従

っ
て
請
負
坑

が
一

つ
か
半
分

か

は
あ
ま
り
問
題
で
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
東

定
氏
が
鯵
田
炭
坑
に
採
炭
請
負

は
な
い
と
主
張
し
て
い

る
が
、
氏
も
示
し
て
い

る
資
料

に
は
、
棟
梁
役

と
勘
場
役

の
賃
金
は
「
若
松

港
ニ
テ
売
捌
石

炭
壱
万

斤

二
付

、
金
拾
銭

卜
相
定

メ
」（

同
上
、
六
二
九

ペ
ー
ジ
）
と
な

っ
て
い
る
。
東
定
氏

の

請

負

採
炭
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
一
殼
的
に
み
れ
ば
氏
の
見
解

は
混
乱
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

〇
1
9）
　
大
山
敷
太
郎
『
鉱

業
労
働

と
親
方
制
度
』

を
参
照

。

（
2
0）
　
こ

の
点

に
つ
い
て

は
拙
稿

『
日
本
石
炭

業

り
技

術
と
労
働

』
に
お
い
て
強
調
し
、
実
証

し
た
。

（
2
1）

『
筑

豊
鉱
業
頭

領
伝
』
、
『
近
代
民
衆

の
記

録
２
鉱
夫
』
、
三
九
ペ

ー
ジ
、
一
一
九

ペ
ー
ジ
。

（
2
2）

納
屋
制
度

０
そ
う
し
た
面

に
つ
い
て
は
『

日
本

炭
鉱
賃
労
働
史
論
』
で
詳
し
く
分
析
し
て
あ
る
。

（
2
3）
　
友
子
制
度

の
概
念

や
必

然
性
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
友
子
研
究

の
回
頤

と
課
題

」
、
『
経
済
志
林
』
第
四

十
八
巻
第
三
号
で
詳
し
く

論

じ

て

あ

る
。
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参

四

、

在

来

石

炭

業

に

お

け

る

賃

労

働

の
形

成

印
　

藩
政

府
の

賃
労

働
政
策

一
七
世
紀
末

か
ら
経
営
と
し
て
形

成
さ
れ
て
く
る
炭
坑
は
、
賃
労
働
に
依
存
す

る
よ
う

に
な
る
。
質

労
働

と
は
、

賃
金
を
も
ら
っ
て

雇

主
の
た
め
に
働

く
経
済
関

＊
Ｊ
と
で
あ
る
。
歴
史

に
お
い
て
、
こ

の
賃
労
働
が

ど
の
程
度
に
資
本
主
義
的
で
あ
る
か

ど
う

か
は
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
学
に
と

っ
て
大
き
な
論
争
点

の
一
つ
で
あ

っ
た
。

と
く

に
賃
労
働

の
性
格
は
、

在
来
石

炭
業

に
お
い
て
雇

用
主
体
の

性
格
、
す
な
わ

ち
藩
主
で
あ
る

か
、
ま
た
商
人
資
本
で
あ

る
か
、
産
業
資
本
で
あ

る
か
、

は
た
ま
た
中
間

的
な
請
負
業
者
で
あ
る
か
、

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
。
藩
政
府

の
経
営
政
策
、
賃
労
働
政
策

に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
少

な

く
と
も
徳
川
期

の
在
来
石
炭
業

に
お
け

る
賃
労
働
研
究

に
つ
い
て
み

る
限
り
、
炭
坑
労
働

者
の
封

建
的
性
格
を
強
調
す
る
抽
象
的
論
議

は
少
な
く

は
な

か
っ
た
が
、
炭
坑
労
働
者
自
体

の
実
態
を
十
分

に
明

ら
か
に
す

る
努
力
は
極
め
て
乏
し
か

っ
た
、
と
云
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
本
節

の
課
題

は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き

た
在
来
石
炭
業

の
実
態

を
前

提
に
し
て
、

在
来
石
炭
業

の
発
展
を
担

い
支
え
、

か
つ

在
来
炭
坑

の
組
織
者
で
あ

っ
た
専
業

経
営

者
や
頭
領

の
予
備
軍
で

あ
る
熟

練
坑
夫
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る
。

彼
ら

も
ま
た
頭
領

だ
ち
と
並
ん
で
維
新
後

の
わ

が
国
石
炭
業

の
近
代

化
を
支
え

推
進
す
る
役
割
を
担

っ
た

の
で

あ
る
。

私

は
、

ま
ず
産
炭

地
の
諸
藩

が
、
炭
坑

に
お
け

る
賃
労
働

に
対
し
て
如

何
な
る
政

策
を
展
開
し

た
か
を
明

ら
か
に
し

た
い
。
幕
藩
体

制

は
、
一
般
的

に
み

れ
ば
封
建
的
社
会
体
制
で

あ
り
、
そ

の
限

り
で

自
由
な
賃

労
働
（

あ

る
い

は
資
本
主
義
的
な
賃
労
働

と
い
っ
て
も

よ
い
が
）

に
対

し
て
否
定

的
で

あ
っ
た
。
単

な
る
労
働

力
の
商
品
化
、
雇
用

一
般

に
さ
え
否
定
的
で

さ
え

あ
っ
た
。

し
か
し
幕

藩
体
制

は
、
年
貢
米

の
商
品
化
、

城
下
町

の
形

成
、

参
勤
交

代
に
よ
る
商
品
・
貨
幣
経
済
へ

の
大
幅
な
依

存
に
基
づ
い
て
お
り
、

構
造
的
に
商

品
・

貨
幣

経
済

に
依

存
し
て
い
た
。
農
民

経
済
は
、
商
品
・
貨
幣
経
済

に
巻
き
込

ま
れ
て
、
土

地
な
し
農
民

を
排

出
し
て
い
っ
た
。
幕
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藩
当
局
で

さ
え
労
働
力

の
調
達

に
は
、
労
働
力

の
封

建
的
動
員

で
な
く
、

商
品
形

態
に
よ
る
調
達
が
避
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
く

る
。
幕

瀋
国
家

揉
、
成

立
当

初
は
、
労
働
力

Ｏ
商

品
化

一
般
に
否

定
的
で
あ
っ
た
が
、
徳
川

中
期
以

降

に
な

る
と
、
雇
用
を

む
し

ろ
基
本
的

に

認
め
て
、
そ

の
代
り
封
建

体
制

を
根

本
的

に
崩
壊

さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
雇
用

に
一
定
の
制

限
を
加
え
、
自
由
な
雇
用

の
亂

が

抑
圧

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

こ
の
よ
う
な
傾
向

は
、
九
州

諸
藩

の
石
炭
業

に
お
け

る
雇
用
政
策

に
も
み
ら
れ
る
。
九
州
諸
藩
の
石
炭

業
に

お
け

る
雇
用
政
策

の
一

般
的
特
徴

は
、
幕
藩

の
金
属
鉱

山
に
お
け

る
雇
用
政
策

と
同
様
回
二

方
で

は
、
石

炭
業

が
領

内
の
農
村
を
雇

用
が
破
壊
し
、
藩
体
制

を
危
殆
に
陥
れ
な

い
よ
う

に
領
内

の
農
民

の
雇
用
に

Ｉ．
定
程
度
制
限

を
加
え
つ
つ
、

他
方

で
は
、

必
要

に
応
じ
て
主
に
他
領

の
坑
夫
の

自
由
な
雇

用
を
認

め
る
、

と
い
う

も
の
で

あ
っ
た
。
し

か
し
こ

の
政

策
は
あ
く

ま
で
基
本
的
傾

向
で
あ
っ
て
、
産
炭
地
の
諸
藩

は
、
自

領

の
農
村
に

お
け

る
旦

靡
労
働
力

の
需
給
関
係
、
炭
坑

に
お
け

る
労
働
力

の
需

給
関
係

に
応
じ

て
多
様
な
調
整
的
な
雇
用
政
策
を
展
開

し
た
の
で
あ
る
。
特
に
こ
こ
で
我

々
が
注
目
し

た
い

の
は
、
専
業
的

な
炭
坑
労
働
者

に
つ

い
て

は
、

諸
僊
は
か
な
り
自
油
な
雇
用
政
策

を
展
酊

じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
盛
衰
の
著
し
い
炭
坑
経
営

に
と
っ
て

は
、
あ

る
程
度
自
由

な
雇
用

が
前

提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
し
、

諸
藩
の
当
局
も
ま

た
炭
坑
専
業
労
働
者

に
対
し
て

は
、
自
由
な
雇
用
政
策
を
実
施
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
で
は
次
に
諸
藩

の
具
体
的

な
雇
用
政

策
を
み
て
み
よ
う
。

ま
だ
石
炭
業

が
十

分
な
発
展
を
み
せ
蠹

か
っ
た
一
八
世
紀
末
ま
で

の
産
炭
地

の
藩

の
炭
坑
雇
用
政
策

は
流
動
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

一
八
世
紀
末

の
筑
前

藩
の
資
料

に
よ
る
と
、
藩
当
局
が
「

儂
繁
期

に
な

る
と
山
元
で

は
人
手
不
足
で
掘
出

し
も
焼
き
立
て
も
な
ら
ず
」

「
百

姓
の
ほ
か
旅
貳
な
’ど
ち

掘
り
方

に
使

い
、
焼
き

立
て

は
農

事
に
支
障

の
な
い
よ
う
に

百
姓
に
や
ら
せ

る
こ

と
を

申
し
付

麓

と
い

わ
れ
て

い
る
。
こ
う

し
た
傾

向
は
他

の
藩
で
も
ほ
ぼ
同

様
で
あ
っ
た
。

藩
の
炭
坑
雇
用

に
対
す

る
政

策
が
確
固

た
る
も
の
に
な
る
０
ぽ
、

仕
組
法
の
制
定
さ
れ
る
な
か
で
で
あ

っ
た
。
福

岡
藩
は
、

一
八

三
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４

矜

４

４

〇

年
代
（
天

保
年

間
）

に
炭

坑
雇

用
政
策
を
基
本
的

に
定
着
さ
せ

た
。
福
岡
藩

は
、
一
八
三

八
年

〇
天

保
九
年
）

に
嘉

麻
、
’
穂
波
両
郡

の
山
元

に
対
し
「
焚
石
郡
仕

組
御
達
箇
条
」
を
発
し
、
炭
坑
雇
用

の
政
策
を
明

確
に
定
式
化

し
た
。
こ

の

胼

に
よ
る
雇

用
政

策
は

次

の
如

く
で
あ
る
。

「

一
、

御
仕
組
焚
石

丁
場
江
雇

入
侯
旅
人
統
而
、
山
元
見

ケ
メ
役
之
者
よ

り
生

来
相
改
提
札
相
渡
召
仕

候
。
尤

提
札

銭
と
し
て
、
人

別
拾
弐
文

宛
右

役
手
元
江
引

立
候
。
猶
又

村

々
百
姓
之
内
、
丁
場
日
雇
・
岡
出

シ
等
之
稼

相
望

候
者
共
（

、
其

村
庄
屋
よ
り
委

敷
相
調
子

、
村
方
并
作

方
共
、

不
相
障
者

ヘ
（

大
庄
屋
承
届

ケ
、
提
札
可
相
渡

侯
事
。

但
身
帯
有
之
百
姓

二
而
も
、
当
時
農
方
之
助

二
可
相
成
者
（

、
吟
味
之

上
、

本
文

之
通
可
取
計

候
）
。

こ
の
「
達
」
に
よ
れ
ば
、

炭
坑

へ
の
雇
用

は
、
村
方

の
「
百
姓
」

と
「
旅
人
」

の
二

つ
の
形

態
で
認

め
ら

れ

て

い

る
。
こ
の
「

旅

人
」
と
は
、
北
九
州
地
方
で
他
領

か
ら
流
入
し
て
く

る
日
雇

た
ち
の
呼
称
で

あ
っ
て
、

農
村

か
ら
脱

落
し
た
無
高
、
水
香

の

層

で

あ

り
、
主

に
専
業
的
な
炭
坑
労
働
者

た
ち
で
あ

っ
た
。

従
っ
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
亊

は
、
福
岡
藩
が
、
他
領
出
身

の
日
雇
、

専
業
炭

坑
夫
の
雇
用

を
一
定
の
条
件
つ
き
で
公

認
し

た
こ
と

で
あ

る
。
モ

の
条
件
と

は
、
「

山
元
見

ケ

メ
役
」
と
呼
ば
れ

る
仕
組
法

に

基
づ
く
村
方

役
人

に
よ
り
、
日
雇
、

坑
夫
ら
の
人
柄
、
素
姓

の
調
べ
を
受
け
て
許
可
を
え
、
十
二
文

の
税

を
支
払

い
、

鑑
札
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し

か
し

問
題

は
、
こ
う
し

た
旅
人
坑
夫

の
雇
用
上

の
制

約
が
ど
の
程
度
厳
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
雇
用
条
件

に
つ
い
て

み

る
限
り
、
制
約

は
き

わ
め
て
弱

い
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、

後

に

具
体
的

に
み

る

通

り
で
あ
る
。
む
し
ろ

問
題

は
、
山
元
で

の
旅
人
坑
夫

の
瞿
用

は
、

客
観
的
に
炭

坑
の
労
働
力

需
要

の
如

何
に
よ
っ
て

労
働
市
場
論
的
に
規
定
さ
れ

た
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
村
方

役
人

の
雇
用
政

策
は
従

っ
て
労
働
力

需
要

が
逼

迫
す
れ
ぱ
、
さ
き
の
雇
用
条
件
を
ル

ー
ズ
に
し
、
旅
人
坑

（
７
）

夫

の
雇
用

を
欲
し

な
い
の
な
け
れ

ぱ
、
雇
用

条
件

を
厳
し
く
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
限
り
で
、
仕
組
法
下

の
福
岡
藩
の
旅
人
坑
夫

に
対
す
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る

雇

用

政

策

は

、

基

本

的

に
雇

用

の

自

由

を

認

め

る

も

の

で

あ

っ

た

、

と

い

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

従

っ

て

我

々

は

政

策

的

に

み

て

山

元

に

お

い

て

は

、

旅

人

坑

夫

に

関

す

る

限

り

自

由

な

雇

用

が

行

な

わ

れ

る

根

拠

が

与

え

ら

れ

た

と

み

な

す

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

こ

と

は

ま

た

一

九

世

紀

初

頭

か

ら

の

石

炭

業

が

、

も

は

や

領

内

の

日

雇

、

村

内

の

日

雇

百

姓

の

雇

用

に

依

存

す

る

だ

け

で

な

く

、

他

領

の

専

業

的

坑

夫

群

に

も

依

存

す

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

を

意

味

す

る

。

そ

し

て

藩

は

、

当

然

専

業

的

坑

夫

の

自

由

な

移

動

を

も

認

め

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

。

で

は

「

百

姓

」

坑

夫

に

対

す

る

政

策

は

ど

う

だ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。
「

達

」

に

よ

る

と

村

々

の

「

百

姓

」

坑

夫

は

、
「

丁

場

日

雇

」

と

「

岡

出

シ
」

に

分

け

ら

れ

て

い

る

。

丁

場

日

雇

は

、

本

来

の

炭

坑

労

働

者

で

あ

り

、

坑

内

採

炭

夫

で

あ

り

、

岡

出

し

と

は

坑

外

運

搬

夫

で

あ

り

、

全

く

不

熟

練

労

働

者

で

あ

る

。

こ

の

村

方

百

姓

坑

夫

は

、

村

の

庄

屋

の

調

査

に

よ

っ

て

、

彼

ら

が

、

村

方

及

び

自

か

ら

の

農

事

に

支

障

が

な

い

こ

と

が

明

ら

か

に

な

り

か

つ

大

庄

屋

の

許

可

が

下

り

れ

ば

、

炭

坑

で

の

日

雇

が

許

さ

れ

た

。

こ

こ

で

村

方

百

姓

の

炭

坑

雇

用

政

策

と

し

て

具

体

的

に

問

題

に

な

る

の

は

、

第

一

に

、

調

べ

れ

ば

す

ぐ

明

ら

か

に

な

る

こ

と

で

あ

る

が

、

脱

農

、

離

農

あ

る

い

は

怠

農

は

厳

禁

で

あ

っ

た

、

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

例

え

ば

、

遠

賀

郡

楠

橋

村

の

文

政

元

年

の

資

料

に

あ

る

よ

う

に

「

農

業

之

心

掛

薄

く

田

畑

を

作

あ

ら

し

元

に

指

返

し

、

又

（

売

払

侯

様

之

儀
（

尤

不

埒

至

極

に

侯

得

「

厳

敷

答

示

付

侯

」

と

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

離

農

、

脱

農

に

よ

る

炭

坑

へ

の

雇

用

は

厳

禁

さ

れ

た

こ

と

は

い

り

ま

で

も

な

い

で

あ

ろ

う

。

し

か

し

、

藩

当

局

は

、

村

方

百

姓

の

炭

坑

へ

の

雇

用

を

機

械

的

に

禁

止

は

し

な

か

っ

た

。

第

二

の

問

題

は

、

脱

農

し

た

り

怠

農

し

な

け

れ

ば

、

村

方

の

百

姓

は

、

炭

坑

に

労

働

力

需

要

が

あ

れ

ば

、

雇

用

が

か

な

り

自

由

に

認

め

ら

れ

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

特

に

、

水

呑

、

無

高

の

層

は

、

村

方

、

あ

る

い

は

藩

自

体

に

と

っ

て

負

担

で

あ

り

、

無

用

で

さ

え

あ

っ

た

か

ら

、

失

業

対

策

と

し

て

水

呑

、

無

高

層

の

百

姓

の

雇

用

は

、

む

し

ろ

望

ま

し

い

も

の

と

さ

れ

た

。

筑

前

の

村

々

で

し

ぱ

し

ば

、

丶

丶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
）

失

業

対

策

、

救

貧

対

策

と

し

て

炭

坑

の

経

営

、

あ

る

い

は

炭

価

の

引

き

上

げ

の

要

求

が

出

さ

れ

て

い

る

を

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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４

ｆ

！

４

尚
、
「
達
」

の
雇
用

政
策
で
は
、
世
帯
持
百
姓
と
単
身
者
百
姓
と
が
区
別
さ
れ
、
共

に
同
じ
手
続
で
炭
坑

へ
の
雇
用

が

認

め
ら
れ
て

い

る
。
こ

の
区
別

は
、
単
身
者

に
二
、
三
男
が
多
く
、
土
地

な
し

百
姓

が
多

か
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い

る
の

で

あ

ろ

う
。
一
言
で

「

百
姓
」

坑
夫
と
い
っ
て
も
そ
こ
に
は
、
い
く
つ
か
の
形
態
が
み
ら
れ
る
。
「

百
姓

」
坑
夫
に

は
、
ま
ず
二
つ

の
形
態
が
区
別
さ
れ
る
。

と

も
に
領
内

の
百
姓
で
あ

る
が
、
一

つ
は
炭
坑

の
あ
る
村

の
百
姓

坑
夫
、
も
う
一
つ
は

領
内
で
あ

る
が

他
郡

他
村
の
百
姓
坑
夫

で

あ

る
。
後
者
は
、
更

に
二

つ
の
形
態

に
区
別

さ
れ
る
。
一

つ
は
、
他

村
へ
の
出

稼
が
出
身
村
で
許
可
さ
れ

た
「
判
舳
Ｊ

と
呼
ば
れ
る
百
姓

坑
夫
で

あ
り
、

も
り
一

つ
は
、
非
公
認

の
日
雇
坑
夫
で

あ
る
。
後

者
は
事
実
上
旅
人
に
近
く
、
炭
坑
に
通
じ
流
転
す

る
こ

と
に
よ

っ
て

文
字
通
り
旅
人
坑
夫
化

し
て

し
ま
う
。

前
者
も
ま
た
炭

坑
夫

と
し
て
熟
練
し
て
、

流
転
し
旅
人
化
す

る
可
能

性
を
も
っ
て

い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
福
岡
藩

の
仕

組
法
下

の
炭
坑
雇
用

政
策

は
、

旅
人
坑
夫
、
土
地
喪
失
農
民

に
関
す

る
限
り
極

め
て

自
由

な
も
の
で

あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ

の
よ
う
な
雇

用
政
策
は
、

産
炭
地
の
他
の
藩
で
も
同
様
で
あ

っ
た
。
豊
前
小
倉

藩
は
、
す
で

に
一

八
〇
三

年

〇
享
和
三

年
）

に
、
他
領

者
を
集
め
て
、

石
炭

を
採

掘
す
る
こ
と
を
公

認
し

た
。
す
な
わ

ち
あ

る
資
料

に
よ
れ
ぱ
「
亥
年

〇
享

和
三

年
」
以

来
、

旅
出
石
御

免
之

由
に
て
、

数
十

百
人

の
澁
者
共
相
集

め
、
御
山
式
掘
申
部

と

あ
る
。
仕

組
法

が

で

き

た
一
八
四
四
年

（
天

保
一
五
年
）

の
小
倉

藩

の

資
料
に
よ
れ
ば
、
「
石
炭
山
掘
子

の

者
共
村
方

二
立
交

り
候
儀

は
、
兼

々
稠

敷
御
沙
汰
被
付
一
一
」い

と
あ

り
、

旅
人

坑
夫
を
村
方

か
ら
隔
離
す
る
と
い
う
条
件
で
旅
人
坑
夫

の
雇
用
を
公
認
し
て

い
る
。

唐
津
藩
で
も
事
態
は
同
じ
で
あ

っ
た
。
唐
津
藩

は
、
後
発
産
炭
地

と
し
て
筑

豊
か
ら
専
業

経
営
者
や
熟

練
坑
夫
を
積
極
的
に
移
入
し

た

か
ら
、
旅
人
坑
夫
の
雇

用
を
自
由
に
認

め
て
い

た
。
例
え

ば
一

八
一
〇
年
代
（
文
化

の
頃
）

の
代

官
役
所
の
資
料

に

は
、
「
此
度
佐

藤
六
左
衛
門
、
蜂
屋
又

右
衛
門

か
か
り
而
御
領
分
石
炭
之
村

々
え
筑
前
之
者
召
連

罷
越
…
…
石
炭

為
掘
侯
間

其
旨
相
心
得
侯
皿
Ｊ

と
あ

る
。
ま

た
唐
津
藩
で
は
、
旅
人
坑
夫

に
つ
い
て
は
、
一
般

に
「
往

来
切

手
」

〇
農
民
が
離
村
の
際

に

交
付

さ
れ
る

通
行
手
形
）
な
し

に

雇

用
す

る
こ
と
を

公
認

し
て

い
た
こ

と
が

明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
一

八
三
九
年
（
天
保
一
〇
年
）

の
資
料

は
、
「
炭
掘
之
銭
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（
1
4）

二
御

座

候

得
（

往

来

切

手

茂

所
持

不

仕

候
）

と

あ

る
。

佐
賀

藩

で

も
同

様

で

あ

っ
た

。

後

に

み

る

よ

う

に

佐

賀

藩

の

場

合

は
、

隣

接

領

に
大

き

な
炭

坑

労

働

市

場

を

擁

し

て

い

た

の

で
、

領
内

の

労

働
力

の

流
出

が

著

し

く

、

時

に
は

自

領

の

労

働

力

の

流

出

を

制

限

す

る

政

策

を

と

っ

た

点

が

注
目

さ

れ

る
。

以

上

の

よ

り

に

、

在

来
石

炭

業

に

お

い

て

は

、

一

九

世

紀

に

入

る

と

、

旅

人

坑

夫

が

集

積

し

、
モ

こ

に

あ

る

程

度

自

由

な

労

働

市

場

が
形

成

さ

れ

句

諸

藩

の

当

局

は
、
石

炭

業

の

振

興

の

た

め

に
、

ま

た

自

領

の

土

地

持

百

姓

の
賃

労

働

者

化

を

防

ぐ

意

味

に

お

い

て

も

、

旅

人

坑

夫

の

自

由

な

雇

用

を

広

く

公

認

し

、

ま

允

領

内

の

水

呑

百

姓

の
救

済

の
面

か

ら

、

彼

ら

の
雇

用

を

か
な

り

自

由

に
認

め
て

き

た

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

の
自

由

な

雇

用

政

策

な

し

に

は
、

在

来

石

炭

業

は
、

労

働

力

の
移

動

に
よ

る
炭

坑

労

働

力

の
需

給

調

整

を
行

な

う

こ

と

が

で

き

ず

、

ま

た

専

業

者

に
よ

る

採

炭

技

術

０

蓄

積

、

交

流

、

伝

播

も

実

現

出

来

な

か

っ
た

で

あ

ろ

り

。

次

に
我

々

は
自

由

だ

炭

坑

労

働

者

の
集

積

と

炭

坑

労

働

市

場

の
形

成

に
・つ
い

て

具

体

的

に
み

る

こ

と

に
し

よ

う

。

四
の
田

の
注

〇
１
）
　
賃
労
働
と
は
、
労
働
力
の
商
品
化
形

態
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
賃
労
働
は
、
資

本
主
義
的
賃
労
働
と
種

々
の
非

資
本
主
義
的
賃
労
働

〇
す
な
わ
ち

個
人
間
に
よ
る
労
働
力
商
品
の
売
買
形
態
。
国
家
と
個
人
に
よ
る

労
働
力
商
品
形

態
）
、
そ
の
中

間
形
態
と
し
て

資
本
主
義
的
賃
労
働

へ
の
過
渡

形

態
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

’

そ
し
て
こ
の
賃
労
働

は
、
こ
こ
で

は
、
雇
用
と
同
義
で
あ
る
が
、
賃
労
働

は
、
労
働
力
を
売

る

主
体

か
ら

握
え
た

労
働
力
商
品

の
概
念
で
あ

り
、
雇
用
は
、
労
働
力

を
買
う
側

か
ら
握
え
た
労
働
力
商
品

の
概
念
で
あ
る
。
賃
労
働
で
生
き
て
ゆ
ぐ
労
働
者
、
熟
練
工
を
雇
用
す

る
経
営
者
と

い
う
が
如
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
瀲
働
力
商
品
化
は
、
雇
用
、
賃
労
働
の
両
面
か
ら
な

っ
て
い
る
。

（

２
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
拙
著
『
賃
労
働
政
策

の
理
論
と
歴
史
』
、
世
界
書
院
、
一
九
七
八
年
、
の
第
二
篇
第
一
章

で

若
干
論
じ
た
こ

と
が
あ

る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（

３
）
　
こ
の
点
に
つ

い
て
も
、
同
上
書
、
第
二
篇
第
一
章
第
三
節
「
鉱
業
に
お
け
る
賃
労
働
政
策
」
を
参
照
。

（

４
）
　
こ

の
主
張

ぽ
ｙ

従
来

０
仕
組
法
の
労

働
者
政
策
に

つ
。一い
て
Ｑ
通
説
的
見
解
と
著
し
く
異
な

る
。
も
っ
と
も
従
来
の
見
解
に

は
、
藩

の
１
。
豚
恥
恥
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４

ｇ

亠

φ

如
何
と

い
う
問
題
意
識

は
必
ず
し
も

な
く
、
後

に
み

る
よ

う
に
、

労
働
者

の
客
観

的
な
性
格
だ
け
を
問

題
に
す
る
傾
向
が
強
い
。

（
５
）
『
直
方
市
史
』
上
巻
、
五
九
八
ぺ
。Ｉ

ジ
。
　

’‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘

（
６
）
・『
福
岡
県
史
』
第
二
巻
下
、
二
五
〇

ペ
ー
ジ
。

（
７
）
　
と
こ
ろ

が
、
例
え

ば
隅
谷
氏

は
、
こ

う
し

た
事
情

を
理
解
し

な
い
で
旅
人
坑
夫

へ
の
藩

の
自
由
な
政
策
を
認

め
な
が
ら
屯
、
面

分
的
な
藩
の
規

制

を
過
大
視

し
て
蕕
当
局

に
と

っ
て
［

専
業
坑
夫

が

炭
坑
か
ら
炭

坑
へ
渡
り
歩
く
こ
と
も
、
好
ま
し

か
ら
ざ

る
事
態
で
あ
っ
た
］
、
（
『
日
本
石
炭

産

業
分

析
』
、
九
一
ペ

ー
ジ
）

と
指
摘

す
る
。

（
８
）

能

美
安
男
「

気
石

覚
書
（
皿
）
」ヽ

『
西
日

本
文
化
≒
ｘ
・
・
Ｉ

Ｌ

ニ
ニ

ペ

ー
ジ
・
　
　
　
　
　

。

〇９
』

例
え
ば
隅
谷

Ξ
喜
男

『
日
本
石

炭
惠
巣
分
折
』
、
八
五
土
（

ペ

ー
ジ
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　

。

（
1
0）

秀
村
選
三
「

麻
生
家
の
古
文

書
」
、
『
麻

生
百

年
史
』
、

こ

六
ペ

ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

’
　
　
　
　
　
　
　
　

。

（
1
1）
　『
福
岡
県
史
料
叢
書
』
笙
『
薜
、

』
ハ

ペ

ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

（
ｔ
）
　『
田
川
市
史
』
上
巻
ヽ

八
五
〇

ペ

ー
ジ
・
　
　
　
　
　
　

’
　
　

－
：

（
1
3
）

桧
垣
元
吉
「
唐
津
藩
石

炭
史
の
研
究
」
、
『
史
淵
』
綰

八
二
輯
、
八
五

ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

（
1
4
）
　
同
上
、
一
〇
ニ

ペ
ー
ジ
０
　
　
　
　
　

。
　
　

―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｃ

１
　
　
　
　
９

（
1
5）

徳
川
期

の
石
炭
業
に

お
い
て
炭
坑
労
働
市
場

が
形
成

さ
れ
た
と

い
う
見
解
も
、
鏐

釆
の
研
究
で

は
殆

ん
ど
見

も
れ
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
。
労
働

力

の
広
範

な
商
品
化
が
、

た
と
え
幕
蕕
体
制
と

は
い
え
、
市
場

な
し
に
行

な
わ
れ
る
と
考
え

る
こ

と
は
で
き
な
い
。

．
叨
・
自
由

な
坑
夫
の

集
積

と
炭

坑
労
働
市
場
の
形

成
　
　
　

・
　
　
　

’
　
　
　
　
　
　
　

。

一
七
世
紀

末
に
日
本

の
石
炭
業

が
成
立
し

て
ぐ

る
と
同
時

に
、

そ
こ
に
は
農
閑
期
の
農
民

や
水
呑
、
無
高
の
農
民
の
雇

用
が
行
な
わ

れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ

し
て
一
八
世

紀
末

に
も
な
る
と
、

専
業

の
雇

用
坑
夫
が
形
成
さ
れ
て
。い
る
と
と
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
‥
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
筑
前
藩
で
は
、
一
八
世
紀
の
末
に
、

農
繁
期

に
な
る
と
山
元
で
は
人
手
が
不
足
し
「
百
姓
の
ほ
か
旅

人

な
ど
屯
掘
り
方

に
Ｉ
泓

う
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
豊
前
に
お
い
て
屯
、
一
八
〇
三
年
（

搴
和
三
年
）

に
、
石
炭
の
旅
売
り
が
公

認

さ
れ
て
、
村
方
坑
夫
で
は
間
に
合
わ
ず
、
「
数
十

百
人

の
躱

者
共
相

集
四
Ｊ

て

陬
用
し

採
炭
し
で
い

る
。
こ

の
「
謚
者
」

は
、
資
料
の
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解
説
者
に
ょ
る
と
「
地
方
か
ら
き
た
無
顫
の
が

と
さ
れ
て
い
る
が
、
炭
坑
で
働
く
日
雇
を
無
頼
漢
視
す
る
の
は
、
偏
見
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
無
高
、
水
呑

の
日
雇
層
で
あ

っ
て
、
一
部

は
専
門

の
坑

夫
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

唐
津
に

お
い
て

も
、

さ
き

に
み

た
木
崎

盛
標

に
よ
れ

ば
、
一

八
世
紀
末

の
坑

夫
は
「
古

き
ま
ぶ
の
跡
を
家
と
し
て
く
ら
」
し
、
ま

た

「
五
年

も
十
年

も
炭

を
掘
ｈ
ソ
尽

す
間

は
」
「
山
際
仮

の
居

宅
」

を
つ
く

り
、
「
此
小
屋

に
住
居
す
斫
丿

専
業

の

坑
夫
で
あ
っ

た
。
す
で

に

木
崎
の
炭
坑
分
析

か
ら

わ
か
る
よ
り

に
、
彼

○
描
い

た
炭
坑

に
は
、
採
炭
夫

だ
け
で

も
七
、

八
人
働

い
て
お
り
、
モ

の
他

の
部
門
の
労

働

者
を
入
れ
れ
ば
、
約
三
〇
人
近
く

の
労
働
者
が
働

い
て

い
る
。
彼

ら
は
、

な
ん
ら
か
の
経
営
者
に
雇

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い

な
い
。

一
九

世
紀
初

め
頃

の
在
来
石
炭

業
に
お
け

る
賃
労
働

の

第12表 在来炭坑夫０存在形態

－

土

地

拮

坑

字

〔

い
Ｈ

‰

～

羮

形
態

は
、

お
よ
そ

上
の
如
く
表
示

で
き
る
。

三
、
村

方

坑

夫
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
季
節
的
。
臨
時
的
坑
夫
　
　
　
す
で

に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
坑

夫
は
、
大
別
し
て
旅
人

Ｉ
土

地

無

坑

夫
エ

ー
専
業
的
坑
夫
　
　
　
　
　

坑
夫

と
呼

ば
れ
る
専
業

の
坑

夫
集
団

と
村
方

の
百
姓
坑

夫

！

季
節

的
、
臨

時
的
坑
夫

－

判
　

外
　

坑
　

夫
エ

ー
専
業
的
坑
夫

二

、
１

賃

羮

一

昔

―

筑

土

」
い
口

Ｕ

ｉ

自
領
出
身

の
専

業
坑
夫

一
、
旅

人

坑

夫
－

厂

他

領
出
身

の
専
業
坑
夫

集
団

に
分
け

ら
れ
る
。
前
者

は
、

農
村

か
ら
自
立
し
た
専

業

の
坑
夫
集
団
を
成
し
、
自
由

に
炭
坑

を
移
動
し

た
。

従

っ
て
彼
ら

は
、
他
領

に
脱
出
し
て

旅
人

坑
夫

と
な
っ
た
と

し
て
も
、
自
領

に
旅
人
坑
夫
と
し
て
帰
え

り
て
く

る
こ

と

も
あ
り
り
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ

る
自
由
な
労
働
者

た
ち

で
あ
る
。
炭

坑
の
労
働
力
の
中
心

に
は
、
数

の
問
題

は
と

も

か
く

、
こ
う
し
た
専
業
の
熟
練
坑
夫

の
集
団
が
据
え

ら
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呱

jt

ｉ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

村
方
百
姓
坑
夫

は
、
大
別
し
て
二

つ
の
形
態

に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
は
、
炭
坑
の
存
在
す

る
村
方
の
百
姓
坑
夫

と
、

も
う
一
つ

は
、

自
領
内

の
他
村

か
ら
の
出
稼

ぎ
坑
夫
で
あ
る
。

炭
坑
の
経
営
は
、
ま
ず
は
村
方
の
百
姓
坑
夫

の
雇
用

に
よ

っ
て
発
展
し

た
。
モ

の
場
合
、

村
方
百
姓

坑
夫

は
、

土
地
持
の
場
合

と
土
地
無
し
の
百
姓
に
分

か
れ
る
。
土
地
持

ち
の
貧
し

い
百
姓
も
、
村
内

に
炭
坑
が

経
営
さ
れ
て

い
れ

ば
、
日
雇

坑
夫

と
し
て
、
季
節
的
に
あ
る
い
は
臨
時
に
稼
働
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ

の
場
合

ま
れ

に
専
業
的

に
坑
夫

と
な
っ
て
、
働

く
場
合

も
あ
り
う
る
。
土
地
無
し
の
い
わ
ゆ
る
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
た
百
姓

は
、
炭
坑

が
経
営
さ
れ
て

い
れ

ば
、
専
業
的

に
働

く
可

能

性
は
大
き

い
。
炭

坑
が
継
続
的
に
経
営
さ
れ
て
い
れ
ば
、
土
地
な
し
百
姓
の
専
業
坑
夫
化

は
必
至
で
あ

る
。
し

か
し
炭

坑
の
経
営
が
断

続
的

で
あ
る
場
合
は
。
季
節
的
と
な
り
臨
時
的
な
坑
夫
化
が
避
け
ら
れ
な
い
。

自
村
に
炭
坑
が
な
い
か
、
働
く
場
が
な
い
場
合
、
主

に
土
地
な
し
百
姓
た

ち
は
、
自
領
内

の
他
村

の
炭
坑

に
労
働
需
要

が
あ
れ
ば
、

出
稼
ぎ
に
出

る
。
こ
の
場
合
、
村
方

の
許
可
を
え
て
「
判
外
」
と
し
て
炭
坑
で
働

く
ヶ
Ｉ
ス
と
村
方
の
許
可

な
し

に
非
公

認
で
働
く
ヶ

Ｉ
ス
の
二
様
の
形
態
が
あ

る
。

自
村
内
坑
夫

に
し
ろ
他
村

の
出

稼
ぎ
坑
夫

に
し

ろ
、

彼
ら
が
土

地
を
持

た
ず
、

し
か
も
炭
坑
で
働
く
機
会
が
長
く
、
熟
練
的

に
な
る

に
伴

っ
て
、
彼
ら

は
旅
人
坑
夫

に
転
化
す

る
可
能

性
が
強

ま
る
。

さ
て
、
実
際

の
炭
坑
で

は
、

ど
の
よ
う
な
坑
夫

が
働

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

筑
前

地
方
で

は
、

一
般
に
旅
人

坑
夫
の
存
在
を
示

す
資
料
が
乏
し
い
こ
と

か
ら
、
隅
谷
三
喜
男
氏

の
よ
う

に
村
方
百

姓
坑
夫
が
中
心

で
あ
っ
た
と
す
衍
七

解
も
み
ら
れ

る
。
確

か
に
筑
前
の
石
炭
業

は
、
一
九
世
紀
の
中
頃

か
ら

藩
当
局

に
よ
る
収
奮

が
激

し
く
、

山
元

の

経
営
は
利

潤
の
蓄

積
を
欠
く
傾
向
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
山
元

は
。
当
局

に
対
す

る
開

坑
の
出
願
、

経
営
資

金
の
前

借
願

い
に
際
し
て
、

あ
る
い
は
村
益
や
賃
金
引

き
上
げ
要
求

に
際
し
て
、
村
内

の
窮
民

の
存
在
を
強
調

し
、

彼
ら
の
救
済
（
幕

藩
体
制

の
維
持
）
を
前
面

に
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お
し
出
し
て

い
る
。
だ
か
ら
は
じ
め
か
ら
こ
の
種

の
資
料
に
、

旅
人

坑
夫
に
つ
い
て
の
記
述

を
求
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。

・
し

か
し
そ

う
し

た
資
料

に
お
け

る
旅
人

坑
失
の
欠
如

を
も
っ
て
、
筑
前
地
方

に
旅
人

坑
夫

が
存
在
し
な
か
っ
た
と
見

る
の
は
誤
り
で

あ

る
。
す
で

に
み

た
一
八
三
八
年

の
「
達
」

に
は
旅
人

坑
夫

へ
の
明

確
な
政
策

も
あ
る
。
旅
人

坑
夫

が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
元

々
こ
う

し
た
政
策
は
出
さ
れ

る
は
ず
が
な

い
。
旅
人
坑
夫

の
存
在
を
示
す
資
料

は
、
別

な
型
で

残
っ
て
い

る
。

一
八

五
七
年
（

安
政

四
年
）

の

嘉

麻
郡
川

島
村
の
資
料

は
、
「
当
村
之

儀
（

船
頭

勝
并
他
村
石

山
掘
子
之

者
共
、

多
人

数
入
込

居
糺
心
）
と
記

し
、
川

島
村

の

炭
坑

で

多
く
の
旅
人

坑
夫
を
雇

用
し
て
い

る
こ

と
を
示
し
て
い

る
。
し

か
も
こ
こ
で
留
意
し
な
く
て

は
な

ら
な
い
の
は
、
こ

の
資
料

が
石
炭

関

係
の
資
料
の
大
部
を
占

め
る
山
元
側
の
も
の
で
な
く
、
村
方

の
「
百
姓
」
連
中

か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ

泡
で
あ
る
。

筑

前
で
は
、

仕
組
法
下

で
旅
人
坑
夫
の
雇

用

は
公

認
さ
れ
て
は
い
た
が
、
山
元
経
営
者

は
、
藩

の
収
奪

に
対

し
て
常

に
窮
状

を
訴
え
、

村
民

の
救
済

を
主
張
し
て
き
た
手
前
、
旅
人
坑
夫

に
つ
い
て
ふ
れ

る
の
を
避
け
て
き
た
ふ
し
が
あ

る
。
一
八
三
二
年
（

天
保
三
年
）

の

穂
波
郡
潤
野
村

の
一
資

料
も
、
「
肥
後
国
熊
本
巻
救
村
新
蔵

と

中

者
四
十
五
歳

二
罷

成
、
女

房
召
連
春
以
来
当
村
石
山
本
屋

に
参
り
、

焚
石
掘
子
方

仕
居

申
侯
処
」
、
病
死
し
た

の
で
当
村

に
仮
埋
葬
し

た
と
い
彼

の
女
房

か
卜
礼
出

が
な
さ
れ
た
齢
匹
し

旅
人

坑
夫

の

存
在

を
示
し
て
い

る
。
こ
れ

も
山
元
側

の
資
料

で
は
な
い
。
ま
た
一
八

五
九
年
（

安
政
六
年

）
の

鞍
手
郡
長
井
鶴

の

資
料

は
、
「
当
村
抱
棘

木
谷
焚
石
丁
場

二
何
方
之
者
共
相
知
不

申
先
月
廿

七
日

暮
頃
入

込
焚
石

掘
出
日
雇

稼
仕

度
旨
」

申
出
た
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
資
料

は
、
こ

の
坑
央
が
後
に
病
気

に
か
か
っ
た
の
で
処
置
方

を
役
所
に
伺
い
出
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
旡
し
彼
が
病
気

に
か
か

ら

な

け

れ

ば
、
資
料
は
残
ら

な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

冫

４

そ
の
ほ

か
筑
前

に
お
い
て
旅
人

坑
夫

の
存

在
を
示

す
資
料

は
少

な
く

な
い
。

能
美
安
男
氏

は
、
し
ば
し
ば
引
用

し
た
「
焚
石
覚
書
サ

（
皿
）
の
中
で
遠
賀
郡
「
楠
橋
村

は
、
知

る
範
囲
で

は
旅
日
雇

の
数

が
多

い
感

じ
が
す
リ

」

と
指
摘
し
、
何

ら
か
の
問
題

を

起
こ
し
た

旅
人

を
リ
ス
ト
ア

乙
フ
し
て

お
ら
れ

る
。
そ

し
て

彼
ら
が
炭
坑
で
働

い
て
い
た
と
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
秀
村
選
三
氏
も
麻
生
文
書

の
緇
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冫

４

ｘ

ｊ

纂

に
際
し
て
、
麻

生
文

書
の
中

に
筑
前

の
「
焚
石
丁

場
（
炭

坑
の
こ
と
Ｉ
引

用
者
）
で
働
い
て
い

た
と
思

わ
れ

る
判
外
、
旅
人

に
つ
い

て

の
史
料
も

残
っ
て
い
頡
Ｊ

と
指
摘

し
て
い
る
。
し
か
も
後
に
み
る
よ
う
に
、
自
由
な
旅
人
坑
夫
が
筑
前

に
も
移
動
し
そ
こ
で
働

い
て

い
た
こ

と
を
示
す

資
料

が
散
見

さ
れ
る
。
も
っ
と
も
筑
前
の
石
炭
業
が
一
九
世
紀

に
入

っ
て
停
滞
的
で
あ

っ
た
こ

と
は
、
筑
前
地
方
で

旅
人
坑
夫

へ
の
依

存
度
が
大

き
く

な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示

唆
し
て
い

る
。
し

か
し
特

に
肥
前
地
方
で

の
石
炭
業

の
活
況
化

は
、
筑
前

の
村
方

坑
夫
や
判
外

坑
夫
を
領
外

に
さ
そ
い
出
し
、
旅
人
坑
夫
化
す

る
可
能
性
を
与
え
、

逆
に
筑
前

地
方

の
坑

夫
不
足

が
旅

人
特

に
熟
練

旅
人

坑
夫

の
需
要

を
増
加
さ
せ
る
可

能
性
を
も
生
み
だ
し
た
で
あ
ろ
う
。

豊
前

に
お
け

る
旅
人

坑
夫

に
つ
い
て
も
そ

の
存
在
を
示

す
資
料
は
乏
し
い
。
し

か
し
、
す
で

に
み

た
よ
う

に
「
石
炭
山

掘
者
共
村
方

・一
立
交
り
侯
儀
」
は
「

兼

勺
」
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
自
身
、
旅
人
坑
夫

の
存
在
を
明

確
に
し
て

い
る
。

そ
れ
で
も
二
、

三
の

資
料

は
、

旅
人

坑
夫
の
自
由
な
肩
用

を
示

し
て
大
変
興
味
深

い
。
例
え
ば
一
八
四
四
年
（
天

保
一
五
年
）

の
豊
前
赤

池
村

の
坑
夫

の
喧

嘩

に
関

す
る
事
件

調
書
貼

）
赤
池
の
炭

坑
で
旅
人

坑
夫
が
雇

わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て

い
る
。
事
件

は
、
後

に
も
う

Ｉ
度
ふ
れ
る
よ

う
に
酒
屋

の
店
員
と
坑
夫
の
喧
嘩
に
よ
る
傷
害
事
件
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
関
係
し

た
五
人

の
坑
夫

は
、
す

べ
て
旅
人

坑
夫
で
あ
っ
た
。

平
助
二

五
歳
は
肥
後
生
れ
、

治
平

三
一
歳
は
筑
後
久
留
目
原
古
賀
町
生
れ
、
彦
八
三
八
歳

は
長
崎
後
藤
町

生
れ
、
石

炭
山
川
勘

場
小

使

の
猪
助

は
豊
後
上
毛
郡

宇
嶋
の
生
れ
、
兵
十

郎
は
出
身
地
不
明
だ
が
筑
前

か
ら
流
れ
て
来

た
旅
人

坑
夫

で
あ
っ
た
。

一
八
五
八
年

〇
安
政
五
年
）
の
事
㈲
匹ｙ
連
座
し
た
人
物
も
す
べ
て
他
領

の
旅
人

坑
夫
で

あ
っ
た
。
こ

の
事
件

は
、

坑
夫
同
志

の
喧
嘩

に
よ
る
殺
人
事
件
で
あ

る
が
、
殺
さ
れ
た
坑
夫
の
義
理
の
母
親

の
せ

い
一
家

は
豊
後
中
津

領
出
身
の
旅
人

坑
夫
の
後
家
、
炭
坑
で
働

く

旅
人
坑
夫
の
子
供
四
人
、
筑
後
灰
塚
出
身
の
旅
人
坑
夫

の
娘

む
こ

の
治
平

な
ど
で
あ
っ
た
。
事
件
の
発
端
を
つ
く

っ
た
坑
夫
長
吉

は
肥

前
大
村
出
身
で
、
関
係
者
す
べ
て
が
旅
人
坑
夫
で
あ

っ
た
。

肥
前
地
方
で

は
、
炭
坑
夫
が

も
っ
と
明
確

に
旅
人

に
依

存
し

て
い
る
傾
向
が
読
み
と
れ

る
。
第
一
三
表

に
示

し

た
よ
う

に
、
一
八
六



72

第13表 唐津藩梶尾村の坑夫出身地（文久２年）

単 身 者 家 族 持 そ○家族数 計 ％

筑　　　 前

豊　　　 前

筑　　　 後

肥　　　 前

平戸・長崎

島　　　 原

そ　 の　他

５

１

６

１

１

３

６

２

１

５

４

１

１４

６

３

９

１０

２

１

25

8

5

20

15

4

4

30.0

9.8

6.1

24.6

18.5

4.9

4.9

17 19 45 81 100.0
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三
年
（

文
久
三
年
）
の
肥
前

の
あ
る
炭

坑
に
お
い
て
、

三
人

の
山
元

経
営
者
に
雇

用
さ
れ

て

い
る
坑
夫
の
殆

ん
ど
が
他
領
出
身

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
肥

前
出
身
者
は
、
家
族
を
含

む
八
一
人
中
二
〇
大
、
二
四
・
六
％

に
し

か
す

ぎ
な
い
。

残
り
は
主
に
筑

前
出
身
の
二

五
人

、
三
〇
％

、
筑
後
出
身

の
五
人

の
六
・
一
％

、

豊
前
出
身

の
八
人
で

九
・
八
％

で

あ
る
。
筑

豊
は
全
体
で
四
五
・
九
％

に
も
達
し
て

い
る
。
要
す

る
に
唐
津

の
坑
夫

の
半

分
近

く
は
、
筑

豊
か
ら
来
た
旅
人
坑
夫
で
あ

る
と
い
う
こ

と
に
な

る
。
肥
前
出
身
者

を

す

べ
て
唐

津
出
身
者
と
み
て
も
、
約
七
五
％

が
他
領
の
旅
人
坑
夫
で
あ

っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ

の
ほ
か
、
天

保
年
間
に
出
さ
れ

た
石
炭
方
役
所

か
ら
の
通
達

に
は
、
札

付
坑
夫
と
し
て
炭
坑

へ
の
雇
用

の

禁
止
又
は

捕
縛

を

命
ぜ
ら
れ
た
一
一
人

の
出
身
地

は
、
島
原
四
名
、
筑
前
三
名
、
大
村

領
一
名
、

長
崎
一
名
、
西
彼
杵
千

々
輔
二
名
で
あ

り
、
す
べ
て
旅
人
坑
匹
寸

あ
っ
た
。

ま

た
佐
賀
藩
武
雄
領

の
一

八
四
〇
年
（
天

保
一
一
年
）

の
資
料
に
よ
る
と
、
藩
当
局

は
、

福
母
村
よ
り
熟
練
坑
夫
七
人
を
招

い
て
藩

営
炭

坑
を
開
い
た
が
、
三
ヶ
月

後
の
三

九
人

の
坑
夫
出
身
地

は
、
武
雄
領
内

出
身
者

が
一
一
人
、

佐
賀
藩
内
一
八
人
そ
の
う
ち

福
母
村
出
身
が
一
五
人
、
佐
賀
藩
外
一
〇
大
、
で

あ
っ
た
。

ま
た
一
八
三
八
年

〇
天

保

九
年
）

の
佐
賀
藩
多
久
領
の
場
合
、
焼
米
村

の
炭
坑
内

殺
人
事
件

の

犯
人

は
、
「
豊
前

国
軋
艶
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
同
じ
く
多
久
領

の
一

八
五
〇
年
（
嘉

永
三
年
）

の

資
料

は
、
『
炭

掘
渡
世
と

し
て
多
筑

前
之

者
参
居
』

と
記

し
て
い
る
。
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第14表 野開山炭坑の坑夫出身地

(天保11年)

ｔ

28.211人

４

髻

］

叺
吠
圦
圦
杁
圦
圦

武雄領内　　　 他村

佐賀藩内他領

佐賀藩外

前

後

村

津

上

筑

肥

大

唐

浦

１

39人100.0計

注　池田史郎「佐賀藩武雄領の炭

坑について」『地方史研究』19-

3, 50 ペ ージより。

嘛

濤

以

上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
に
入

る
と
、
北
九
州

の
産
炭
地
諸

藩
内

の
炭
坑

で
は
、

か
な
り
広
範
に
旅
人
坑
夫
を
雇

用
し
て
い
た
こ

と
が

わ
か
る
。
尚
、
村

方

の
百

姓
坑
夫
に
つ
い
て
云
え
ば
、
す
で

に
指
摘
し

た
よ
う

に
、
土
地
持
百
姓

の
般
閑
期
の
雇
用

と
土
地
喪
失

百
姓
の
雇

用
。
な

か
に
は
恒
常
的
な
雇
用
と
が

存

在
し
た
。
例
え
ば
、

一
八
三
九
年

〇
天

保
一
〇

年
）
の
遠
賀
郡
香
月
村
の
資

料

は
、
「
当
村
貧
窮
之
者
共
、
御
仕
組
焚
石
当
夏

迄
掘
方
仕
、

兎
や

角
と

過
佗

仕

居
中

侯
」

と
記

し

て

い

る
。
こ
う
し
た
季
節
的

に
炭
坑
で
働
く
貧
窮
農
民

も
、
炭

坑
労
働
に
修
熟
し
、
更
に
貧
窮
し
て
専
業

の
炭
坑
夫

に
転
化
し

た
者

も

少

な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
八
三
〇
年

〇
文
政
一
三
年
）

の

遠
賀
郡

楠
橋
村
の

資
料

は
、
「
焚
石
掘
方
、
数
年
手
馴
者
よ
り
委
敷

（
卵一
）

承
候
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
資
料

は
、
村
方

の
坑
夫

が
、
次

第
に
炭

坑
に
修
熟
し
て
き

た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
て
興
味
深
い
。
特

に

筑

前
地
方
の
村
方
百
姓
坑
夫
は
、
他
の
地
方

の
需
要

に
応
じ
て

領
外

に
流
出
し
、

す
で

に
み
た
よ
う
な
筑
前
出
身
の
旅
人
坑
夫
に
転

化
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

再
び
児

玉
音
松
の
『
頭
領
伝
』
を
み
ょ
う
。
こ

の
文
献

は
、
明
治
期

の
頭
領

た
ち
が
、

徳
川
期

の
筑
豊
の
炭
坑
で

ど
の
よ
う

に
し
て

働

い
て
い
た

か
を
よ
く
示
し
て
興
味
深
い
。
ま

ず
第
一
五
表

は
明
治

前
に
炭

坑
で
働

い
て

い
た
頭

領
た
ち
の
出
身
又

は
前
職
を
示
し

た

も
の
で
あ
る
。
胝
治
期
に
頭
領
と
し
て
活
躍
し

た
人
達

は
、
炭
坑
で

専
業
的

に
働
く

よ
う
に
な
っ
た
坑
夫
で
あ

る
が
、
四
七
人
の
う
ち

一
三
人
が
、
父
親
が
炭
坑
で
働
い
て
い
た
な

ど
な
ん
ら
か
鉱
山

に
関

係
し

て
い
た
人

た
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
代
目
坑
夫
で
あ

っ
た
。

し
か
も
こ
の
事
は
、
筑
豊
の
炭
坑
の
労
働
力

の
給
源

が
、
一
定

程
度

旅
人

坑
夫

と
呼

ば
れ

る
坑
夫

専
業

者
の
子

弟
に
よ
っ
て
い

た
こ
と

を
証
明

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
炭
坑
技
術

の
蓄
積
、
発
展

に
と
っ
て

も
必
要

か
つ
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
二
代

目
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第15 表 幕 末熟 練 坑夫 の 出身 ・前 職

一 明 治 初 年 前 に 坑 夫 とな った 人 の 出身 及 び 前 職 一

父親の職業 本人前職 小　 計

|１　炭坑の経営者

頭　領

金属鉱山坑夫 、

小　　 計

２　農　　　　 業

３　商　　　　 業

４　職　　　　 人

５　め あ か し

６　博　　　　 徒

７ 前 職 不 明

|産 炭 地 出 身

非産炭地出身

小　　 計

７

４

１

(１２)

２

１

（ １）

６

３

３

２

１５

３

（１８）

８

４

１

(二13)

6

3

3

2

2

15

3

(18)

合　　　 計 14 33 47

児玉音松『筑豊鉱業頭領伝』より作成。注

’
坑
夫

の
比
率

は
、
上
表

で
は
二
七
・
六
％

で
あ
る
が
、゙
産
炭
地
、

出

身
者

の
前
職
不
明

が
相
当

あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
代

々
炭

坑

で
働

い
て
い
た
坑

夫
の
子
弟

が
相
当

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ

る
。

坑
夫

の
出
身

の
う

ち
農
業
が
六
人
し

か
い
な
い
の
は
ま
た
興

味
深

い
。
六
人

は
脱
農

ま
た
は
離
農

し
て
坑

夫

と
な
っ
た
場
合

で
あ

る
。
産
炭
地
出
身
者
で
前
職
不
明

が
一

五
人

い
る
が
、
こ

の
中

に
は
、
村
方

の
水
呑

り
子
弟
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら

の
坑
夫

た
ち
は
、
幼
小

の
頃

か
ら
炭

坑

で
働
い
て
い

る
者
が
多
く
、
自
分

の
家

の
職
業

が
楹
っ
き
り
自

覚
さ
れ
て
い

な
い
。
商
人
や
職
人
時

に
は
め
あ
か
し
、

博
徒

か

ら
坑
夫

に
転
じ
た
大
も
少
な
く
な

い
。
徳
川
期

の
炭
坑

労
働
力

の
給
源
が
、
広
範
囲

に
わ
た
っ
て

い
た
こ

と
を
示
し

て
い
る
。

次

に
我

々
は
、
児
玉

の
『
濆
領
伝
』

に
よ
っ
て
、

徳
川

末
期
の
専
業
坑
夫
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
働

い
て

い
た
か
を
具
体
的

な
例

に

よ
っ
て
み

る
こ

と
に
し

よ
う
。

ま
ず
二
代

目
坑
夫

が
ど
の
よ
う
に
炭

坑
で
働

い
て
い
た
か
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

す
で
に
頭
領

の
分
析
で
み

た
飯
田
利
詔
ご
、
一
八
二

七
年
（

文
政
九
年
）
に
、
鞍

手
郡

御
徳

に
生
ま
れ
、
炭
坑
経
営

に
当

っ
て

い
た

父
親
の
炭
坑
で
、
一
八
三

七
年

〇
天
保
八
年
）・
頃

か
ら

Ｉ
〇

歳
で
後
山
と
し
て
坑
内

で
働

き
、
一
八
四
三
年

〇
天
保
一
油

年
）

に

ヱ
（

歳
の
時

に
採
炭
夫
と

な
り

遠
賀
郡
内

の
諸
炭
坑

で
三
年
間
働

き
、
三
年
後
に
は
、
世
話
方

と
な
り
、
頭
領
的
地
位

に
つ

い
た
。
。こ

の
例
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ｌ

ｔ

き

で
わ

か
る
よ
う
に
三
年
間

の
後

山
、

三
年

間
の
先
山
、
モ

し
ｔ

六
年

後
に
世
話
方
に
出
世
し
て

い
る
。
こ
こ

に
当
時

の
坑
夫
の
成
長
過

程

の

パ
タ

ー
ン
を
み

る
こ

と
が
で
き

る
ヾ

彼
の
場
合

は
、

他
領
出
身
の
い
わ
ゆ
る
旅
人
坑
夫
で

は
な

い
が
、
自
領
内
で
の
旅
人
同
等
の

自
由

な
専
業

坑
夫

で
あ
っ
た
。

の
ち
肥
前
に
転
出
し
て
文
字

通
り
上
層

旅
人

坑
夫
と
な
っ
て
い
く
。

吉
田
喜
右

衞
胞
に
、
一

八
四

二
年

〇
天

保
一
三
年
）
、
嘉

穂
郡
出
身

の
炭
坑
経

営
者

の
子

と
し
て
生
れ
、

嘉
穂
の
炭

坑

で

父

に
従
い

幼
少

の
頃

か
ら
働
き
、

の
ち
に
豊
前
の
赤
池
坊
主
ヶ
谷
の
炭
坑
に
移
り
、

一
八
六
六
年

〇
慶
応
二
年
）
ま
で
働
き
、
翌
年
二
五
歳
で
田

川
郡

の
川
原
弓
削
田
原

坑
の
大
頭
領

と
な
る
。

篠
原
直
一
心一
に
、
一

八
三

二
年

〇
天

保
三
年
）

嘉
穂
郡
池

田
村
で
頭

領
の
子
と
し
て
生
れ
、
一

八
四

五
年
（
弘
化
二
年
）
一
四
歳
で
父

と
共

に
坑
内

で
働

き
、
一

九
歳

の
折
に
池

田
の
田
中

其
の
経
営
す
る
炭
坑
で
父
頭
領

の
下

で
一

坑
を
与
え

ら
れ

て
小
頭
領

と
し
て
働
き
、

モ

の
後

各
炭

坑
で
頭

領
と
し
て
活
躍
す
る
。

谷
角

韜
ご
、
一
八
四
三
年
（
天

保
一
四
年
）

に
田
川
郡

金
田

の
炭
坑
経
営
者

の
子
と
し
て
生

れ
、
一
八
五

五
年
（
安
政

二
年
）

に
一

三
歳

か
ら
父
の
炭
坑
で
働

き
、

一
九
歳
の
折
に
唐
津

に
出
奔
し
て
各
地
の
炭
坑
で
働
き
、
明
治

初
年

に
田
川

に
帰

り
、
大
頭
領

と
し

て

活
躍

す
る
。

二
代

目
坑
夫
の
ほ

か
、
二
、
三
の

タ
イ

プ
の
坑
夫
を
み
て
み
よ
う
。
岩
永
勝

迦
ご
、
一

八
五
〇
年
（
嘉

永
五
年
）
頃
長

崎
市
浦
上

で

生
れ
、

一
八
六
三
年
（

文
久
三
年
）
頃
一
三
歳

の
折
、
天

草
富
岡

の
志
岐
凛
坑
で
働

き
、

一
六
歳
の
時
に
高
島
炭
坑
へ
移

る
。
一
八
七

一
年
（

明
治
四
年
）
の
二
一
歳

の
折
隣

の
香
焼
炭
坑

に
移
り
頭
領
と

な
る
。
こ

れ

揉
旅
人

坑
夫
の
典
型
で
あ
る
。

丹
波
新
九
陶

心
、
一
八
三
〇
年
（
天
保
元
年
）
遠

賀
郡
香
月
村

の
百
姓

の
生
れ
、
一
八
五
五
年
（

安
政
二
年
）
二
五
歳
で
農
業
を
や

め
て
、
同
郡

の
木
戸
谷
炭
坑

に
入
り

一
年
半
働

く
。

そ
の
後
楠

橋
村
下
沢

九
郎

の
香
月
坑
で
四
年
、
更

に
二
ヶ
浦
坑
で
】
年
半
、
柮
橋

緑
坑

で
一
年

半
等
、

主
に
下

沢
九
郎

の
炭

坑
で
働

い
て
い
る
。
こ
れ
は
、‘
村
方
百
姓
坑
夫
か
ら
専
業
坑
夫
に
な

っ
た
典
型
で
あ

る
。
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（
2
7）

渡
辺
弥
右
衛
門

は
、
一
八
〇

七
年

〇
文
化
四
年
）
鞍
手
郡
直
方

の
生
れ
で

あ
る
が
、

出
自
は
不
明
で
あ
る
。
一
八
歳
０
時
、
同

郡
内

の
炭
坑
で
働

き
始

め
、
そ
の
後
、
同

郡
内
の
各
地

の
炭
坑
で
働
き
、
一
八
三
三
年

〇
天

保
四

年
）

の
二

六
歳

の
頃

に
は
熟
練
坑
夫
と
な

り
、
各
地

で
頭

領
と
し
て
働
く
。
こ
れ
は
、
村
方
坑
夫
が
専
業
坑
夫
と

な
っ
た
典
型
で

あ
る
。

（
2
8）

和
田
勇

七
は
、
一
八
四
九
年
（

嘉
永
二
年
）
の
鞍
手
郡
永
谷
村

の
生

れ
、
出
自
不
明

だ
が
一
三
歳
の
折
か
ら
同
郡

の
諸
炭
坑
で
二
〇

歳

ま
で
働

き
、

そ
の
後
一
八
六
九
年

〇
明
治
二
年
）

に
遠
賀
郡

の
炭
坑

に
移

り
、
翌
年
世
話
方

と
な
る
。
こ
の
ヶ
Ｉ
ス
は
渡
辺
と
同
じ

で
あ

る
。

中
田
新
『

げ
、

一
八
四
四
年
（

弘
化
元
年
）

の
佐
賀
東
松

浦
郡
入
野
村

の
出
身
、
出

自
は
不
明
だ
が
、
一
八
六
三
年
（

文
久
三
年
）

頃
、
一
七
、

八
歳
の
時
か
ら
、
唐
津
、
平

戸
、
小
城
、
高
島

の
諸
炭
坑
で
働
き
、
明
治
元
年

に
佐
賀
県

の
杵
島
郡

の
福
母
炭

坑
で
坑
内

監
督

と
な
り
、

翌
年

か
ら
平
戸
の
炭
坑
で
下

受
掘
を
行
な
い
、
の

ち
に
頭
領
と
し
て
筑

豊
で
活

躍
す
る
。
こ
れ
も
旅
人

坑
夫
の
典
型
で

あ

る
。
瓜
生
治
匹
げ
、

一
八
四
六
年
（

嘉
永
元
年
）
肥
前
小
城
の
生
れ
、
肥
前
、
唐
獰

り
諸
炭
坑
で
働

き
、

の
ち
に
筑

豊
で
頭
領

と
し
て
活

躍
す

る
。
こ
れ

も
旅
人

坑
夫
の
典
型
で
あ
る
。

以

上

の
よ
り

に
、
児

玉
は
、

筑
豊
あ
る
い
は
肥
前
唐
津
の
地
方
で
、
幕
末
期

に
炭
坑
で
働

い
た
頭
領

た
ち
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
そ

れ
は
筑
豊

に
専
業
坑

夫
集
団
が
形

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
。

さ
て
、
一
九
世
紀

初
め
か
ら
中
期
頃

ま
で
、

こ
う
し
た
旅
人
坑
夫
を
中
心
と
す

る
専
業
坑
夫
数

は
ど
の
位

に
達
し
て

い
た
の
で

あ
ろ

う
か
。
坑
夫
数

に
つ

い
て

の
資
料

は
全
く

存
在
し
な
い
し
、
今

後
も
恐
ら
く
絶
対
明
ら
か
に
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
し

か
し
出
炭

高
な

ど
か
ら

お
よ
そ

の
傾

向
は
推
測
で

き
る
。

例
え
ば
、

仮
り
に
、
当
時
の
採
炭
従
業
者
が
、
す
べ
て
専
業
坑
夫

だ
っ
た
と
す
れ

ば
、
一
九

世
紀
二
〇

年
代

の
年
産

匸

Ｔ

五
万

ト
ソ
近

い
出
炭

は
、
年
産
一
人
ニ
ニ

ト
ソ
向

ど
す
れ
ば
、
年
産

匸
一
万

ト
ソ
の
場
合
、
坑
夫
数

は
、
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参

唯

●

き

五
三
〇
〇

人
近
く
存
在
し

た
こ

と
に
な
る
。
又
、
年
一
五
万

ト
ソ

の
場
合

は
、

六
六
〇
〇
人
近

く
存

在
し
て

い
た
と
い
う
こ
と

に
な

る
。

ま
た
一
九
世
紀
の
中
葉
の
場
合

は
、
年
産
四
〇
万
ト
ソ
近

か
っ
た
の
で
、
坑
夫
数

は
、
一
万
七

七
〇
〇
人
近

く
存
在
し
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

も

っ
と
も
こ
れ
ら

の
坑
夫
数

は
、
坑
外
の
運
搬
部
門
や
排
水

部
門

も
含

ま
れ

て
い
る
の
で
、

坑
内

の
採
炭

及
び
運
搬
（

こ
れ
は
採

炭

見

習
を
含
む
）
だ
け

に
限

る
と

全
体

の
半
分
位

に
縮
小
す

る
。
そ
し
て
村
方

坑
夫
を
除
く

旅
人

坑
夫
は
、

ど
の
位

に
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
旅
人
と
村
方
の
比
率

は
も
ち
ろ

ん
明

ら
か
で

は
な
い
が
、
肥
前
中

心
の
出
炭
傾

向
と
肥
前
の
旅
人
の
多
さ
を
考
慮
ｋＪ
入
れ

る
と
例

え
ば
五
対
五
位

の
割
合
だ
と
し
て
も
、
一
九
世

紀
中
葉

に
は
、

旅
人

坑
夫

は
五
〇
〇
〇

人
近
く
は
存
在
し
た
こ
と
に
な

る
。

し

か
し
、
全
体
と
し
て
炭
坑

経
営

は
、
季
節
的

な
面

も
少

な
く
な
い
し
、
村

方
坑
夫
自
体
が
季
節
的
で
あ
る
亊
が
多
い
の
で
、
炭
坑

に
働
く
坑
夫
数

は
、
今
迄

の
推
定
よ
り
は

る
か
に
多
く
な

る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
旅
人
坑

夫
数
も
多
く
な
る
と
い
え
よ
う
。

一
八
世
紀
末

に
な

る
と
石
炭
業

は
、
専
ら
雇
用

に
基

づ
く
経

営
に
な
っ
て
く

る
。
し
か
も
そ
れ
は
専
業

の
坑
夫
の
雇
用

も

か
な
り
存

在
し
て
い
た
。
モ

こ

に
は
炭
坑
労
働
市
場
が
形

成
さ
れ

た
。
こ

０
炭
坑
労
働
市

場
の
構
造
は
、
次

の
如

く
特
徴

づ
け
る
こ

と

が

で

き

る
。
産
炭
地
領
内

の
労
働
市
場

は
、
熟
練

と
不
熟
練

か
ら
な
る
村
方

坑
夫

の
日
雇

０
雇
用

と
熟
練
・
未

熟
練
の
旅
人
坑
夫
の
雇

用

か
ら

構
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
村
方
坑
夫
の
一
部

は
、
種

々
な
理

由
に
よ
っ
て
、

例
え
ば
よ
り
高
い
賃

金
を
求

め
、

あ

る

い

は

領
内

の

炭
坑
が
閑
鎖
さ
れ
て
、
あ

る
い
は
百
姓
仕
事

よ
り
炭

坑
稼

の
方

に
魅

力

を

感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
旅
人
坑
夫

に

転
化
す

る
。
そ

れ

は
、
領
内
で

カ
ッ
コ
付

の
「
旅
人
」
坑
夫

に
な
る
場
合

と
領
外

の
旅
人

坑
夫
に
な
る
場
合
が
あ

る
。
以

上
の
領
内
の
雇

用
構
造

は
、
ほ

£
産
炭
地

の
基
本
的
労
働
市
場

の
構
造
を

な
し
て

い
る
。

そ
し
て
、

旅
人

坑
夫
を
中
心
に
し
て
、
領
内
、
領
外
を
通
じ
て
、
自
由

に
移

動
す

る
横
断
的
な
労
働
市
場
が
形

成
さ
れ
て

い
る
。

旅
人

坑
夫

は
、

よ
り
高
い
賃
金
を
求

め
て
、
あ

る
い
は
よ
り
高
い
技
術
を
修
得
す

る
た
め
に
あ

る
い
は
炭
坑
が
閑
鎖

さ
れ
た
り
、
労
働

条
件

が
悪

化
し
た
り
す
る
と
、
あ
る
領
内

の
炭

坑
か
ら
他
の
炭
坑
へ
、
ま

た
別

の
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畊

Ｓ

４

領

の
炭
坑

へ
と
移
動

す
る
。

そ
し
て
時
に
は
、
あ

る
領
の
村
方

坑
夫
が
、

領
内
か
他
領
の
旅
人
坑
夫

に
転
化
し
、
横
断
的
労
働
市
場

に

転
入

し
て
く
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　

・

北

九
州
地
方
に
は
、
す
で

に
み
て
き
た
資
料
に
よ
っ
て
も
領
内
の
村
方
坑
夫
を
中
心

に
や
や
閑
鎖
的

な
労
働
市

場
と
旅
人

坑
夫

を
中

心
と
す
る
自
由
で
横
断
的
な
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
第
九
図

は
、
炭
坑
労

働

市

場

り

構

造

を

略
示
し

た
も

の
で
あ

る
。
こ
こ
で

は
、
坑
夫
が
実
際

に
ど

の
よ
う

に
自
由

に
移
動
し
て
い

る
か
を
、
二
、
三

の
資
料

に
よ
っ
て

み
る
こ

と

に

し

よ

す
で
に
紹
介
し

た
豊
前
の
一
炭
坑

に
係
わ

る
坑
夫

の
喧
嘩

に
関
す

る
一
九
四
四
年
（
天
保
一
五
年
）

の
資

料
は
、
事
件
後
、
関
係
者

が
語

っ
た
調
書
で
あ
り
、
当
時

の
坑
夫
が
き

わ
め
て
自
由

に
移
動
し
て

い
る
こ

と
を
示

す
注

目
す

べ
き
資
料

で
あ
り
、

信
憑

性
の
著
し

く
高
い
も
の
で
あ

る
。
資
料

に
よ
れ
ば
、
肥
後
生

れ
の
平
助

ぱ
、
｛

両
親
も

相
果
て

候

｝一
付

。
三

歳
の
歳
長

崎
稲
狭
村
伯
父
大
吉
」
に

あ
づ
け
ら
れ
、
（

成
長
仕
一
時
寅
鵞

〇
文
政
一
八
年
）
国
元
」
に
一
度
帰
り
、
「
去
年

七
月
筑

前
江

髑
越
、
石

炭
掘
仕
居
」
、
「
去
十
二
月

二
廿
日
御
当
国
江
冬
以

来
焚
石
掘

等
御

座
邸

と
供
述

し
て

い
る
’
平
助

が
筑
前

の
炭

坑
に
行
く

前
に
何
処
で
働

い
て
い
た

か
明
ら

か

で

は
な

い
が
、
筑

前
の
炭
坑
で

六
ヶ
月
働
き
、
そ

の
後

豊
前

の
炭
坑

耙
移

っ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。
筑
後
の
久
留
目
生
れ
の
治
平

は
、
「
去
戊
年
（
天
保
九
年
）
同
国
罷
出
、
所

々
稼
等
仕
、
去

る
卯
（
天
保
一
四
年
）
十
月
筑
前
鞍
手
郡
長
谷
村

石
炭

掘
稼
仕
居
」
、
そ

こ
で
兵
十

と
い
う
坑
夫

に
「

金
弐
朱
」

を
貸

し
た
が
、

借
金
を
踏
み
倒

し
て
逃
亡
し
た
兵
十
が
豊
前
の
神
崎
村

の
蒹
坑
で
働

い
て

い
る

こ

と
を
聞
き
知
っ
て
、

今
年
正
月

一
六
日

に
「
神
崎
石

炭
山
へ
罷

越
」

し
た
と
い
う
。
ま
た
治
平
が
兵
十

に
貸
金

し
た
際
の
請
人

と
な

っ
た
長
崎
後
藤
生
れ
の
彦
八
は
、
［
文
政
十
亥
歳

国
元
罷

出
、
所

々
稼

等
仕
］
、
筑
前
の
長
谷
村

の
炭
坑
で
治
平
ら

と
働

か
た
後

に
、
今

年
正
月

一
〇

月
に
神
崎
村
の
炭
坑
に
来
て
い

る
。
こ
の
「
石
炭
山
捐
子

の
旅

人
三
人
」

は
、
山
神
祭

の
日

に
近
く

の
赤

池
村

の
酒
屋
で

酒

を
飲
み
、
店
員

と
喧
嘩
し
て
殴
打
さ
れ
、
役
所

か
ら
調
書
を
と

ら
れ
、
我

々
に
貴
重
な
資
料
を

残
し

た
。

通
常

こ
う
し
た
坑
夫
の
実
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態
を
伝
え

る
資
料

は
残

ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
こ

の
場
合
、
注

目
さ
れ
る
の
は
、

三
人
の
旅
人

坑
夫
が
、
「
所

々
稼
等
仕
」

て

働

き

歩
い
て
い

る
こ

と
と
、
借
金

を
踏
み
倒
し

た
兵
十

を
追
っ
て

い
と
屯
簡
単
に
筑
前
か
ら
豊
前
に
移

動
し
て
き
て
い

る
こ
と
で

あ

る
。
し

か
も
豊
前

の
炭
坑

で
、

彼
ら
は
容
易

に
雇

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
神
崎
村

に

お
け

る
炭
坑

の

頭
領

で
あ
る

栄
蔵
は
、
平
助
の
場
合

は
、
「
去

極
月

押
詰
…
…
筑
前
よ
り
罷

越
、
暫
時
掘

子
の
内
・一
迫
呉
候
様
中

侯

二
付
、

召
遣
居
申
侯
」

と
証

言
し
、
雇

用
が
い
か
に
も
自
由
に
行
な
わ
れ
て
い
る

事
を
示

し
て

い
る
。
本

来
な
ら
ば
、

旅
人

坑
夫
の
雇
用

に
際
し
て
は
、

彼
の
素
姓

や
生
国
が
調
べ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
実
際

は
、
そ
う
し

た
事
は
問
題

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
雇

用
契
約
が
い

か

に

も

自
由

に
、
ル

ー
ズ
に
な

っ
て

い
る
。
頭
領
栄
蔵

は
こ

の
点

に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
証
言

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
栄

蔵
が
配
下

の
弥
十

に
世
話

さ
せ
て

い
る

炭

坑
に
、
彦
八

が

雇

っ
て
く
れ

と
い
っ
て

来
た
の
で
、

自
分

は
、

「
地
盤

と
素
姓
如

何
可

仕
哉

と
奉
存
候
内
、

段
々
炭
山
用
向
御
座
候
」
と

い
う

よ
う

に
、
素
姓

を

正

そ
う
と

し
て
い
る
折

に
、

炭
坑
が
忙
し
く
て
そ

の
ま

ま
使
用
し
て

い
る
う
ち
に
、
素
姓

を
調

べ
そ
び
れ
た
と
い
う
の

で

あ
る
。

第10図　せい一家の移転図

豊後→ 豊前香春町→ 豊前夏吉村炭坑→ 同村日71

1 年間　　　　 ２年間

豊前金田炭坑，

石炭山

１年

３ 年 ，

以

上
の
事
態
は
、
福
岡
藩

の
仕
組
法
下

の
雇
用
政
策

に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、

旅
人

の
雇
用

に
は
、

素
姓

の
調
査
後
、
役
所

の
許
可
を

得

る
ル

ー
ル
が
定

め
ら
れ
て
い

る
に
か
か
わ

ら
ず
、
実
際

に
は
、
手
続

が
ル
ー
ズ
に
な

り
、
雇
用

が
極
め
て
自
由
に
行
な
わ
れ
、
そ
れ

に
応
じ
て
坑
夫
が
自
由

に
移
動
し
て
い

る
こ

と
を
証
明
し
て

い
る
。

一

八
五
八
年
（

安
政

五
年
）

の
豊
前

の
も
う
一

つ
の
資
料

も
同
じ
事
態
を
証
明
し
て

い
る
。
こ

の
資
料

は
、

豊
前
林

ケ
谷
炭
坑
の
二

人

の
坑
夫
が

喧
嘩
し
て
、
一
方
が
殼
さ
れ

た
事
件
の
際

の
関
係
礼
一一一
調
書
で
あ

る
。

と
こ
で
注
目

さ
れ
る

の
は
、
匕

の
資
料

に
出

て
く
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今

ｉ

卜

る
旅
人
坑
夫

の
生

い
立

ち
と
流

転
の
様
子
で

あ
る
。

ま
ず
殺
さ
れ
た
坑
夫

を

婿
入

さ
せ
た
未
亡
人
「

せ
以
」
（
七
五
歳
）

は
、

豊
後
中

津
領
下

毛
郡
会

智
村

の
出
身
で
、
同

村
の
菅
右

衛
門

に
嫁

ぎ
、
二
子

を
も
り

け

た
。
男

の
子
が
眠
病

に
か
か
っ
た
の
で
、
一
家

は
、

豊

前
の
香
春
町

の
中

山
と
い
う

医

者
に
か
か
る
た
め

蘿
村
し
、
「
同
町

文
蔵
と
申
者
方

へ
止
宿
」
し

た
。
三

ヵ
月
後

に
し
て
治

る
と
一
家

は
「
夏
吉
村

の
内
萩
原

と
申
所
石
炭

山
I
l　ｓ
壱
年
計

り
日
雇
裃

仕
同

村
詩
三
郎
と
申
者
方

借
宅
江
弐
年
計

り
相
滞

り
日
雇
裃
等
仕

候
」

と
い
う
こ

と
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
一
家
は
、
豊
前
の
「

企
救
郡
足
立
村

へ
石
炭
山
出
来
仕

侯
」

と
い
う
こ
と
で
移

り
、
「
同
村
平
三
郎

卜
申

者
方

へ
宿
仕
石

場
稼
壱
年
」

ば
か
り
し
て

か
ら
、
筑

前
の
小
倉
表
に
で
て
「
長
屋
を

借
り
」
、
「
三
年

余
り
日
雇
裃
等
仕
」

て
、

そ

０
後
知
人

で
あ
る
豊
前
「

金
田

村
の
内
石

場
乙

吉
」

の
と
こ
ろ
に
来
て
「
日
雇
裃
」
し
、

せ
以

は
、
文
政

六
年
頃
こ
こ
で

夫
を
病
気
で

失
な

い
。
モ

の
後
こ

の
金
田
村

に
定
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
を
み
て
も
、
せ
以
一

家
が
炭
坑

を
転

々
と
稼
ぎ
歩
い
て
い
る

様
子
が
よ
く
わ

か
る
。

一
方

せ
以

の
子

供
は
四
人
で

あ
っ
た
が
、
一
人
の
娘

は

早
く
死

に
、
も

う
一
人
の
娘
は
、
こ

の
段
階
で
は
、
「
他

方
へ
出
稼
今
以

帰

り
不

申
」

と
い
う
こ

と
で

旅
人

坑
夫
一
家
の
娘
も
旅
人
と
な

っ
て
い

る
こ

と
を
示
し

て
い
る
。
忰
の
治
左

衛
門

は
成
長
す

る
と
「

他
方

出
稼

帰
り
不
申
」

と
い
り

こ
と
で
不
在
で
あ

っ
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
帰
え

っ
て
く

る
と
ま
も
な
く
病
死
し

た
と
い
う
。
末

娘
の
て
以

は
、

金
田
村

の
許
斐
又
四
郎
の
も
と
で
奉
公

稼
を
し
て
い

た
が
、
近
村

の
市
助

と
筑

前
赤
間

に
か
け
落
し

て
「

日
雇
裃
」

を
し
て
働

き
、
そ

の
後
二
人
は
戻

っ
て
来
た
が
、
モ

の
夫
は
七
年
後

に
病
死
し

た
。
せ
以
、

て
以

親
娘

は
、

共
に
村
内

の
「
石
炭

山
江

参
り
」

稼
い
で
い

た
が
、
旅
人
坑
夫
の
治
平

と
知
り
合

い
、
彼
を
て
以

の
婿

に
迎

い
入

れ
た
。

し
か
し
ま
も
な
く
て
以

が
病
死
し
、
婿

の
治
平

も
件
の
喧

嘩
が
も
と
で
死

ん
で
し
ま
う
。
資
料

の
語

る
せ
以
一
家

の
流
転

の
生
活

は
、

旅
人

坑
夫
が
、
自
由
に
炭
坑
を
移
動
し
て
歩
く
実
態
を
如

実
に
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ

の
際
注
目

さ
れ

る
の
は
、

せ
以

一
家

を
金
田
村

○
し
か
も
村
方
に
定
住
さ
せ
て
い
た
金
田
村
の
対
応
で

あ

る
。
村
方
役
人

は
、
本
来
旅
人

坑
夫

を
村
方

に
定

住
さ
せ
て

は
い
け

な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
た
に
係
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
黙
認
し
て
き
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た
こ

と
で

あ
る
。
そ

れ
は
、

金
田
村

の
炭

坑
が
そ
れ
だ
け
旅
人

坑
夫
に
依
存
し
て
い
た
こ
と

を
意
味
す

る
だ
け
で
な
く
、
旅
人
坑
夫

の

隔
離
策
が
形
骸

し
、

旅
人

坑
夫
の
社
会
的
地
位

が
向
上
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

次

に
肥

前
に
お
け

る
坑
夫
の
移
動
を
示

す
資
料
を
み
て
み
よ
う
。
唐
津
の
諸
炭
坑
は
、
筑
豊

か
ら
多
く

の
旅
人
坑
夫

を
移
入
し

た
。

天

保
年
間
（

一
八
三
〇

～
四
四
年
）

の
唐
津
の
一
炭

坑
資
料
は
、
石
炭
方

役
所
は
、
島
原
出
身
者
三
名
、

筑

前
出

身
者
三
名

に

つ

い

て
、
「
右
六
人
之
者
不
人
柄
由
然

ル
所
折

々
石
炭
山

へ
徘
徊
等
致
候
相
聞
候

二
付
、

定
而

何

レ
モ
面
躰
見
覚
侯
事
と
存
侯
、

吉
後

向
立

寄
候
共
、
勘
場
（

勿

論
掘
子
納
屋

二
而
足
留
為

致
候
相
成
不
申
鰤

と
命
じ
た
。
こ
の
文
面

は
、
何

か
不
将
を
仕
で

か
し

た
六
名

の
旅

人
坑
夫
を

各
炭

坑
で
雇

わ
な
い
よ
う
に
命
じ
た
こ
と
を
示

す
が
、
そ
の
文
脈
か
ら
、
旅
人
坑
夫
が
炭
坑

か
ら
炭
坑
へ
移
動
し
て
歩
く
様

子
が
窺
え

る
。
同
じ
く
唐

津
の
資
料
で
、’
一

八
六
二
年
（

文
久
二
年
）

に
地
方
役
所
が
雇

用
関
係
に
対
し
て
示
し
た
政
策
の
「
覚
」

に

よ
る

と
、
「
御
領
内

石
炭
山
よ
り

逃
参
り

候
掘
子
三
十
日
之
内

者
、
其
元
方

二
而

金
銭
等
貸
付
不
申
、
先
元
方
よ
り
掛
合
来
候
（

乂
無

（
3
5）

異
相
返
可
申
侯
、
右
日
限
過
俟
（

＆
懸
合
来
候
共
其
元
方
可
為
了

簡
事
）

と
あ
る
。

こ
の
文
書
の
文
意

は
必

ず
し
も
明
瞭
で

は
な
く
、

二
つ

の
解
釈
が
で
き

る
。
こ

の
逃

亡
掘
子

が
、
領
内

の
元

の
炭

坑
で
借

金
を
踏

み
倒

す
い
わ
ゆ
る
ケ
ツ
フ
リ
坑
夫
で
あ

る
場
合
と
借
金

が
な

い
普
通
の
坑
夫
の
場
合

と
で
あ

る
。
そ
し
て

ケ
ツ
フ
リ
坑
夫
で

あ
る
場
合

は
、
逃

亡
に
対
し
て
否
定
的
な
の
は
貸
借
関
係
の
経
済

原

則

か
ら
し
て
む
し
ろ
当
然
で
、
三
〇
日

の
不
自
由

の
制
約
が
伴

っ
た
後
、
自
由
な
雇
用

が
回
復
す
る
。
私
は
、
こ
の
文
面
は
こ
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ

る
べ
き
だ

と
考
え

る
。
後

に
も

ふ
れ

る
よ
う

に
、
当
時
す
で

に
納
屋
制

度
が
形
成
さ
れ
、
坑
夫
は
、
し
ば
し
ば
経
営
者

（
3
6）

や
頭

領

か
ら
借
金
を
す

る
こ
と
が
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
後
者

の
解
釈

の
場
合

は
、
領
内
の
炭
坑

か
ら
坑
夫
が
、
頻
繁
に
移
動
し
な
い
よ
う
、

少

な
く
と
も
三
〇

日
の
間
、
元

の
炭
坑
の
雇
主
が
異
議
を
申
し
出

た
場
合

は
、
雇
用

を
見
合

わ
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
労
働

力
の

不
足

に
際
し
て
藩
当
局
が
こ
う
し

た
政
策
を
一
時
的

に
打

ち
出
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
坑
夫
の
自
由
な

雇
用

が
前
提
さ
れ
て
い
る
以

上
、
移
動
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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佐

賀
藩
武
雄
領

の
資
料

は
、

坑
夫
の
確
保
が
労
働

市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
’に
よ

っ
て
行
な
わ
れ

る
こ

と
を
示

し

て

い

る
。
一
八
四
三
年

（
天

保
一
一
年
）

に
武
雄
藩

は
、
領
内
で
藩
直
営

の
炭
坑

を
開

さ
く

し
た
が
、

そ
の
際
藩
当
局

は
、
「
福
母
勘
兵

衛
」

に
「
か

椥
手
配

方

の
相

談
料

百
四
拾
四
心
べ一

を
支
払
っ
て
、
熟
練
坑
夫
を
世
話
さ
せ

た
。
一
八
四

三
年
（
天

保
一
四
年
）

の
佐
賀
藩
多
久
領
の
資
料
も
興

味
深

い
。
こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
多
久
領
の
高
木
川
内
村

か
ら
近

在
の
唐

津
藩
内

の
坑
夫

に
無

許
可

で
出
稼
に
い
っ
て
い
る
日
雇
が
い

た
事
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ

ち
「
其
方
儀
、
無
手
数
一一
而
唐

津
料

笹
原
村
罷

越
日
雇

に
相
部
り
」

と
あ
り
、
し

か
も
こ
の

坑
夫
は
、
そ
こ
の
炭
坑
の
「
親
方
源
蔵

の
娘
し

づ
」

を
連

れ
だ
し
、
佐

賀
表
に
逃
亡
し
た
。
こ
の
坑
夫
は
、
婦
女
誘
拐
の
罪
で
ニ

ケ
年

の
「

鉋
ｍ

Ｊ

を
受
け

た
が
。
出
稼
ぎ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
問
題

に
さ
れ
な

か
っ
た
。同

じ
資
料
は
高
木
川

内
村
の
農
民
が
唐
津
浪
顫
山

の
炭
坑

の
運
送
方
と
し
て
出
稼

ぎ
に
出
て
い
る
の
で
、
同
村
内

の
「
炭

運
送
之
牛
馬
漸

々
手
寡

ク
相
良

、

山
元

経
営
者
が

当
局
に

出

稼

ぎ
の
規
制

を
願

い
出

た
こ

と
を
伝

え
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
、
産
炭
地

の
伝
統
的
政

策
で

も
あ
る
が
、
他
領

へ
の
出
稼

ぎ
の
傾
向

が
示

さ
れ
て
い
て
興
味
深

い
。
更

に
別
の
興
味
深
い
資
料
に
よ
る
と
多
久
領

の
当
局
は
、
領
内

の
「
別
府
・
古
賀
津
辺

り
之

者
共

唐
津
石
炭

山
日
雇
稼

ぎ
と
し
て
罷
出
」

て
い
る
こ
と
を
認
め
、

一
応
「

他
領
へ
無
手
数

二
」
て
出
国
す

る
の
を
「
御
国
禁

二
俣
処
」
と
し
て

い
て

も
、

出
稼
ぎ
に
つ
い
て
「
御
内

輪
」

に
し
て
、

た
だ
真
偽
の
わ
か
ら

ぬ

冫

ｙ

」
を
持
ち
帰
え

る
こ
と
だ
け

を
跂
し
く
心
四
び
て

い
る
。

こ
れ
は
、

領
内

か
ら
領
外

へ
の
炭

坑
出
稼
ぎ
を
立
前
上
禁
止
し
、
事
実
上

は
認

め
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
だ
が
、
領
内

の
貧
窮

百
姓
の
増
加
が
当
局

に
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
多
久
領
の
農
民

の
唐
津
藩

へ
の
出
稼

ぎ
は
、

彼
ら
が
炭

坑
労
働
市

場

に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
時
と
し
て
、
唐
津

の
炭
坑
内

を
移
動
す

る
だ
け
で

な
く
、
筑
豊

の
炭

坑
へ
移
動

し
、

旅
人

坑

夫
に
転
化
し
て
い
く
こ
と
を
屯
示
唆
し
て
い

る
。

以

上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
前
半

に
は
、
九
州
の
炭
坑
地
域

に
、
季
節
的

な
百
姓

坑
夫

に
加
え
、
半

ば
専
業

的
な
百
姓

坑
夫
、
専

業

に
転
化
し

た
百
姓
坑
夫
、
そ
れ

に
専
業
的
な
旅
人
坑
夫

の
雇
用

が
広
旄

に
形

成
さ
れ
、
そ
こ

に
村
方

坑
夫

と
旅
人
坑
夫
か
ら
な

る
炭
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坑
労
働
市
場

が
形

成
さ
れ
て

い
た
こ

と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
炭

坑
労
働

市
場

は
、
自
由
な
旅
人
坑
夫

の
横
断
的
な
側
面

を
も
保
持
し
て
い

た
の
で
あ

る
。
在
来
石
炭
業

は
、

も
は
や
こ

の
労
働

市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
し

か
、
労
働
力
を
確
保
し
え

な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
こ

の
労
働
市
場

に
は
、
炭

坑
に
特
有

の
無

頼
の
徒
や
博
徒
、
あ

る
い
は
や
く
ざ
が
流
入
し
て
き
た
と
は
い
え
、
賃
金

で
の
み
働
き
生
活
す

る
労
働
秩
序

の
体
制
が
構
造
化

さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
モ

こ
に
は
、
旅
人
坑
夫
を
中
心
と
し

た
熟
練
坑

夫

の
集
団

が
存
在
し
、
在
来
石
炭
業
の
技
術
を
蓄
積
し
、
継

承
し
、
発
展

さ
せ
て

き
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
あ
る
者
は
ま
た
炭
坑

の
組

織

者
、

管
理
者
と
し
て

の
頭
領
、
親
方
、
あ

る
い
は
経
営
者

に
上
昇

し
て
い
き
。
在
来
石
炭

業
の
指
導

者
と
な
っ
て
い

っ
た
の
で
あ

っ

た
。
維
新
後

の
石
炭
業

の
近
代
化
は
、
こ
う
し

た
在
来
石
炭
業

に
働
く
一
連

の
労
働

者
、
頭

領
、

経
営
者
の
存
在
な
し
に
は
、
容
易
に

実
現

し
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
維
新
後
の
西
欧
的
炭
坑
技
術

の
日
本

へ
の
移
殖

は
、
無

地
の
上
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
在
来

石
炭
業

の
蓄

積
し
た
採

炭
技
術
の
上
に
行
な
わ
れ
た

の
で
あ
り
、
一
定
程
度
、
在
来
技
術

の
上
に
接
木
的

に
行
な
わ
れ
、

在
来
技
術
者

た
ち
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
な
が
ら
実
現

し
た
の
で
あ

る
。
こ

の
過
程

に
つ
い
て

は
す
で

に
論
じ
て
あ
る
の
で
、

こ
こ
で

は
割
愛
す

る
こ

と
に
し

た
い
。

尚
、
最
後

に
指
摘

し
て
お
き
た
い
の
は
、

従
来
の
研

究
に

お
い
て
は
、
徳
川
時
代

の
石
炭
業

に
お
け

る
賃

労
働

は
、

き
わ

め
て
封

建

色

の
強

い
、
従

っ
て
隷
属
性

の
強

い
も

の
と
見

な
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ

る
。
例

え
ば
、
徳
川
時
代

の
炭
坑
労
働

者
に
つ
い

て
の
先
駆
的

な
論
文
を

書
い
た
遠
藤
正
男

は
、

一
九
世
紀
前
半
の
炭
坑
労
働

者
を

か
な
り

リ
ア
ル
に
描
き
な
が

ら
も
「

徳
川

時
代

に
於

て
は
未
だ
社
会
一
般
が
強

い
封
建
的
束
縛

の
下

に
あ
り
、
且
炭

坑
労
働

者
が
自
己

を
生

か
す
べ
き
他
の
職
業
を
容
易
に
見
出
し
得

な
か

っ
た
か
ら
、
隷
属
的
賃

金
制
度
も
何
等
問
題

に
な
ら
な
か
っ
心
Ｊ

と
し
て
全
体
と
し
て
徳
川
期
炭
坑
労
働
者

の
隷
属
性
を
強
調
す

る
こ

と
に
な

っ
て

い
る
。
こ
う
し

た
見
解

は
、
特

に
実
証
性

を
伴

わ
ず
、

あ
る
種

の
先
入
見

を
持

っ
た
論
者

に
よ

っ
て
固
定

さ
れ
、
む
し

ろ

極
端
に
拡
大
さ
れ
て
今
日

に
引

き

継
が
れ
て
き
て
い

る
。
例
え

ば
、
戸
木
田
嘉

久
氏

の
論
稿
「
『
産
業
革
命
』
以

前
に

お
け

る
石
炭

鉱
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３

４

？

業

の
形

成
」
は
、
幕
藩
体
制
下

の
坑
夫
を
「

前
期
的
炭
鉱
労
働
者
群
」
と

あ
ら
か
じ

め
規
定
し
つ
つ
、
仕

組
法
下

の
村
方

百
姓
坑
夫

を

「

基
本

的
に
土
地
に
緊
縛
さ
れ
た
農
奴
」
だ
と
か
、
「
農

奴
と
し
て
緊
縛
さ
れ
た
こ
の
小

生
産
者
的

な

労
働

者
」
と
か
み
な
し
、

旅
人

坑
夫

に
つ
い
て
分
析
を
全
く
欠
い
た
う
え
で
、
労
働
者
群
を
、
「
『
隷
奴
的
形
態

の
賃
労
働
者
』

の
原
型
」

と
か
、
単

に
「

零
落
さ
せ
ら

れ
た
小

生
産
者
・
事
実
上
の
賃
労
糺
一
一
ご

と
か
と
把
え
て
い

る
に
と

ど
ま

っ
て

い
る
。

し
か
も
、

旅
人
坑
夫
の
存
在
を
は
じ
め
、

幕
末
の
炭
坑
業
を

か
な
り
詳
細

に

分
析

し
て
い
る

隅
谷
三
！
:男
氏
で

さ
え
、
「
幕

末
・

維

新
期

の
雇
用

労
働

を
も
っ
て
直
ち
に
近
代
的
賃
労
働
関
係
を
規
定
す

る
こ
と

は
で
き
廴
四
一
」

と
述

べ
。
従

来
の
炭
坑
労
働

者
の
隷
属

性

を
強
調

す
る
見

解
に
対
し
な
ん
ら
の
批
判
を
向
け
な
い
で
い

る
。
確

か
に
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革

命
的
で
そ
れ
故
、
社
会
的
に
労
働

力
の
商

品
化

を
全
面

的
に
認
め
た
維
新
変
革
後
と
、
労
働
力
の
商
品
化
を
体
制
と
し
て

は
部
分
的

に
し

か
認

め
な
か
っ
た
幕

藩
体
制
と
で
は
、

明

ら
か
に
、
賃

労
働
の
在
り
方
が
異
な
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
し

か
し
、
幕
藩
体
制
下

の
賃
労
働

規
制

政
策
の
も
と
に

お
い
て

さ
え
、

ま
た
藩
の
種

々
の
規
制
を
受
け
つ
つ
も
、
鉱
山

や

炭
鉱

に
お
い
て
は
、
「

直
ち
に
」

近
代
的
な
賃

労
働

関
係
と
規
定
し
り
る
よ

う
な
雇
用

関
係
は
成
立
し
う

る
と
云
え
よ
う
。
又
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革

命
前
後

の
賃
労
働
関
係

は
、
資

本
の
実
質

的
包
摂
が
十
分
な
段
階

の
賃

労
働

と
較
べ
れ
ば
種

々
の
古
い
衣
を
ま
と

っ
て

い
る
と
は
い
え
、
そ

れ
な
り
に
近
代
的
賃

労
働

関
係

と
評
価
し
う

る
し
、
幕
末
の

自
由
な
炭
坑
労
働
者

た
ち

は
、
維
新
後
の
炭
坑
労
働

者
と
殆

ん
ど
全
く
同
質

の
も
の
と
評
価

し
う
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ

る
。

ま
た
納
屋
制
度
の
存
在
を
も

っ
て
、
維
新
前

も
維

新
後

も
、
炭

坑
労
働

者
は
、
封

建
的

隷
属
下

に
あ
っ
た
と
す

る
議
論

は
、

か
つ
て

批
判
し

た
よ
う

″マ

資
本

の
未

成
熟

に
基

づ
く

資
本

主
義
的
な
隷
属

を
封

建
的
な
隷
属
と
見
誤

る
も
の
で
あ

っ
て
、
到
底
納
得
で
き

る

主
張
で

は
な
い
。
九

州
地
方
で

新
た
に
発

掘
さ
れ
て
い
る
炭
坑
労
働

者
に
関
す

る
資
料

は
、
私

の
立
論
を
十
分

と
は
云
え

な
い
ま
で

も

か
な
り
実
証
し

て
い
る
と
確
信
す
る
。
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四

の

閙

の

注

（

１
）
　
『
直

方

市

史

』

上

巻

、

五

九
ハ

ペ

ー
ジ

。

〇
２
）

『
福
岡
県

史
料
叢

書
』
第
六
輯
。
一
ハ

ペ
ー
ジ
。

〇
３
）
　
同
上
、

一
ハ

ペ
ー
ジ
。

（
４
）
　
前
掲
『
日

本
庶
民

生
活
史
料
集
成
』
第
一
〇

巻
、
七
六
五

ペ
ー
ジ
。

（
５
）
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
、
八
五

ペ

ー
ジ
。

〇
６
）
　『
飯
塚
市
誌
』
、
三
三

で
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
　
同
上
、
三
二

九
ペ

ー
ジ
。
同

様
の
資

料
は
、
三
三
〇

ペ
ー
ジ
に
も
み

ら
れ
る
。

〇
８
）
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
、
ハ

ニ

ペ
ー
ジ
。

〇
９
）
「
焚
石
覚
書

〇ｎ

」
」
、
『
西
日

本
文
化
』
Ｎ
ｏ
.　７
６
匸

ニ
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
1
0）

『
麻
生
百
年
史
』
。
一

二
（

ペ
ー
ジ
。

〇
1
1）

『
田
川
市
史
』
上
巻
、
八
五
〇

ペ
ー
ジ
。

〇
1
2）
　
安
蘇
竜
生
「
幕
藩
時
代

に
お
け
る
石
炭
山

の
従
業
者
」
、
『
郷
土
田
川
』
.Ｎ
ｏ
.　２
６
｢
　一

九
六
七
年

一
一
月
、

に
収
録

さ
れ
て
い
る
。

（
1
3）
　
安
蘇
竜
生
「
林

ケ
谷
石
炭
喧

晧
の
顛
末
」
、
『
郷
土
田
川
』
ＪＮｏ
.　２
３
｡
一
九

六
四
年
一
〇
月
、

一
六
ペ
ー
ジ
以
下
参
照

。

尚
、
安
蘇
氏

の
紹
介

す
る
二

つ
の
資
料

に
つ
い
て
い
え

ば
、
そ

れ
は
、
二

つ
の
事
件

に
関

す
る
関

係
者
の
調
書

で
あ
り
、
通

常
あ
ま
り
立
前
え

し
か
書
き
残
さ
な
い
炭
坑
経
営
側
の
資
料
と
較

べ
る
と
。
ほ
ぼ
亊
実

の
有
り

の
ま
ま

が
告
白

さ
れ
て
い
て
、
大
変
興
味
深

い
も

の
で
あ
る
。

〇
1
4）
　
桧

垣
元

吉
「

唐
津
藩
石
炭
史
の
研

究
」
、
『
史
淵
』
八
二
輯
、
一
〇

て
ペ
ー
ジ
。

〇
1
5）
　
同

上
、
一
〇

三
ペ

ー
ジ
。

（
1
6）

池
田

史
郎
「

佐
賀

蒻
武
雄
領

の
炭
坑
に
つ
い
て
」
、
『
地
方
史
研
究
』
第
一
九
巻
第
三
号
、
一
九
六
九
年
六
月
。
二
五
七

ペ
ー
ジ
。

（
1
7）
　
秀
村
選
三
「

幕
末
期
肥
前
多
久
地
方
に

お

け

る

炭
坑
労
働
者
の
一
考
察
」
日
、
『

エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研
究

ル
ー
ト
』
Ｎ
ｏ
.　２
｡
　一
九
七
三
年
一
二

月
、
一

ペ
ー
ジ
。

八
18

Ｗ

八
19

Ｗ

同
上
、
四

ペ
ー
ジ
。

『
福
岡
県
史
』
第
二
巻
下
、
二

苙
七

ペ
ー
ジ
。
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八
20
Ｗ

八
21

Ｗ

a

丶､ノ

八
23

Ｗ

１

七

？

１

（
2
4）
　
同
上
。
一
一
ハ

ペ
ー
ジ
。

（
2
5）
　
同

上
、
四
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
2
6）
　
同

上
、
五

一
ペ
ー
ジ
。

（
2
7）
　
同

上
。
五
五

ペ
ー
ジ
。

（
2
8）
　
同

上
、
五

七
ペ
ー
ジ
。

（
2
9）
　
同

上
、
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
3
0）
　
同

上
、
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
3
1）
　
徳
川
期

の
坑
夫
一
人
当

り
の
年
産
出
炭
高

は
、
例

え

ば
、
『
明
治
工
業
史
』
鉱
巣
篇

に
よ
れ
ば
（
同
書
、
七
四

ペ
ー
ジ
）
後
先

一
日

Ｔ

五

ト

ソ
、
先
山
一
人
後
山
一
人
で
あ

れ
ば
一
人
一
日
七
五
〇
ｋ
ｇ

、
後
山
二
人
で
あ

れ
ば
一
人
五
〇
〇
ｋ
ｇ

と
な
る
。
年
産
平
均
一
人
（
年
三
〇
〇
日

稼
働
と
し
て
）
二

二
・
五

ト
ソ
至
乃
一
五

ト
ン
と

な
る
。
因

に
唐
津

の
梶
山
村

の
押
川
炭

坑
の
生
産
力

は
、
ま

だ
在
来
炭
坑
で

あ
っ
た
一
八
七
一

年
（
明
治
四
年
）

に
は
、
年
産
内
外
坑
夫

合
せ
二
二
・
五

ト
ソ
と
算
定

さ
れ
る
。

た
だ
し

二
（
○

人
の
坑

夫
で

一
日
二
万

斤
、
一
年
を
三
〇
〇

日

稼
働
と
し
て
（
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
五
ハ

ペ
ー
ジ
に
よ

る
）
推

計
し
た
。
従

っ
て

こ
れ
は
、
『
明
治
工

業
史
』
鉱
山
篇

の
数

字
と
ほ
ぽ
一
致

す

る
。
尚
、
内
外
坑
夫
、
あ

る
い
は
採
炭
関

係
坑

夫
と
そ

の
他

の
坑
夫

の
比
率

も
、

一
八

七
三
年
（
明
治

六
年
）

の
筑
前

の
熱
田

村
の
炭

坑
の
場

合

は
、
ほ
ぼ
一
対
一
と
な
っ
て
い

る
（
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
五
ハ

ペ
ー
ジ
）
。

従

っ
て
、

か
つ
て
私

の
推
計

し
た
徳
川

期
の
高
島
炭
坑

の
坑
夫
数

は
、

か
な
り
過
小

に
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
あ

る
か
ら
、

本
論

に
お
い
て
先

に
算
出

し
た
高
島

炭
坑
の
坑

夫
数

は
。
こ
こ
で
示

し
た
算
式
に
よ
っ
て
訂
正

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
徳
川
期
全
体
の
坑

夫
数
も
、
こ

の
算
式
に
基

づ
い
て

推
計
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

（
3
2）
　
前
掲
「

幕
藩

時
代

に
お
け
る
石

炭
山
の
従
業
者
」
、
『
郷
土
田

川
』
ｘ
ｏ
・
誂
、
一
四

九

ペ
ー
ジ
。
以
下
引

用
を
略
す
。

（
3
3）
　
前
掲
「
林

ケ
谷
石
炭
山

喧
唯
の
顛
末
」
、
『
郷
土
田
川
』
Ｍ
ｏ
.　２
３
｡
一
六
～
一
九

。ペ
ー
ジ
。
以

下

ペ
ー
ジ
略
す
。

同

上
、
二
四
五

ペ
ー
ジ
。

『
筑

豊
鉱
業
頭
領

伝
』
、
『
近
代
民
衆

の
記

録
２
鉱
夫
』
、
四
〇

ペ

ー
ジ
。

同
上
。

六
四

ペ
ー
ジ
。

同
上
、

一
〇
ハ

ペ
ー
ジ
。

同
上
。

一
一
ハ

ペ
ー
ジ
。

同

上
、
四
ニ

ペ
ー
ジ
。

同

上
、
五

一
ペ
ー
ジ
。

同

上
。
五

五
ペ
ー
ジ
。

同

上
、
五

七
ペ
ー
ジ
。
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（
3
4）
　
前
掲

桧
垣
論
文
、
一
〇

三

ペ
ー
ジ
。

（
3
5）
　
同

上
、
一
〇

六
ペ

ー
ジ
。

（
3
6）
　
隅

谷
三
喜
男
氏

は
。
こ
の
解
釈
を
と
ら
れ
、
す
で

に
指
摘
し

た
よ

う
に
こ

の
政
策

か
ら

コ
兀
方
の
保

護
と
坑
夫
の
移
動
取
締
り
を
規
定
し
て

い

る
」

と
過

大
な
評
価
を
与

え
て
い
る
。
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
、
九
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
3
7）
　
前
掲
池
田

論
文

、
四

九
ペ
ー
ジ
。

（
3
8）
　
前
掲
秀
村
論
文
日
、
ニ

ペ
ー
ジ
。

（
3
9）
　
同
上
、
＝一・
ペ
ー
ジ
。

（
4
0）
　
秀
村
選
三
「

幕
末
期
肥

前
多
久
地
方

に
お
け
る
炭
坑

労
働
者
の
一
考
察
」
㈹
、
『

エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研

究
ル

ー
ト
』
ｉｎ
ｏ
.　ａ
.
六

ペ
ー
ジ
。

（

れ
Ｉ）
　
遠
藤
正
男
「
徳
川

時
代

の
炭

坑
労
働
者
」
、
『
九
州
経

済
史
研

究
』
、
一
六
ハ

ペ

ー
ジ
。

（
4
2）
　
戸
木
田
嘉

久
「
『
産

業
革
命
』
以
前

に
お
け
る
石

炭
鉱
業

の

形

成
」
、
『
立
命
館
経
済
学
』
第
一
五
巻
第
二
号
、
一
九
六
六
年
六
月
、
八
～
二
二

ペ
ー
ジ
。

〇
43

Ｗ

〇
44

Ｗ

『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
、
九
ニ

ペ
ー
ジ
。

拙
著
『
日
本
炭
鉱
賃

労
働
史
論
』

の
「
高
島
炭

坑
に
お
け
る
納
屋
制
度
」
に
つ
い
て

の
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

あ
　

と
　

が
　

き

以

上
が
徳
川

期
石
炭
業
に

お
け

る
技
術
、
経
営
、
賃
労
働

に
つ

い
て

の
私

の
所
見
で

あ
る
。
小

論
は
、
『
日
本
石
炭
業
の

技
術

と

労

働
』

の
中
の
「

在
来
石

炭
業
の
発
展
水
準
」

で
論
じ
尽
せ
な

か
っ
た
諸

論
点

を
幾
分

と
も
詳
し
く

論
じ

る
こ

と
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん

私

の
論
述

が
十
分

に
実

証
的
、
か
つ
説
得
的

に
な

っ
て

い
る
か
は
問
題
と
し
て
残

る
で

あ
ろ
う
。

こ
の
点

に
つ
い
て
は
同
学

の
先
輩

。

同
眼

の
御
批

判
を
待
つ
し
か
な
い
。

小

論
を
終
え

る
に
当

っ
て
二
つ
の
点

を
最

後
に
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
第
一
に
、
小

論
は
、
必

ず
し

も
私

自
身

の
フ
ァ
ク
ト

ー
フ

ア
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１

￥

●

イ
ソ
デ
ン
グ
に
よ
っ
て
出
来
た
の
で
は
な
く
、
特
に
九
州
在
住
の
多
数
の
炭
坑
史
研

究
者

の
研
究
成
果

に
依
存
し
て
綴

ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小

論
に
引
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
諸
研

究
の
関
係
者
に

お
礼
の
言
葉
を
述

べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

第

二

に
、
小

論
は
、

も
と
も
と
国
連
大
学
の
一
研

究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
書

い
た
も

の
を
も

の
を
書
き
改

め
た
も
の
で

あ
り
、

従

っ
て

私
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
招
き
、
研

究
過

程
で
種

々
の
ア

ド
バ
イ

ス
を
与
え
て
下

さ
り
、
時

に
は
兆
発
的
言
辞
で

私
を
刺
激
し
て
く

れ
た
国
連
大
学
の
我

々
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

＝
Ｉ
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー
で
あ
り
、
リ

ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
の
林
武
氏
に
、

こ
こ
で
感
謝
の
意
を
記
し
て

お
き
た
い
。
（
一
九
八
四
年
二
月

一
九
日
記
）
。
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